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　世界の外側に〈永遠の昼下がりの森〉がある。

　いつでも、やわらかな陽ひの光が、よく繁しげった葉と枝の合間からさしこんでおり、大小さまざまな建物が、木々の間にそっとたたずんでいる。

　木々の大半は、温帯原産の広こう葉よう樹じゆだ。

　永遠に昼下がりではあるが、季節はめぐる。春には芽が萌もえ出でて、夏は繁り、秋は紅葉し、冬には雪がつもる。

　ただ、その順序や長さは、一定していないのだが──。

「やあ、昨日は桜吹雪だったけど、今日はまた綺き麗れいな紅葉だねえ」

　からん、と軽い鈴の音。

　扉が開かれた合図だが、その鈴の音と同じくらい澄んだ声が、声の主自身の来訪を知らせている。透けるほどに金の髪を持つ、端正な顔だちの少年だ。

「いらっしゃい、フィンくん」

　あたたかな声が出迎える。豊かな胸を持った、エプロン姿の女性だ。

　ものしずかな〈永遠の昼下がりの森〉で、珍しくにぎやかな場所。〈パブ〉だ。

「やあ、ベッカ。とりあえず黒ビールね！　樽たるで！」

「樽はよせ」

　親指を立てて立ち止まった金髪の少年──フィンの背を、後ろから入ってきた黒髪の青年が押した。

「いらっしゃい、クレイくん。いつも可愛かわいいねえ」

　クレイと呼ばれた青年は、やや線は細いが精せい悍かんな顔つきで目つきが悪い。ふつうは、可愛いと言われる容よう貌ぼうではない。

「……いつもながら意味がわからん。ベッカ、フィッシュ＆チップス。魚抜きで」

「それは、揚げポテトを注文すればいいんじゃないかな？」

　エプロンの娘、ベッカが苦笑いする。

「メニューにないだろう」

　クレイと呼ばれた青年は、無愛想に言った。

「なんでもいいけど、ぼくはやっぱり黒ビール。大ジョッキでね」

　いつの間にかカウンター席に腰をおろしていたフィンは、不機嫌そうな目つきを向けてきたクレイを、にこやかな笑みで迎え撃った。

「あのね、後輩くん。見かけはこうでも、生きてきた年月を考えれば、どこの国の法律でも、ぼくの飲酒は、まったく問題はないんだからね？」

「酒を全面的に禁止している国もあるけど？」

　ベッカが、一リットル入りのジョッキを、フィンの前に置いた。

「ちゃんと固形物も腹に入れろって言ってるんだ」

　クレイが、ポケットに手をつっこんだまま、むすっとして言った。

「体に悪いから？　この森に住んでいる限り、そういう問題とは縁がないんだけどなあ」

　一気に半分ほどを空けて、赤くもならずにフィンが言う。クレイは隣に腰をおろした。

「気持ちの問題だ。自堕落になる。自堕落になると、仕事も気がゆるむ」

「人にそういう説教をするなら、好き嫌いせず、魚も食ったほうがいいと思うけど」

　クレイの前に、山盛りにした揚げポテトの皿を置きつつ、ベッカが言った。

　水割り一杯、自分のぶんを持って、テーブルの端に腰かける。

「さっき〈騎士〉が来てさ。こないだの仕事は〈引き裂き屋リツパーズ〉と派手なバトルになったんだって」

　この森は世界の外側にある。

　いくつもの滅びてしまった世界から、かろうじて生き残った断片のうち、似たものをつなぎあわせ、再生した、つぎはぎの新世界を守るのが、森の住人の仕事だ。

　彼らは〈縫い合わせ屋ソウヤーズ〉と呼ばれている。さまざまな職能、権能をそなえて、日々、世界をもう一度滅ぼしたい〈引き裂き屋〉と戦う。

「さぞかし熱く語っただろうねえ。〈騎士〉くんは、思いこみと自己主張が激しいから」

　二杯目も、早くも半分空にして、口のまわりに泡をつけたままフィンが笑う。

「真面目まじめで理想に燃えて、隠し事をしないと言ってやれ。そしておまえは口もとをふけ」

　ナプキンをとって、クレイは、フィンの手に押しこんだ。

「で、あんたら〈郵便屋〉の仕事のほうはどうよ？　世界の破片って、ちゃんとなじんでる感じ？　あんたらが運ぶ言葉って、世界をつなぐ糊のりみたいなもんなんでしょ？」

「せめて絆きずなとか綺き麗れいに言ってよ。届かなかった手紙や投とう函かんされなかった手紙、失われたはずの手紙。見つけるのは、なかなか大変だよ。頭脳労働が、仕事の大半だからね」

　フィンが、言葉とはうらはらな、苦労なんか知らない、といった印象の笑みを浮かべて言う。すると、隣に座ったクレイが、じろっと視線でまず反撃した。続いてすぐ言葉。

「届けるほうが面倒だ。受け取りたがらない変わったのもいるからな。〈郵便屋〉は運ぶ仕事だ。おまえは、オレを肉体労働担当って呼んでるじゃないか。受け入れた覚えはないが、どっちにしても、面倒をこなしてるのはオレだ」

「やー、あんたら、仲いいねえ」

　ベッカがけらけらと笑った。

「ま、よかったよね、フィン。昔のあんたって……」

「若者相手に昔話するのはさあ……」

　彼女が何を言おうとしているのか察して、フィンがにこやかに口を封じにかかる。結局、どちらも言い終えなかった。店の片隅、壁にかけられた電話が鳴ったからだ。

　ベッカは、テーブルを離れて電話を受けた。少し受け答えして、すぐフィンを見た。

「本局からだよ。お仕事だって」

「ほらね。大変でしょ？　ろくに休ませてくれないんだから」

　肩をすくめつつ、フィンは、電話を受け取った。クレイとフィンは、この〈永遠の昼下がりの森〉の支局担当だ。いくつかの〈永遠の森〉の〈郵便局〉を統括するのが本局。

　世界は、似た技術年代の破片をつなぎあわせて、いくつか存在する。

　この〈永遠の昼下がりの森〉は、蒸気と歯車の時代の地球の外側にくっついているのだ。

「……はい。そういうことですか。わかりました、いってきます」

　フィンが会話を終えるまでに、クレイはポテトの皿を空にしていた。

「じゃ、これはサービス、しゃっきりして行きなさい」

　ベッカが、ごく小さなカップをカウンターに置いた。薫り高いコーヒーだ。

　一息で飲み干して、フィンとクレイは、迷いのない足取りで外へ向かった。

　扉を開けると〈永遠の昼下がりの森〉は、もう見えなかった。外は、ほんのり輝く白い霧に包まれている。世界の内と外をつなぐ霧だ。

　クレイとフィンは恐れ気なく、外へ出た。二人の〈郵便屋〉を、世界の外側にある〈永遠の昼下がりの森〉から、彼らを必要とする世界の内側へ導く不思議な霧。

　そして、今日もまた──。
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　赤あか煉れん瓦が作りの屋敷ふたつにはさまれた狭い路地から、光る霧が流れ出してきた。

　霧の中に、しなやかな若者のシルエットがふたつ、浮かびあがる。

　さくりと音を立てて、二対の足が、雪を踏みしめた。

　片方はフードつきの黒い服に黒い髪。霧から踏み出て、夜よ闇やみに溶けこんだ。

　もう一方は、制服めいた白い衣装に金の髪。月光にきらめいて、雪景に溶けこんだ。

　他の国ではまだ秋の終わりだが、北国の都は、既に雪に覆われている。

　ほかの地球であれば、モスクワと呼ばれるだろう、雪の大都市だ。

「寒いねえ、じつにしんしんと寒い。寒いってのは、こうでなきゃねえ」

　金髪の少年が、立ち止まって、ぶるっと体をふるわせた。そう言うわりに、口もとには楽しそうな笑みが浮かんでいる。

「寒いなら、とっとと仕事をすませて帰ればいいだろが」

　黒髪のほうは、むすっとした顔つきだ。厳しげな表情とあいまって、青年、と呼んだほうがよさげな雰囲気である。整った顔だちなのに、目つきの悪さもあり、人を近づけない雰囲気をまとっていた。風が吹いて、雪を舞い上げる。青年は、猫の耳のようにとがったフードを深くかぶった。

　路地から出た先は、広場だ。中央には、疲れきって腰をおろした王と、彼を励ますように腕を掴つかみ指差している市民の銅像がそびえている。かつて、この国が敵対する国から攻撃された時、疲弊しきった王を、若い民が立ち上がらせた故事に由ゆ来らいしている。

　けれど、いま、その彫像の、王の首は打ち落とされていた。

　気温は零下二十度を下回っている。都の中央部、昼間ならいちばんにぎやかな広場であっても、さすがに通りかかる人影もない。

「ねえ、まずちょっと温まらない？」

　金髪の少年が、右手を一振りすると、奇術師の芸のように、どこからともなく小さな金属の水筒があらわれた。器用に右手だけでねじ式の蓋ふたを開けて、きゅっと一口。

「お茶がしみじみ美お味いしいわ。きみもどう？」

「おまえの茶なんぞ飲んだ日には、どんな目にあわされるか、わかったもんじゃない。そんなことより、どっちだ？　回収先をつきとめるのはおまえの仕事だろ」

「はいはい、セッカチだなあ、クレイくんは」

「寒いんだよ。寒いのは苦手なんだ。さっさとすませよう」

　黒髪の青年──クレイが睨にらみつける。金髪の少年──フィンは、小さく肩をすくめた。水筒をどこへともなくしまいこむと、すべるような足取りで、足音さえ立てずに歩きはじめる。クレイは、ざっざっと雪を蹴け立たてる大股で歩み、すぐに肩を並べた。

　風が強くなって、雪が巻き上げられている。

　口では寒いというけれど、彼らは、この雪の都にふさわしい防寒具をいっさい身につけていない薄着で、平然としている。

　広場を外れて、やや狭い通りに入る。古い、あまり上等ではない造りの民家が軒を並べていた。どの家も固く扉を閉ざし、静まりかえっている。防寒対策だ。

　その一軒の前で、フィンとクレイは同時に足を止めた。

「おや、きみもわかるのかい、後輩くん？」

「オレにだってな、鼻と耳と目があるんだよ。ふつうよりは、ちょっと鋭いのがな」

　分厚い扉の向こうから、ほんのわずかな温かみと、そしてきつい酒とボルシチの匂においが漏れてきている。たいていの家の玄関は、大おお雑ざつ把ぱな雪かきがされて、雪で階段が作られている。クレイは、そこを飛び降りるように一息でおりた。フィンも続く。

　クレイは、左手でドアノブを掴つかみ、あわてて放した。金属製だったのだ。あやうく、皮膚がはがれるところだった。防寒具がないのだから、手袋だってない。

「やれやれ。いい加減そろそろ正面突破以外の方法を覚えてもいいんじゃない」

　するりと近づいてきたフィンは、身をかがめて鍵かぎ穴あなをのぞきこんだ。

「見えないねえ。鍵はかかってるのかな？」

「ここまで来たら、やっぱり正面突破だろ」

　クレイが、フィンを押しのける。今度は、右手でドアノブを掴んだ。その手は、銀色に輝いている。金属製なのだ。冷気でダメージを受けることはない。

　だが、クレイが回すより早く、ノブが回った。ドアが内側から開かれる。

　顔をだしたのは、口ひげと顎あごひげを生やした凶悪そうな顔つきの男だった。濃い眉まゆの下で、落おち窪くぼんだ目がぎらついている。

「人の家の前でぎゃあぎゃあ騒いでんじゃねえぞ、おい。全部、聞こえてんだよ」

　扉を閉じたままでも、外の音が聞こえる仕掛けがあったらしい。

　男は、クレイとフィンに拳けん銃じゆうをつきつけ、にやりと笑った。

「まあ入れや。そこじゃ凍えるだろう。開けっ放しじゃ、こっちも寒い」

　獲物を見つけたハイエナに似た笑いを、男は浮かべた。フィンの繊細そうに見える面立ちや、クレイの荒削りだが整った顔に、この男は騙だまされている。容易たやすく狩れる獲物などじゃないことに、気がついていない。

「やあやあ、どうも。女の子とちょっと喧けん嘩かして、しめだされちゃったんだよね。助かっちゃうなあ。こっちの彼がね、本当のことしか言えないほうなもんだから」

　フィンは、適当なことを言いながら、拳銃に怯おびえるようすもなく、するりと中に入りこんだ。あっけにとられるヒゲ面づらを押しのけ、クレイは、ずかずか部屋に踏みこんだ。

「てっ、てめえら、なんのつもりだ！」

　ヒゲの男は、我に返って脅しにかかった。

「招待したのは、そっちだ」

　クレイが、無愛想に返答する。

「本当のことだけど、それじゃ身もふたもないよ」

　フィンがけらけらと笑いつつ、鋭い視線で、部屋を見回した。

　入ってすぐに居間だった。ゴミがそこら中にころがっていて、快適とは言いがたい。ただ、暖炉の火だけは温かだった。

　テーブルの上に、書類袋と、それから空っぽな財布がひとつ、放ほうり出されていた。財布の中に入っていた硬貨と紙幣は、三つの山に分けられている。

　財布には、血のしみがついていた。

「オレたちが配達すべき手紙は、強盗に奪われたんだったな、たしか」

　クレイは、むっつりした顔つきでそう言った。

「そんないたましい事件がなければ、夕食中に呼び出されることにもなんなかったと思うんだけどねえ。不幸中の幸いは、犠牲者が一命をとりとめたことかな」

「おめえら……何もンか知らねえがただじゃ帰せなくなったぜ、おい」

　ヒゲ面づらが呼びかけると、奥の部屋から、あとふたり男が姿をあらわした。ひとりは頬ほおに大きな傷きず痕あとがあり、もうひとりはつるつるに禿はげ上あがっている。

　彼らが襲いかかってくる前に、クレイが動いた。

　まばたきに等しい時間で距離をつめて、ヒゲ面を殴りとばした。銀の拳こぶしを顎あごにヒットされて、ヒゲ面があっさり気絶する。

「やろうっ！　俺たちを誰だと思ってやがる！」

　頬に傷のある男が、鉄の棍こん棒ぼうを手にして立ち上がった。つるつる頭は、無言のまま大きなナイフを抜いた。その時にはもう、床すれすれの低い姿勢で、クレイが傷痕男のふところに飛びこんでいた。

「……誰でもいい」

　体ごと突き上げるアッパーカットで傷痕男を気絶させる。

　つるつる頭のほうは、本式のナイフ術でフィンに襲いかかっていた。しかし、枯れ葉が強風に舞うような動きのフィンを、まったくとらえられない。

「ちょっとー、肉体労働担当？　はやく来てくれないかな？」

「自分で反撃しろよ。そこまでオレに任せるな」

　ぼやきとともに、クレイは無造作に近づいて、銀の手をのばしてナイフをがっちり掴つかんだ。へし折るまではゆかなかったが、もう動かせない。

　つるつる頭の男は、自分のナイフをしばらく見つめ、そして長いため息をついた。ナイフの柄から手を放し、そのまま降伏のサインに両腕をさしあげた。

　フィンがナイフをクレイから受け取った。ついでに、拳けん銃じゆうもヒゲ男の手の中から拾いあげる。彼が両手をもみあわせるような仕草をすると、どちらも消えてしまった。

「おまえは、いちいちパフォーマンスせんと、拾ったものをポケットにおさめることもできんのか」

「はっはっは。ところで、クレイくん。きみの足もとに都合よくロープがあるよ」

　いま気づいたふりをして、フィンは、縄をクレイのほうへ蹴け飛とばした。

「なんで、いちいちオレなんだ」

「ぼくの縛り方だと、解けちゃうかもしれない。ほら、こういう肉体労働は、無意識に手を抜くから、ぼく」

「抜くなよ！」

　一喝しつつ、クレイは、手抜きなしに三人を縛っていった。途中で目を覚ましたヒゲ男は、いきなりわめきだした。

「てめえら、よくも！　……いいか、命だけは助けやがれ！　俺たちは犯罪者だが小物だ、退治されるほどの悪党じゃねえ。戦争から生まれた都に帰ってこっち、ろくな仕事はねえし。まわりは帝政打倒だのなんだの、革命騒ぎで盛り上がってるしよう。今日明日にも、革命派が、宮殿に押しかけようってんだ。血なまぐさいことになる前に、都から逃げる金が欲しかったんだ」

「流血から逃げるためのお金を、血で染めてどうするのさ」

　フィンに言われて、ヒゲ面づらは、しょんぼりとした顔になった。

「……こ、殺す気はなかったんだ。向こうが銃を抜くから、つい射うっちまって……本当だってよ。本当だ。はじめての強盗だったんだ、あわてたって仕方ねえだろう？」

「勝手に処刑したりしないよ。縄張りを荒らされて怒ってるギャングじゃないからね」

　フィンに言われて、男たちはほっとしたようすだ。

「警察でもないから、通報はしとくね」

　猛然たる抗議の声を無視して、フィンは、テーブルに近づき、書類袋の中を確かめた。

「回収完了、っと。次はお届けだね」

　役所が公用に使う袋で、中には、何冊かの手帳が入っている。

　旅券だった。それも、国境で特別扱いされる、外交官用のものであった。

　ヒゲ面が、あせった顔つきで言う。

「みんな逃げ出したがってるいまなら高く売れるんだ。どうだ、山分けに……」

「オレたちは〈郵便屋〉だ」

　クレイが、だんと床を踏み鳴らして立ち上がった。冷たい目で、男たちを見下ろす。

「これを届けるのが、仕事だ」

　そこで、ふっと暖炉の火が消えて、あたりが暗くら闇やみにつつまれた。

　どこかの教会が、日付の変わる時刻だと知らせるための鐘を鳴らしている。

「おい、扉を閉めていけよ！　凍えるじゃねえか！」

「誰か、早く来るといいね」

　クレイとフィンは、外へ出た。
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　その頃、街中から外れた貴族の屋敷街の一画で、ひとりの少女が決意を固めていた。

　義兄たちの言葉には従えない、と。

『旅券が届いたら、執事のイワンが、おまえを港まで連れてゆく。そのまま、この国を出るのだ。温かい国へ行くといい。私たちについてこようなどと思ってはならぬ。死んだおまえの母は平民であった。おまえは、純血の貴族たる私たちとは違うのだ』

『今日からは、イワンたちを家族としろ。この家にとどまることは許さん』

　昨日、少女の義あ兄にたちはそう言って、屋敷を出て帝宮へ向かった。

　雷帝陛下は、約束をなされた。その約束を、手伝うためだ。

　約束は、民衆との話し合いだ。

『この国の体制を、大きく変更すべし』

　そう主張する民衆代表と、雷帝おんみずからが話し合う。

　陛下が決断され、天地がひっくりかえったような騒ぎになったのが三日前。

　雷帝陛下は、国を二つに裂くことを望まれず、全国の代表が集まる真夜中から夜明けまでの対話を行うとした。

　始祖大雷帝以来、この国の一大事に際して開かれる会議は、真夜中から始まるのがならわしだ。

　高位貴族たちのうち、義兄たちのように、会議に参加しようと宮殿へ向かった者は、ごく少ない。民衆代表が、おとなしく話しあうと信じていないからだ。暴力に訴え、帝制打倒を試みると、ほとんどがそう見ている。

　混乱に乗じてのしあがろうと領地に戻ったり、内戦を嫌って国外に逃げた貴族が多い。

　義兄たちは逃げない。最後まで忠誠を貫くつもりだ。

　だが、アナスタシアには逃げろと言った。

（……血のつながった実の妹でもなく、役に立つ力もないからだわ）

　義兄たちは、執事のイワンにも、さまざまな指図をくだしていった。

　自分たちが、役所から旅券を届けさせるから、それが届き次第、アナスタシアを連れ出し、国外へ逃げるように、と。

　だが、いつものことながら、義兄たちは優秀なのに、どこか抜けている。

　イワンたちに、旅券が届かなかったらどうするのかを、指示してゆかなかったのだ。

　大会議当日になり、はじまりを告げる夜半の鐘が鳴っても、まだ届いていない。イワンたちは、出発もできず、アナスタシアを部屋に閉じこめて、監視を続けている。

　監視と言っても、廊下で、扉を見張っているだけだ。

　この屋敷に来るまでは野育ちだったアナスタシアでも、さすがに四階の窓から抜け出すことはないと思っているのだろう。

　極北帝国の要かなめ、キスレフ大公に連なる一族の屋敷である。造りは豪華だ。

　この部屋を与えられたのは三ヶ月前だが、それまで暮らしていた二階の部屋からは、しょっちゅう脱走していた。こちらに移されてから、窓から脱け出したことはない。

　けれどそれは、できないから、ではなかった。やらなかったのだ。

　そんなことで、屋敷を騒がせていい状況ではないことはわかっていた。

　三ヶ月前にはもう、革命派は活発に動いており、帝都で動乱が起こるだろうことは、誰の目にも見えていた。長らく、旧大陸諸国で戦われていた戦争が終わり、戦時だから抑圧されていた社会の矛盾が、一気に噴き出したのである。

　これまでの特権を保持しようとする権力者と、反発する民衆とがぶつかりあい、なんとかして彼らを仲裁しようとする人々は、その両方から敵視されてしまった。

　その典型が、アナスタシアの義兄たちだ。帝室に親しく、かつての統治者たる大公家の末まつ裔えいであり、思想は開明的で他国の共和制度に詳しい。

　今夜、宮廷には帝室を守ろうとする人々が、謁見広場には帝室を打ち倒そうとする人々が、それぞれ集まっているはずだ。打ち倒したいと願う側には、アナスタシアのかつての同級生たちもいる。

　特別な〈贈り物パダローク〉を持っていたから、貴族たちに強引に養子にされ、反発して逃げ出した、かつての親友たち。

　アナスタシアは、首を左右にふって、同級生たちのことは考えないでおこうとした。義兄たちにつけば、彼らと戦うことになる。

（義に兄いさまたちも……みんなも、自分で戦いの道を選んだ。わたくし……ボクだって、そうする。義兄さまたちがなんと言っても、ボクは、大公家に恩を返す）

　今日、義兄たちは明言した。アナスタシアには、選択肢を与えない。自ら死地へ赴き、貴族の義務を果たすことを、真の貴族でないアナスタシアには許さない、と。

（だけど、そうはいかない。ボクは、もう決めたのです。義兄さまたち）

　義兄たちは、いつも綺き麗れいに舗装された道路を、馬車に乗ってたどってきた。道がなければ、進めないと思っているだろう。

　けれど、アナスタシアは、農場で育った。藪やぶをかきわけ、雪を掘って、自分で道を見つけだすことには、なれているのだ。

　屋敷に残してゆく者たちが途方にくれないよう、手紙を残すことにした。

　学校用のペンと紙を持ってきて、清書をはじめる。

　きっちりした活字体。細くて白い指に似合わない無骨な字だと、同級生に笑われたことがあった。笑った彼は、貧しい農家の息子で、タコに覆われた無骨な手をしていたが、書く文字は、アナスタシアよりずっと繊細だった。

　彼もきっと、宮殿前広場にいるはずだ。

（……そうだ。あれも処分してしまわないと）

　彼のような綺き麗れいな字が書きたいと、頼みこんでゆずってもらったノートがあった。

　取り出して、暖炉にくべた。

（……泣かない）

　もう一度、清書にとりかかる。彼の流麗な字には、結局、近づけなかった。

『たとえ血はつながっていなくても、ボクは、大公家の娘です。義に兄いさんと共に、戦います。あなたたちは、動乱に巻きこまれないように逃げてください。ボクの部屋にあるものは、なんでも持っていっていい。大切なものは、もう処分……』

　そこまで清書して、アナスタシアの手が止まった。

　いちばん、大切だったものは、もう燃やした。

　あとは……そうだ。豪華なベッドの、頭のすぐ上を、彼女は見つめた。この国の守護聖人を描いた小さな聖画像イコンが飾ってある。

　母が大切にしていたこれは、持ってゆこう。

『……もうすべて手元にありますから』

　書き終えて、最後にサインをした。自分のことを『ボク』と呼ぶのはやめてくださいと、イワンやメイド頭のゾーヤは、いつも嘆いていた。今日から二人が家族と思えと義あ兄にたちは言っていたが、もとから祖父と祖母のように感じていた。

　二人には、とても申し訳なく思う。

　でも、命とでも代えたい大切な人々が、互いを燃え尽きさせようとする道を選ぶなら、自分だって自分で選びたい。生きるか死ぬかを。

　だから『ボク』のままにした。『ボク』と自分を呼ぶのは、アナスタシアのせめてもの自己主張だ。貴族である義兄たちとも、庶民である同級生たちとも違う、違う自分であることを、いつも意識しておくための。

（さあ、これからはボクにふさわしい姿になりますわよ。言葉遣いも気をつけませんと）

　帝宮へ向かう一番の近道は、下町の中でも、最も治安の悪い一帯を抜けてゆくことだ。そこを、いかにも貴族のお嬢さま、という格好で抜けていくわけにはいかない。

　隠しておいた男の子の服を身につける。ズボンにブーツ、それからコートも、動きやすさ優先だ。ひととおり着てから、姿見で自分の容姿をチェックした。

　ほんのり桃色に染まった頬ほお、さくらんぼのようだと召使の娘たちが讃たたえるくちびる、これは、暖炉のススをこすりつけて誤ご魔ま化かした。だが、長い睫まつ毛げに飾られた、大きなこぼれおちそうな灰銀の瞳ひとみばかりは、どうにも隠しようがない。

　この灰銀色は〈贈り物パダローク〉を授かった者に多いとされている。隠す方法はないし、あったとしてもその気はない。この〈贈り物〉だけが、平民の後妻の連れ子であるアナスタシアが、正式な養女となった理由であり、義あ兄にたちとの絆きずなだ。

　この〈贈り物〉が、もっと役立つものであったなら……。

「……ないものねだりは意味がありません……のですぜ」

　首をふって空想をふりはらうと、アナスタシアは身支度に再度とりかかった。

　瞳の色は、気づかれないことを祈るしかなかった。プラチナブロンドの巻き毛は、ベレー帽ぼうの中に押しこんだ。前びさしをぐいっとひきさげて、目を隠す。

　細々したものを詰めておいた背負いカバンに、聖画像イコンもおさめる。

　たったひとつ、女の子らしい装身具として、母の写真が入ったロケットを、胸もとに押しこむ。アナスタシアは十四歳。男の子に化けるのに支障のない胸の発育具合には、いまは感謝するべきなのだが、やっぱり恨めしさがこみあげる。

「そんなことなんて、考えてる場合じゃない……だってんだぜ」

　下町言葉の練習のために、それらしい言葉遣いで独り言を口にしてみる。自分では、うまく使えてるのかどうか、さっぱりわからない。

「さあ、行きましょう……だぜ」

　シーツを裂いてよりあわせた間に合わせのロープを、バルコニーの手すりにくくりつけ、垂らした。夜半の鐘が聞こえた頃から、天候は荒れはじめている。ロープは揺れが激しい。手袋のままだと、すべりやすいかもしれない。とりあえず外してカバンにおさめた。

　手すりから身を乗り出して下をのぞいた。屋敷のいくつかの部屋から、まだ明かりが漏れている。それを反射して、雪が光っていた。

「だいじょうぶ、雪は、ボクの味方なのです……だぜえ」

　そう自分を励まして、アナスタシアは、えいやっと手すりを乗り越えた。

　いきなり、手がすべって、そのまま地面まで落ちそうになった。

　必死でシーツのロープを掴つかむ。だが、ずるずるとすべって──止まった。しばらくの間、アナスタシアは、歯をガチガチと噛かみ鳴らしながら、空中で止まっていた。

　恐怖から立ち直り、心臓を落ち着かせるまで、時間が必要だったのだ。

　再度、動きだしてすぐ、三階をすぎたところで、アナスタシアはまた止まった。

　斜め下の窓から、光がさした。誰かが、窓のカーテンを開けたのだ。

　もしも、その誰かが、ちょっとでも視線をずらせば、ロープが見つかってしまう。だが、できることといえば、身を縮めて、じっと待つことだけだ。

　どれほど動かなかったのか。アナスタシアには一時間にも二時間にも思えたが、実際には、ほんの十数秒のことだったに違いない。

　光が消えた。

　ほっとした、その途端に、手を握り締める力がゆるんだ。

　ずるずるっと一気に体がすべり落ちる。握る力を強めたが無駄だった。結び目でひっかかることもなく、アナスタシアの体は、どこまでもすべり落ちていった。

　アナスタシアは、強くくちびるを噛かんだ。悲鳴だけは、あげてはいけない。

　加速しながらどんどん落ちて、そして空中に放ほうり出された。

　地面に落ちた！　──その瞬間に、雪がアナスタシアをふわりと受け止めてくれた。

　思念で雪を操る、それがアナスタシアの〈贈り物パダローク〉だった。

「……感謝します、ウラジミールさま」

　背中の聖画像イコンに描かれた、この国の守護聖人に、短い感謝の祈りを捧ささげた。

「そして、いま誰にも気づかれないようにしてくださるなら、もっと感謝いたします……んだぜ、守護聖人さま」

　そんな脅迫めいた祈りを、父なる神や守護聖人がどう思ったのかは、わからない。確かなのは、誰も屋敷から出てこなかった、ということだけだ。

　アナスタシアを受け止めた雪が、音もなくすべり落ちて、もとに戻る。

　屋敷は抜け出した。裏庭が目の前だ。ここを抜けて、外へ向かう。

　だが、いまなら、引き返せる。本当に、義あ兄にたちのところに行っていいのか。民衆代表と帝室の交渉は、もうとっくに決裂して、殺し合いがはじまっているかもしれない。

（ううん、だとしても自分も運命をともにする──。大公家の一員だから）

　それが恩返しだと信じている。

（ごく近くの、少量の雪しか扱えない〈贈り物〉だけど、この季節には役に立ってくれるはずです……のだぜ）

　せめて、距離か量がもう少し……と考えていたら、突然、うるっと視界が揺れた。涙がこみあげてきたのだ。このまま膝ひざをついて、あきらめて泣いてしまうこともできる。

（ううん、あきらめたくない。お義に兄いさまたちに、せめて一度だけでも、認めてもらってからでないと、そうでないと……）

「ダメですわ、弱気になっては……だぜ！」

　アナスタシアは、小さな声で気合を入れた。

「あの、ちょっといいかな、おぼっちゃ……あれ、お嬢ちゃんかな？」

　その時、突然、聞きなれない声が呼びかけてきた。
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「ごめんなさい！　見逃して！」

　それが誰かを確かめることもなく、反射的に、アナスタシアは逃げた。誰だろうと、屋敷の塀の内側にいるからには、兄に従って自分を連れ戻すだろうと、思ったのだ。

「どしたの？　そんなに嫌わないでよ、ぼくら、悪党じゃないからさ」

「ふざけてる場合か。追いかけろ」

　最初の笑っているような声に、ぶっきらぼうな声が重なった。

　聞いたことのない声だけれど、自分を連れ戻そうとしているのは、間違いない。

　屋敷の裏庭は、森といっていいくらい、木々が密集している。アナスタシアは、そこへ駆けこんだ。足には、わりと自信があるし、アナスタシアは雪に足をとられることがない。さらに、いつも散歩して、自分の小さな体つきなら、どの木々の隙すき間まは抜けられるか、しっかり覚えている。

　ほぼ真っ暗な森の中を、アナスタシアは、記憶だけを頼りに、あぶなげなく駆け抜けて──ゆけずに、ころんだ。

　だが、すぐ起きあがった。何も考えてなかった。考えることなくアナスタシアの心が選んだのは、ただ前に進むことだった。アナスタシアは、また闇やみの中を走り──。

「……ふわっ」

　今度は、木の幹に正面からぶつかった。小さな鼻を押さえて、鼻血が出てないことを確かめる。こんな時なのに、いつも願っていたような高い鼻なら、もっとひどいことになっていたかも、と思う。この国では、高い鼻が美人のあかしということになっている。でも、鼻が小さいとキスの時ぶつからないっていうから試してみようと──。

（そんな場合じゃ！）

　余計な回想をふりはらって、アナスタシアは、必死で走った。

　森を抜けた。高い高い塀が、庭を囲んでいる。てっぺんには盗賊返しの尖とがった鉄柵が植えられていて、ふつうなら登って越えられるものではない。

　けれど、いまの季節なら、アナスタシアには簡単だ。

　精神を集中しようとしたが、ぜいぜいと息が切れている。まず、深呼吸を──。

「ねえ、きみって、男の子の格好はしてるけど、アナスタシアさんだよね」

　森でふりきったと思ったのに、追いつかれていた。

　びっくりして、アナスタシアはふりかえった。

　雪から抜け出したような白い服と白い肌と、そして彼女と同じくらい薄い色合いの金髪。整った顔だちの少年が、息を切らしたアナスタシアとは対照的に、涼しい顔だ。

「あのね、ぼくら、怪しいもんじゃないの。きみに、届けなきゃいけない手紙があるだけなんだ、アナスタシア・グリンスカヤさん」

「違います……のだぜ！」

　また、逃げようと走りだした。

　すかさずころんだ。

「……あっ」

　アナスタシアを、とっさに抱きとめたのは、夜よ闇やみにすっかり溶けこんでいた、黒い服と黒い髪の青年だった。

「は、はなして……」

　蚊のなくような声で言って身をもぎはなしたアナスタシアは、そのままころんで雪に顔をつっこんだ。ほてった顔を、優しい雪がひんやりと撫なでてくれる。男性に、これほど近づかれたことがないのだ。

「おい、そんなに怖がらなくても……」

　黒ずくめの青年が近づいてくる気配がする。

「すみま……せんっ」

　近づかないで、と念じながらふりむいたら、アナスタシアのまわりの雪が、まとめて相手めがけて突撃した。

「な……っ!?」

　黒い髪に黒い服の青年があげた驚きの声は、雪に埋もれて中断した。大きな雪山が、見る見るうちにできあがる。

「……あ……れ？」

　ちょっとひるませて逃げるだけのつもりが、思いのほか大量の雪をふりそそがせてしまった。あっけにとられて、アナスタシアは、逃げるのを忘れてしまう。

「なるほどねえ。この国じゃあ、ちょっと変わった力がある人を貴族が養子に迎える習慣があるって聞いてたけど、きみがそうか。たしか〈贈り物パダローク〉っていうんだっけ。それぞれの人ごとに違う、限定された自然の何かを操る力、だったよね？」

「そういう情報は……先に……教えとけ」

　雪山の中から、ぼこりと黒髪の青年の顔と右腕があらわれる。

「あの……怪け我がとかしてらっしゃいませんわよね……なのですぜ？」

　アナスタシアに問いかけられて、黒髪の青年が珍妙な顔になった。怒りたいのだが吹き出しそうでもあり、どっちつかずの表情だ。

「ま、肉体労働担当には、自己責任でがんばってもらうとして」

「おいっ」

　怒鳴り返してから、黒髪の青年が、またさっきと違う種類の変な顔になった。視線が、自分を埋めている雪山に向かっている。

「とりあえず、ぼくは頭脳労働担当なんで、雪合戦は勘弁してね」

　そして、金髪の少年は、正式の夜会で貴族の子弟が行うような、洗練された仕草で、アナスタシアに向かって一礼した。

「ぼくはフィン・クラウソラス。フィンと呼んで。そちらはクレイヴ・ソリッシュ。呼び名はクレイ。届かないはずの手紙、失われるはずだった手紙を届ける〈郵便屋〉、です」

　手紙──届いたら、この国から引き離される手紙だ。選択肢を奪う手紙。

　屋敷を飛び出しておいて、本当によかった。

「絶対に受け取りません！」

　アナスタシアが叫ぶと、足もとで雪が波打った。

「それは困った」

　まるで困ったように聞こえない調子で、金髪の少年──フィンが言った。

「でもね、これは……ありゃりゃ？」

　少年の言葉がなかばで途切れた。アナスタシアへとのばされた少年の手に、木の蔦つたが、くるくると巻きついている。フィンは、微笑ほほえみを消さずに言った。

「邪魔が入ったみたいなんで、ちょっと待っててもらえるかな。……おーい、肉体労働担当、これ、なんとかしてよ」

「こっちも手一杯だ」

　一気に雪が崩れた。なかなか起き上がってこなかった黒髪の青年──クレイは、雪の中で、蛇のように巻きついてくる木の根と格闘していたのだ。

「さあ、いまのうちに逃げたまえ」

　突然に、夜よ闇やみの向こう、森の中から声が響いた。少し鼻にかかっているが、オペラ歌手のように、よく響くバリトンだ。

　木々の合間から、蒸気が噴き出した。ただ、その蒸気は闇よりもなお暗い。

　噴出した闇から、人影が、月光のもとへ歩み出てくる。

　前髪に一筋、白いものがまじっているが、顔にはしわひとつない。年齢のわかりづらい男だ。毛皮のコートで着膨れているが、本来は痩そう身しんだろう。

　アナスタシアは、彼のことを知っている。教師だ。〈贈り物パダローク〉を持つ貴族の子弟が通わされる特務育成校で、科学一般を教えている。

「……ルイセンコ先生？　なぜここに？　あ、あの、ボクは……っ」

　アナスタシアが、ルイセンコをさえぎろうと雪を舞い上げかけた時、教師は先んじて口を開いた。講義の時と、同じ口調だ。

「私がここにいるのはなぜか？　よい質問をしたね。理由としては、彼ら〈縫い合わせ屋ソウヤーズ〉の活動を感知して妨害の必要ありと判断したからであり、すなわちそれは、私が〈引き裂き屋リツパーズ〉であることを意味する。かつ、きみは、国外に脱出されるより、義あ兄に上うえと一緒に戦ってくれたほうが、私の研究に役立つ。以上の理由から、私は生徒の自由選択を尊重するべきと結論づけた。行きたまえ、すぐさま」

　ルイセンコは、言葉を切って塀を指差した。いつもの講義と同じく、まわりくどい表現だったが、最後のセリフだけはアナスタシアにも容易に理解できた。

「あっ……ありがとうございます！　すみません、時間を稼いでください！」

　アナスタシアは、頭をぺこりとさげると、くるりと背を向けて、地面にしゃがみこみ、指先から雪に思念を送りこんだ。積雪が集まって、階段を作りあげる。

「……え、なんだか、すごく早いです……だぜ？」

　アナスタシアは、伸びていく階段を見上げていたが、すぐに戸惑いを捨てて、さらに階段の成長を加速させた。塀を越える高さになるまで、一分とかからなかった。

「うむ、予測通りだ。彼女を置いてゆくよう、彼らを説得した甲か斐いがあった」

　アナスタシアが、雪の階段に足をかけるのを、ルイセンコは満足げなようすで見つめた。

　雪の階段が塀を越えたところで、アナスタシアは、一気に駆けだそうとした。

「ころばないように」

　ルイセンコに声をかけられ、ぴくっと足を止めて、慎重に登っていった。

　それを見送って、ルイセンコは、クレイとフィンに向き直った。まったく感情のうかがえない目で、ふたりの〈郵便屋〉を見つめる。

「きみらは〈永遠の昼下がりの森〉の〈郵便屋〉だね？　初めてお目にかかる。私は〈永えい劫ごうを終しゆう焉えんさせる谷〉の住人で〈遺伝学者〉という異名で知られている」

　彼は〈引き裂き屋〉だ。

　この、脆もろく不安定な世界を、引き裂こうとする者たちの一員だった。

　世界はひとつではなく、歴史もひとつきりではない。少しずつ異ことなる、無数の地球が存在している。それらの中には、滅びへの道を選んでしまった世界もある。だが、世界のすべてが同時に滅びるわけではない。ときおり、断片だけ救いだせることがある。

　そういった、滅んだ世界の破片をつなぎあわせて創造されたのがこの世界──パッチワークアースだ。そのつながりは、しかしまだ強固なものではない。

　ゆっくりと融合し、ひとつになろうとしているが、剥はがれてしまうこともあるし、もともと内包されていた破滅の種子も消え去ったわけではない。

　このつぎはぎでデコボコした地球を、なめらかな地球にするため、世界の絆きずなをつなぎあわせている者たち──それが、クレイやフィンのような〈縫い合わせ屋ソウヤーズ〉だ。

　世界の外側に拠点をかまえる二つの勢力。世界をたもつ〈縫い合わせ屋〉と、それを偽りと拒否する〈引き裂き屋〉は、さまざまな形で戦っている。

「我々、世界の外の住人は、職名を以もって互いを呼称するのがならいではあるが、既に知られた以上、ルイセンコと呼んでもらってもかまわないよ、〈郵便屋〉くんたち。そちらの名前はきちんと聞きとれなかったのであらためて頼むか……墓に記すために」

　クレイとフィンの首に、木の根と蔦つたが、それぞれ絡みついている。かなりがっちりと喰くいこんで、どちらも顔が赤く染まっていた。

　だが、その状態でフィンは、笑みを消さない。ぽんと自分の首のあたりを叩たたいて見せた。

　声が出ないから、少しゆるめてくれないか、という意味である。

「もうしわけないが、それはできない。事実として、私ときみたちは、目的が異ことなる。きみたちは彼女に逃亡手段を提供しようとしているね。それは彼女を戦いのさなかにおいてその能力を開花させたい、という、私の研究を妨害するものだ。以上から、私は、私の植物たちを使って、きみたちを無力化するべきだし、それは可及的速やかになされるべきと結論づける。では、きみたちの墓に、名は記されない。ただ〈郵便屋〉とだけ……」

「話が……長いんだよ」

　クレイが、かすれた声で言った。銀の腕を、首と木の根の隙すき間まにさしこんで、なんとか喉のどを潰つぶされるのを防いでいる。

　ルイセンコの視線が、そちらに向かった瞬間、手品のように、フィンは、右手に拳けん銃じゆうを、左手にナイフを出現させていた。強盗たちからいただいたものだ。

　フィンは、左手でナイフを投とう擲てきし、同時に銃口をルイセンコに向けて、引き金をしぼった。弾丸は、ルイセンコの足もとから、突如として生え伸びた樹きに命中した。

「……意外と容赦がないな」

「それは、こっちのセリフだ」

　既に苦しさは微み塵じんも感じさせない声で、クレイが言った。その手にナイフが握られている。フィンが投げたものだ。

「ほう。素手でひきちぎるのは無理でも、刃物があれば、木の根が一瞬、か。それを可能にするのは膂りよ力りよくかテクニックか。興味深いところではあるが……」

　言葉は銃声でさえぎられた。フィンは銃弾で蔦を断ち切ったのだ。残り一発。

「不意打ちの有利さなしで、きみたちと二対一で戦うべきではないと結論づける」

　さらに多くの蔦と、木の根が、クレイとフィンを襲った。だが、それは時間稼ぎにすぎない。攻撃をかわしているうちに、ルイセンコは、森へ逃げこんでしまった。

「このまま、引き下がりたまえ。私の生徒の意志を尊重するべきだ」

　というバリトンの美声を残して。

「追いかけることはないよ」

　森に飛びこもうとしたクレイを、フィンが止めた。

「ぼくたちがするべきは配達。でしょう？　安心しなよ。やつを止めなくても、受け取り人は狙ねらわれたりしないから。典型的だもん」

　彼らの配達に〈引き裂き屋リツパーズ〉が絡んでくる場合、一番多いのは、受け取り人に手紙が届かなかった場合に、その受け取り人によって、世界のひび割れが拡大されるような事態が起こる、という状況だ。

　それにもひとつだけ、いいことがある。その場合、受け取り人は生きていないと〈引き裂き屋〉にとってもマズいのだ。

　彼らの背後で、ものが崩れる音がした。アナスタシアが作った雪の階段が消えたのだ。

「やれやれ、この国の体制も、こんなふうに崩れなきゃいいけどねえ」

「崩して、新しいものを作ったほうがいいこともあるぞ。今夜がその時かもしれん」

　と、クレイが返したところで、二人は夜空を見上げた。

　都の街区をいくつもへだてた向こう側で、巨大な炎が、夜空を染めていた。





　　　　　４．






　──はじまってしまった!?　あの人たちは、夜明けまで話し合うこともできなかったの!?

　怯おびえに背を押されて、アナスタシアは道路を『滑って』いた。

　自分の〈贈り物パダローク〉に、こんな使い方があるとは、ついさっきまで考えもしなかった。雪の性質を変化させて、スケートの要領で移動しているのだ。

　走るところぶアナスタシアだが、なぜか、スケートでは転倒しない。死んだ母は、おまえはハイハイをする前にスケートを覚えた、と言っていたし、スポーツ万能の義兄たちだって、スケートだけはアナスタシアにかなわなかった。

　そういえば『あいつ』はスケートどころか、走ってもアナスタシアに勝てなかった。

　あの行く手の炎が、民衆が帝宮を襲って、そしてあげた蜂ほう起きの烽火のろしだとしたなら、あいつは絶対逃げ遅れているだろう。

（……義に兄いさまたち……お願い）

　アナスタシアが行く大通りも、いまは、行き来する人影が、ほとんどない。

　通りの左右に並ぶのは酒場で、ふだんなら夜通し営業している。店先では、お姉さんたちが、客引きをしているはずなのだ。

　けれど、いまは静まりかえっている。

　店に灯あかりはともっているから、営業はしているのだろう。けれど、どの店もひっそり息をつめて、おそらくはこの夜のなりゆきを見守っているようだった。

　アナスタシアは、夕焼けのように赤く染まった西の空を見つめた。

　夜空にたなびく煙は、炎を映してオレンジに輝き、それはもういっそ、美しいと感じるくらいだった。

　けれど、その美しい光景の下には、炎熱によって宮殿が破壊されているはずだ。大勢が怪け我がをしてたり、もしかすると死者さえ出ているのかもしれない。

　大切な人たちが、どうなっているのかわからない。不安が彼女の胸をしめつける。

　前を見てなかったアナスタシアは、どん、と誰かの大きな背中にぶつかった。

「すみませんっ……、……ええと、だぜえ」

　ころんで、無意識に雪のクッションを使う。帽子がずれて、美しい髪がひとふさ、こぼれてきた。あわてて仕し舞まっているところで、相手がふりむいた。見られただろうか。

「ああ？　なんだ、おめえ」

　落おち窪くぼんだ目が、もじゃもじゃの眉まゆの下から、アナスタシアを睨にらんだ。

　ヒゲ面づらだ。左右に頬ほお傷きずとつるつる頭がいる。ついさっき、クレイとフィンに縛り上げられていた三人組の強盗だとは、アナスタシアには知る由もない。

「おい、小僧。ひとにぶつかったら詫わびの仕方ってものがあるだろう」

　傷きず痕あとの男が、アナスタシアに向かって手をのばしてきた。足もとで雪が騒いだ。

「やめとけ。子供から小銭をまきあげてんじゃねえ」

　ヒゲ面が、傷痕の首ねっこを掴つかんで、引き戻した。

「小銭を稼いで、本物のお宝を逃がしてどうすんだ。急ぐぞ」

　アナスタシアを助けてくれたわけじゃない。ヒゲ面は、時間を無駄にしたくなかっただけだ。アナスタシアだって、こんな連中とかかわりあいたくはない。ところが、困ったことに、男たちは彼女と同じ方向に歩きだしたのだ。困った。スケーティングを目撃されて〈贈り物パダローク〉持ちだと特定されるのは、できればさけたい。

　この通りは、宮殿へのいちばんの近道だが、こいつらの目に止まらないよう、わき道にそれて、そこでスケーティングを使うほうが早いだろうか。

　だが、アナスタシアが迷っているうちに、彼らのとんでもない会話が聞こえてきた。

「へへ、なんでみんな、ひきこもってんのかねえ」

　頬に傷のある男が、下品な口調でほくそ笑んだ。それにヒゲ面が答える。

「そのうち気がつくだろうぜ。いまなら、宮殿のお宝もいただき放題だってことにな。早いもん勝ちだ。とっとといただいて、とっととずらかろう」

　アナスタシアは、びくりと体をふるわせた。こいつらは、騒ぎに乗じて、宮殿で略奪を行うつもりなのだ。なんてやつらだ……。怒りが、ふつふつとわいてくる。

「あんまり欲をかくんじゃねえぞ。王冠ひとつかそこらで、一生楽に暮らせらあ」

　充分以上に欲深いですわ！　と、怒鳴りたくなるのを、アナスタシアはこらえた。

　ヒゲと頬傷が、何がいただけるかと、勝手な妄想をくりひろげる横で、スキンヘッドで小太りの男が、首をかしげていた。

「そんなにうまくいくかって言いたいのか？　いくに決まってんじゃねえか」

　ヒゲ面が、仲間ふたりの背を叩たたく。

「あのガキどもにふんじばられた時は、どうなることかと思ったけどなあ。あいつらが、ふところを探るのを忘れて助かったぜ」

　小太りの男が、頬ほおを人差し指で、ぽりぽりとかいた。ナイフを持っていたのは彼だ。

　彼はため息をつき、そして、自分たちの後ろにちらりと目を向けた。

　刺すような視線に気がついていたからだ。

　アナスタシアは、あわててそっぽを向いた。彼女は、男たちの話に出てくる『ガキども』が誰なのか知る由もない。ただ、略奪はさせないと念じていただけだ。

「そうだ、王女さまの下着なんてのは、意外と高く売れるんじゃねえかな？」

「おめえは頭がいいのか悪いのか、それとも変態なのか、ほんとにわかんねえな」

「そりゃねえよ。あそこで殴りあってる連中よりゃ、よっぽどまっとうなつもりだぜ」

「ちげえねえ」

　男たちが下品な笑い声をあげ、とうとう、アナスタシアは我慢ができなくなった。

「あなたたち！　それでいいと思っているのですか！」

　男の子らしい、とアナスタシア自身は思っている語尾もつけ忘れて、怒鳴ってしまった。

「ああ、なんだ、おまえ、娘っこか」

　足を止めた男たちが、ふりかえり、アナスタシアを睨にらみつける。

　しまった……と思った時だった。

　パパパパと、クラクションの音が響き、ヘッドライトがあたりを照らしだした。

　とっさに、アナスタシアは飛びのいた。男たちは、道の反対側に逃げる。

　一台のトラックが、走り抜けていった。

「行くぞー！　俺たちを押し潰つぶそうとした貴族どもに思い知らせてやれー！」

　口々にそんなことを叫ぶ男たちを満載している。

　押し潰そうとした？

　勝手なことを言う、と思った。

　もちろん、アナスタシアだって税金の厳しさも知っているし、貴族は、威張りくさった嫌いや味みな連中がほとんどだってこともわかっている。学校で思い知った。

　アナスタシアは農場育ちだ。

　母は、下級貴族の末娘で、駆け落ちして、小さな農場を経営していた父と一緒になった。だが、アナスタシアが七歳の時、父が亡くなり、農場も人手に渡った。

　母と幼い頃からの知り合いだった養父が、後妻という名目で、母子を引き取ってくれたのは、アナスタシアが〈贈り物パダローク〉持ちだったからだ。

　貴族の血統にしかあらわれないとされている超常能力の持ち主だったがゆえに、アナスタシアは、貴族にならねばならなかった。

　義父は、祖国防衛戦争の最前線に立って戦死し、義兄たちも死線をくぐりぬけて帰って来た。いや、いまも死地にいる。

　義父と義兄たちは、アナスタシアに実の娘のように接してくれたが、あらゆるパーティで、彼女は貴族たちから仲間はずれにされた。

　じゃあ、同じような農場育ちはどうかというと、こちらも受け入れてはくれなかった。

　名目だけの養女養子は、じつはけっこう多かった。本当は〈贈り物パダローク〉は、今では身分にかかわりなくあらわれる。でも、『〈贈り物〉は貴族特有のもの』と決められているから、みんな無理にでも貴族の身分にとりこまれるのだ。そうした名目貴族たちは、血筋の正しい貴族に媚こびるか、徹底的に嫌うかのどちらかだった。

　アナスタシアは、母親が下級貴族で父が農民だったから、どっちの仲間にも認められなかった。たったひとりだけ、ひっかいてかみついて喧けん嘩かして、そのあとで認めてくれた、あいつはいたけれど。

　貴族といっても、さまざまな者がいる。

　庶民にも、さまざまな者がいる。

　いま、異ことなる思いを持つ者たちが、ぶつかりあっている場がある。互いに暴力をふるいあおうとしている。

　そこへ、アナスタシアは急いでいたのだ。大切な人たちが、おまえは来るなと言ったけれど。おまえはいても役に立たないと言ったけれど、けれど納得できなくて。

「やべえぜ、あいつらもお宝めあてに違いねえ」

　通り過ぎたトラックを追って、男たちが走り出す。

　こいつらは、義あ兄にたちの、あいつの願いを、邪魔することしかしない。

　アナスタシアの中に、これまで感じたことのないほどの怒りがこみあげてきた。

「お待ちなさい……！」

　アナスタシアは、遠ざかってゆこうとする男たちの背をめがけて、その小さな手を突き出した。もちろん、届くはずはない。だが、その時、てのひらから何かがぐんと飛び出してゆくような感覚があった。

　自分の手が、肉体という限界を超えて、さらに遠くへのびてゆく感覚。そして、仮想の指先が、ひんやりとした雪に触れた。雪は、アナスタシアに力を与えてくれる。

　空想の手が見る見る大きくなった。巨人が、分厚い絨じゆう毯たんをめくるように、雪の塊が持ち上がった。本来、塊ではないはずのものが、そのままひきずられて持ち上がる。

「なんだこりゃ！　平地で雪崩なだれかよ……！」

　男たちの絶叫が途切れる。雪が、巨大な波のように彼らを飲みこんだのだ。

　その光景を見て、アナスタシアは、我に返った。いったい、自分は何をした？

　慄りん然ぜんとした。三人の男が、雪に埋まっている。自分がやってのけたことなのだ。雪を掴つかんだ感触は、はっきり手に残っている。雪の山から外に肘ひじから先、膝ひざから先が突き出しているが、それらはぴくりとも動かない。

　その時、拍手が聞こえた。

　アナスタシアは、雪山から目をそらして、ふりむいた。

　教師が、満面の笑みを浮かべている。

　すばらしい成果をあげた、実験動物を見る目つきで。

「先生？　あの、どうして……」

　教室でと同じように、ルイセンコは口を開いた。講義がはじまった。

「まず第一に、きみの訓練期間は、雪が存在する冬季に限られた。必然的に訓練不足だった。第二に、きみは、身分制度への疑問によって、自分で自分の能力に枷かせをかけていた。そう、きみの能力にはさらに拡大する可能性があった。つけくわえれば、私が収集した症例によれば〈贈り物パダローク〉は、激烈な感情によって、劇的な変化を起こすことがある」

　ルイセンコは、満面の笑みを浮かべ、アナスタシアに近づいてきた。親しげなしぐさで、彼女の細い肩を叩たたく。

「きみの感情を刺激し、能力の拡大を試みる実験が必要だった。私は実施した。成功だ」

　ルイセンコは、かがみこんで、アナスタシアの耳もとでささやいた。幼い子供を褒めるような声だ。

「予想を上回る成功だ。次は、あのトラックを止めてごらん。きみなら、できるよ。そうすれば、きみの義あ兄にたちも、きみをきっと認めてくれる」

　ルイセンコが、アナスタシアの両肩を抱いて、向き直らせる。そして彼は、近づいてくるヘッドライトを指差した。

「あれもさっきと同じ、きみの義あ兄に上うえたちに敵対する愚かな者たちだ。さあ、また、怒りに身を任せたまえ。なしとげるのだ。きみは、彼らの本当の妹に……いや、妻にもなれる。きみたちの血統がまじわれば、素晴らしい〈贈り物〉が生まれるだろう。結論として、私はきみの慕情を支援する。きみは本当の貴族になれるぞ」

　情熱に満ちた言葉は、アナスタシアに、雪を頭から浴びせかけるような効果を及ぼした。

　……何を言っているのだ、この男は。

　言葉に魅入られかけていたアナスタシアは、その瞬間に冷めた。

「おう、てめえ、あんまり、くだらないことを言ってると、ぶっとばすぜ？」

　乱暴な、下町の少年言葉が、すらすらと出てきた。

　ルイセンコは、目を丸くしてアナスタシアを見つめて、それから、ため息をついた。

「ふむ。アプローチを間違えたか。よろしい、実験方針を切り替えよう」

　すっと背をのばして、アナスタシアの背後に回る。

「どうするかね。きみが死ぬか。それとも彼らを殺すか。究極のジレンマだ」

　ルイセンコは、どんとアナスタシアの背中を突き飛ばした。あっと思う間もなく、少女は、道路の真ん中によろめき出ていた。

　アナスタシアの視界一杯を、光が覆い尽くす。このままでは、轢ひかれる。

　だが、先ほど、男たちを雪に飲みこんでしまった時の罪悪感が、彼女を金縛りにしていた。義兄たちと肩を並べて、あの場所で彼と殺しあう覚悟をしてきたつもりだったのに。
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「バッカヤロウ!!」

　アナスタシアを横抱きにして、男が、トラックのすぐ前を駆け抜けた。

　地面の上にころがる。

　だが、じつはそんな必要はなかったのだ。

　トラックは、ぎりぎり彼女に届かない位置で、ぴたりと止まっていたからである。

「いやいや、どうも。まだ慣れてなかったもんで。もうしわけないね」

　金髪の少年が、トラックの運転席から顔を出して、にこりと笑った。

「げ、てめえ……」

　アナスタシアを助けてくれた男が、雪上に横たわったまま、呻うめき声をあげた。

　あのヒゲ面づらの男だった。

　それに気がついて、アナスタシアは、太いその腕の中から、あわてて逃げ出した。

　だが、その自分の態度が、あまりにも非礼だということに気がついて、急いでぺこりとお辞儀をした。

「あの……ありがとうございました。生きてたんですね……」

「ああ、そうだね。死んだかと思ったけど、屋根雪にしちゃ、やたらふわふわしててよ」

　この街では、屋根から落ちてきた雪の塊に直撃される死亡事故が年に数件は起こる。てっきりそれ同様に殺してしまったと思って、アナスタシアは混乱していたのだ。

　だが、思い返せば、自分が念じていたのは、彼らの足を止めることだけ。

（……そう、ちゃんと操っていた。暴走したわけじゃない……）

　気持ちが落ち着くと、もうひとつの疑問も尋ねることができた。

「あの……」

　話しかけたら、もう、ヒゲの男は目の前にはいなかった。遠くを走り去ってゆく。

「あの！　どうして、助けてくれたんです？」

「死にそうな子供を助けるのはあたりまえだろが」

　ヒゲ面は、アナスタシアから遠ざかりながら、ふりむきふりむき、怒鳴った。傷きず痕あとと小太りが、左右に並ぶ。

「喧けん嘩か売ってきたら、こっちだって叩たたきのめすけどよ、俺だって見境いがつかねえわけじゃねえんだよ。別に、礼金を寄よ越こせた言わねえ。見逃せよ、おまえら！」

　そう言って。ヒゲの男は、運転席からおりてきた二人組に指をつきつけた。

「きみらに、かかわってるほど、暇じゃないんだよね、ぼくら」

　金髪の少年──フィンが聞こえない程度の声で言った。

「オレたちの行く先々に出てくるのをやめろ！」

　黒髪の青年──クレイが怒鳴り声を投げつける。男たちはもういない。

　それから、ふたりそろって、アナスタシアを見つめた。フィンが、両手を広げ、あらためて微び笑しようした。

「やれやれ、追いつけてよかったよ。きみに配達しなくちゃいけない手紙があったもので」

「お断りします。ボクは自分で、自分の道を選びました。義あ兄にたちが外交官旅券の調達に苦労してくれたことは知っていますが、国外には逃げません。ここが……死に場所です」

　きっぱり言って、アナスタシアは、ふたりに背を向けた。超常の力〈贈り物パダローク〉が急激に成長した自信が、アナスタシアの態度を裏打ちしてくれている。

「死ぬなどと言わんでくれたまえ」

　ルイセンコだ。

　先ほど自分自身で、アナスタシアを死地に追いこんだことなど忘れたかのように言った。

　いや、実際に忘れているのかもしれない。

　クレイとフィンが、彼に向き直る。だが、ルイセンコは、アナスタシアをひたすら見つめていた。貴重な宝石を見るような目つきで。

「死ぬことは、きみの貴重な遺伝子を無駄にすることになる。きみの遺伝子は、より大きな力を持つ子し孫そんを生み出せるはずだ。その可能性が消滅するのは見過ごせない」

　教室で、課題を出していた時と、口調はまるで変わらない。教室で……アナスタシアは、あることに気がついた。

「あなたに従うつもりもありません、先生。……いえ、もう先生なんぞと呼ばねえ」

　途中で、がらりと口調を変えて、アナスタシアは言ってのけた。ルイセンコは、彼女は実験材料だと言った。なら、ほかの生徒たちだって、彼はそう見ていただろう。

「あんたが、学校に乗りこんできた秘密警察を追い返し、革命派だと疑われたみなをかばってくれた時は感動したけど、それはみんな、騒ぎを大きくするためだったんだろ」

　アナスタシアが言うと、ルイセンコは、ほほうと感心の吐息を漏らした。

　彼女の推測は当たっている。実際には、逃げた革命派生徒のリーダーは、アナスタシアを一緒に連れていきたがっていたのだけれど、それを巧みに説得して、やめさせたのもルイセンコである。

　もちろん、そんなことをいまさら告げることもないが──。

「生徒が素晴らしい洞察力を発揮したなら、教師は喜ぶべきだろうね。だが、あいにくきみは生徒ではない。研究対象だ」

　石畳も、分厚く積もった雪も割って、木々が伸び上がってくる。ルイセンコのしもべだ。

　彼は、自分が勝つことを確信していた。その警戒は、フィンとクレイに向いている。アナスタシアのことは、脅しつければすむと思っているようだった。

　ほんの数時間で、アナスタシアが劇的に成長したのを目の当たりにしながら、それを〈贈り物パダローク〉のことだけだと考えていた。

　もちろん、そんなわけがない。

　ルイセンコは、彼が威嚇的に睨にらみつけるのを、アナスタシアが正面から受け止めてもなお、気づかなかった。教室ではいつも、目をそらしていた彼女だというのに。

　気がつきもせず、ルイセンコは脅しの言葉を続けようとした。

「やれやれ、アナスタシアくん。きみには再教育が、いやお仕置きが必……!?」

　ルイセンコは、最後まで言い終えることはできなかった。

　アナスタシアが、一瞬で、彼を雪に閉じこめたからである。直径数メートルの、雪のボールが、ごろんと通りの真ん中にころがった。

「息ができるくらいの隙すき間まは空けといたぜ。ボクが離れたら、自然に壊こわれるから、死にはしねえよ」

　板についた少年言葉で言って、アナスタシアは、地面を蹴けって滑りだした。

　いや、そうしようとしたところで、また邪魔が入った。〈郵便屋〉の二人だ。

　金髪の少年が、アナスタシアの正面にまわりこんでいた。

「どきな」

　まわりから、思念だけで雪をかき集めながら、アナスタシアは言った。

「義に兄いさんたちは、ボクのこの力を知らずに、ボクから、一緒に行く選択肢を奪いとった。同級生たちも、勝手に行っちゃって、ボクを置いていった。でも、ボクは自分で決める。自分で選択肢を作ったんだ。……どいて！　ボクは貴族として、この命を捧ささげ……」

　フィンにほっぺたを左右からむにゅりとつかまれたけれど、アナスタシアは、その速度に反応できなかった。

「にゃにひゅるんりゃ」

　せっかく真面目まじめに話しているのに、幼いころのアナスタシアをからかった義兄さんたちみたいな真ま似ねをしてくれて……。

「柔らかいほっぺだねえ。若いっていいね。青春だねえ。少女の一途な思いこみってのは、実に実に美しい」

　おどけた口調で言いながら、フィンの顔は笑っていない。瞳ひとみの奥が、冷たい怒りの炎で燃えている。その火を見て、アナスタシアは、怯おびえてしまった。

　ルイセンコにもてあそばれた怒りで、今度こそ間違いなく決意を貫く覚悟ができた、と思っていた。けれど、フィンの眼光は、覚悟を一瞬でなえさせてしまった。教師を圧倒した〈贈り物パダローク〉も、使う気力がふるいおこせない。

「美しくなんかあるか。思いこみなんざ、面倒なだけだ」

　ひるんでしまったところで、もうひとりの〈郵便屋〉が、鼻先に拳こぶしを突きつけてきた。

「なにを勘違いしてんのかしらんが、旅券なら、とっくにあんたん家の執事に預けた」

　ぶっきらぼうに言われて、アナスタシアは、何度かまばたきをくりかえした。

「じゃ、じゃあ、頼まれてボクを連れ戻しに……」

「オレたちは〈郵便屋〉だって言っただろう。やることは、手紙を届けることだ。失われてしまったり、届き損ねた手紙を、な」

　クレイが突きつけた拳には、一枚の紙切れが握られている。

「あんたの義理の兄貴たちが書いて、旅券にはさんでた。これが、手紙、だ」

　手紙、という言葉に、ひときわ力をこめて、クレイは言った。

「そんな……そんなものが何ですの……だよ？　ただのメモか何かでしょう……だろ？」

　アナスタシアの口調が、また乱れている。

「いいから、読め。それでも死にたがるってのなら、もうオレたちの関かかわることじゃない」

　鼻先に触れるところまで紙切れを近づけられて、アナスタシアはしぶしぶ受け取った。

　顔をゆすったら、フィンは、手を放してくれた。

　短い文章だった。

　やっぱりメモじゃないか、と思った。義あ兄にたちは急いでいたのだろう。走り書きだ。読み終わるのに数十秒しかかからなかった。

　読み終えたまま、数分、動けなかった。

『おまえには無限の可能性がある。広い世界へ出ろ。可能性を花開かせてくれ』

『自分を自分で決めつけるな。私たちのようには、なるな。選択肢は多い』

『それから、ワシリーはやめとけ。理想家すぎる。おまえが苦労するだけだ』

『兄さんは、おまえが嫁に行くのは早いと思ってるだけだ。なんとか説得しておまえの後から国外に行かせる』

　何度も何度も繰り返して読んで、アナスタシアはようやく顔をあげた。

「これ……どういう……意味？」

　小さな声で言った。大きく口を開けたら、嗚お咽えつがもれてしまいそうだった。

「知らん。おまえの兄貴たちだろ。おまえが考えて、わかってやれ」

　クレイが、ぶっきらぼうに突き放す。

「なんというか、その、彼氏のこと、ばれてたんじゃないの？」

　フィンが、わざとピントのずれた答えを返した。

　アナスタシアには、もうわかっていると知っていたからだ。

　義あ兄にたちは、彼女が力不足の足手まといだから連れていかなかったのでも、貴族として生まれていないと蔑さげすんでいたわけでもないと。義妹に、新天地で羽ばたいてほしいと、心の底から願っていたのだ、と。

　そしてもちろん、アナスタシアだって、そんなことは、いちばん最初からわかっていたのだ。でも、受け入れたくなかった。

　大切な義兄たちと、初恋の少年とが、殺しあうかもしれない場に背を向けるなんて、できない。ならいっそ、自分も一緒に死にたい。それが、アナスタシアの乙女の純情。

　この手紙が、彼女の願いにつきつけてくる、もうひとつの願い。

　選べ。

　選択肢を奪っていたのは、本当は誰だったのだろう。

「でも……やっぱりいやだ。ボクは、出て行きたくない。この国で、義に兄いさんたちと、ワシリーと、イワンやゾーヤと、みんなと一緒にいたい」

　アナスタシアは、ふたたびうつむいた。熱い涙が、こぼれてくる。

「だったら、そうすればいいんじゃないの」

　フィンの目に宿った光は、いまは優しい。

「おまえ、あんまり適当なこと言うんじゃねえよ」

　クレイの入れるツッコミの声も、どこか柔らかい。

「適当に言ってるわけじゃないよ。お義兄さんは、可能性を花開かせろって言ってるんだからさ。その忠告に従えばいいんだよ」

　フィンが言うと、クレイは、ふんと鼻を鳴らした。

「言うのは簡単だがな、こいつは自分が何をしたいかも、よくわかってないぞ。みんなで仲良く暮らしたいのはいいけど、そのために、いま、何すりゃいいのか考えもしてない」

　クレイの言葉が、アナスタシアの胸にしみこんできて、そして少女は、はっと顔をあげた。涙で汚れた顔をこする。もっと汚れたが、気にしない。

「ボクは……あの戦いを、止めなくちゃ……いけない？」

「オレに聞くな。オレたちはただの……」

「そう〈郵便屋〉さん！　書くもの、持ってない!?」

　言われて、フィンがくるりと手を一回転させた。どこからともなく、ペンがあらわれる。

　アナスタシアは、兄からの手紙をふたつに裂いた。裏側は、まだ白い。

『ボクは、戦いをやめさせます。手伝って』

　二枚に分けて、どちらにもそう書いた。

「届けて、兄に。それから、ワシリーに！」

　口早に言って、彼女は、クレイとフィンに紙片を渡すと、数歩、進み出た。ワシリーが誰か、説明するのは忘れていた。彼らでなければ、そいつは誰だ、と尋ねていただろう。だが、クレイとフィンは〈郵便屋〉だ。

　手紙のことは二人に任せて、アナスタシアは念をこらした。大切な大切な大切な人たちのことだけを想おもう。彼らの誰も傷つけられないでと願う。

　その願いに、雪が応こたえた。

　ちょうど空に訪れた雪雲から降る、すべての雪が、雪の女王たる彼女のもとへ集う。この都を覆うすべての雪が、彼女のもとへはせ参じる。

　まずはこの街区の雪すべて。

　それだけでも、身長数十メートルに及ぶ、巨人の姿をとるのに、充分な量があった。太く短い足に、長い長い腕、小さな頭。その巨人の肩に、アナスタシアは立っている。

「行くわ、雪の巨人！　彼らに話しあわせるのよ、徹底的に！　徹底的にね！」

　風が、アナスタシアの帽子を吹き飛ばす。豊かな、輝く髪が北風になびいた。

　彼女は、謁見広場まで届く視界を得ている。

　天を焦がしているのは、いくつもの巨大なかがり火だ。焼き討ちの炎ではない。まだ、戦いにはなっていないのだ。

　けれど、さっきのトラックのような暴徒も、それに対抗する軍も、集まっている。

「おおい、驚かせすぎちゃ、いけないよー！」

　遥はるか下から、忠告の声が聞こえてきた。

「え？　ええ！　そうね！　そうだったわ！」

　怒鳴り返して、アナスタシアは考えた。誰もが、怯おびえずに安心しそうな姿といえば……そうだ、これだ。

　母が遺のこしてくれた聖画像イコン。雪巨人を、この国の守護聖人そっくりの姿にして、アナスタシアは、ゆっくりと進ませはじめた。

「本当に男の子たちはしょうがないな！　喧けん嘩かする前に、することがあるじゃない！」

　彼女の叫びは、一度は風に吹き払われてしまったが、きっと、必ず、届く。

　雪巨人の足もとにいる二人が、届ける。

　渡された紙片を見つめていた、フィンは、相棒に視線を投げて、にやりと笑った。

「で、どうすんの？」

「……オレたちは〈郵便屋〉だからな」

　クレイが、大股で歩きはじめる。

「……ぼくは回収と頭脳労働担当なんだけどなあ」

　そう言いながら、フィンは、どこか楽しそうだった。





　　　　　　　第一話　都の雪を蹴けり上げて　おわり
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　姉との思い出を話すと、他人の反応は二通りだ。

　同情的な目つきで『大変だったねえ』と言うか、大笑いして『ろくなもんじゃないね』と言うか、そのどちらかだ。

　そのことが、学がく天てん則そく真ま琴ことには、納得できない。

　真琴が八歳の時、姉妹ふたりで、三日三晩不眠不休で、ガフトノーシュの天体運動式を解くのを競いあったことも──。

　真琴が十一歳の時、用意した食事をさあ食べようという時になって、ふと口にした栄養素についての疑問から、そのまま用意した料理を実験室に運んでの分析がはじまって、気がつけば朝になっていたことも──。

　姉が大学の同級生の結婚式に出た帰り道、ふと見かけた木の枝の曲線から、新しい幾き何か理論を思いつき、そのまま外で考察に入ってしまい、夜中に台風が来ている中、探しに来た十三歳の真琴を捕まえて、風雨の中で議論をはじめたことも──。

　どれもこれも、大切な、きらめく宝石のような思い出なのだ。いつだって、真琴の心を暖めてくれる。

　なのに、真琴が姉の顕あきら子ことの思い出を語ると、みんな、哀れむか笑うかだ。

　不思議なことだった。

　やはり、姉が天才すぎて、みんなその言動に理解が追いつかないのだろうか。

　もちろん、他人がどう思おうとかまわないといえば、かまわない。

　真琴は、姉が大好きだった。そして、姉も真琴を愛してくれた。

　それで充分だ。

　だけど、大切な姉は、いなくなってしまった。

『あんたなら、あの塔を任せられる。ていうか、真琴にしか任せられないから。お願いね。あの塔は、世界を変えることだって、できるから。でもあたしはヒマがない。あたしにはもうひとつ、どうしても作っておきたいものがあるから……』

　死を逃れることが無理な病だとわかった時、姉はそう言って、最後の研究をなしとげるために、部屋にこもった。

　寂しかった。会いたかった。もっとたくさん話したかった。二人で並んで、同じ計算式の速解き競争をしたかった。フェルマーの定理を証明する約束も、結局、真琴がひとりでやってしまうことになった。

　いまだって、何週間もお風呂に入っていない人の匂においをかぐと、姉のことを思いだして泣いてしまいそうになる。

　でも、姉は、何週間も風呂に入らなくても、どこか甘い匂においがまじっていたから、似ているようで、そっくり同じ人に会ったことはない。似てるだけだから、泣きそう、ですむ。そっくりな匂いがもしあったら、涙で目玉がとろけるまで泣いてしまうだろう。

　いつだって、真ま琴ことは、姉を仰ぎ見ていた。

　真琴が二つの時に、実験中の事故で両親が亡くなり、それからずっと、姉妹二人きりで生きてきたのだ。

　亡くなった両親も、姉には及ばないまでも天才だったから、いろいろな特許を遺のこしてくれており、金銭的に困ったことは一度もない。

　でも対等に話せる相手は、姉しかいなかったのだ。

　世間の人たちは、姉のことを、天才にふさわしいぶっとんだ人格の持ち主だったとか、人を人とも思わない傍若無人な性格だとか、傲ごう岸がん不ふ遜そんだとか、いろいろ言ったがしかし。

　……いやまあ、だいたい正解だけれども。

　それでも、真琴には、ほんとうに優しい姉だった。

　姉が自分に見せてくれた優しさのあらわれとして、いつも真琴が話すエピソードがある。

　これを聞くと、なぜか全員、理解できないものを見る目で、真琴を見るのだが。

　あれは、この帝都を大改造するきっかけになった、大震災の時である。

　真琴は、まだ七つだった。

　姉と二人で住んでいた家が倒壊した。重量級の本棚が倒れてきたが、姉が突き飛ばしてくれたおかげで、難を逃れた。姉は、崩れてきた世界思考機械学会論文集の雪崩なだれで、左腕を脱だつ臼きゆうし、眼鏡を割った。直後、さらに別の本棚が倒れてきて、せっかくかばってもらった真琴も、右足を骨折した。

　ここまで言うと、みんな話が終わったと思いこんでしまう。

　そして、いいお姉さんだったんだね、と言うのだ。

　違うのである。

　姉が優しいのは、ここからなのだ。

　落ちてきた何冊もの論文集の、偶然に開いたページから、姉は、従来とまったく異ことなる人工思考機械へのアプローチを思いついたのだ。まったく別の論文の、これまで誰も思いつかなかった組み合わせである。それこそが、現在の東京府全域で公共サービスと軍事的防御を司つかさどっている、階差式人工頭脳塔の基礎理論だった。

　それほどのアイディアを思いついていながら、姉がまず尋ねたのは。

『真琴、大丈夫？　しばらく待ってても死ななそう？』

　だった。

　姉は、自分の閃ひらめきを何よりも、自分の命よりも大切にする人だった。なのに、その姉が、自分のアイディアをまとめあげる前に、真琴の優先度を確認してくれたのだ。

　人生であれほど感激したことはない──と真ま琴ことは思う。

　これまで何百人という相手に力説してきたが、同意してくれた人はいない。いちばんいい反応で、曖あい昧まいに首を上下させるものくらいだ。

　ま、それはいい。他人にわかってもらう必要は、ない。

　震災の頃にはもう、真琴は、自分の肉体状況を客観的に判断して、なすべきこととの優先順位をつけることが可能な知識と判断力をそなえていた。姉による教育のおかげだと、いつも感謝している。

『だいじょうぶ。死なないよ』

　足が使えなくなる可能性はあったが、そうなったとしても、今後の研究にさしつかえはないと判断した。姉の面倒をみたり、家事をしたりが不自由になるかもしれなかったが、その可能性よりは、いま姉に集中してもらうほうが優先だと判断した。

『わかった。じゃあ、悪いけど、よその人が助けにくるまで、がまんしててね』

　そう言って、姉は、即座に新しいアイディアを書き止めはじめた。

　隣の家は燃えていて、火はかなり間近に迫っていたが、危なくなるぎりぎりまで姉に告げるのはよそう、と決めていた。

　結局、火は燃え移ることなく消えてくれた。地震が起きたのは真夜中すぎだったが、翌日の正午ごろに、近在の消防団が回ってきて邪魔するまでに、姉の計算は終わっていた。

『ありがとう、真琴。あんたのおかげだわ』

　と、姉は言ってくれた。自分のうちたてた理論の中でも、一、二を争うすぐれたものになったと、姉は光り輝くような笑みを浮かべた。

　姉の笑顔だけで充分に報われたと感じた真琴だったが、姉はそれだけではなく、論文を発表する時は、真琴の名前も併記してくれたのだ。

　途中、二、三箇所ばかり、計算を手伝わせてもらっただけなのに。計算していると、足の痛みが忘れられるので、麻酔の代わりにねだっただけだというのに、だ。

　足のほうも、寒いと少し痛んでひきずるが、たいしたことにはならなかった。

　ここまで話しても、やっぱりみんな、姉の優しさに同意してくれない。

　腹立たしくはないが、悲しくは思う。

　思えば、あの二人きりの夜、姉が、隣の火事の明かりだけを頼りに、手書きのノートで一心不乱に計算しているようすを見つめていたあの時は、本当に幸せだった。

　もはや、あのような時間は、二度と訪れることはない。

　姉は、二十代の若さで、前人未到の業績を立てた後、世を去ってしまった。

　心にぽっかりと空いた穴をかかえて、真琴は、姉が残した東京府階差式人工頭脳塔を管理している。帝都をゆきかう路面列車や地下鉄をコントロールし、官公庁の記録や軍の作戦まで情報を管理する、超巨大建造物だ。

　これが働く原理を、すべてまるごと理解できているのは、姉と真ま琴ことしかいない。

　学がく天てん則そくという新しい苗みよう字じは、この塔を設計した姉の功績を讃たたえて送られたものだ。真琴が、いや真琴『だけ』が、塔を管理できるとわかって、名乗りを許された。

　この苗字と、そして塔を姉は遺のこした。真琴が守ってくれると、姉が信じた以上、真琴がその望みを裏切ることはない。

　ただ、じつのところ、姉はもうひとつ、何かを遺してくれたはずなのだ。

　亡くなる直前、珍しく姉が研究室から出てきたことがある。最後の研究については『失敗すると恥ずかしいから』という理由で、姉は何も教えてくれていなかった。

　けれど、その日は、真琴がよほど情けない顔をしていたのだろう。

『あのね、これは真琴のために創ってるの。悪用されたら大変だから、真琴以外には誰にも手出しできないところに隠しておくから。でも、必要になったら見つかるわ、きっと』

　そう姉は言ってくれた。姉が、真琴のほほをちょんとつつくと、三ヶ月くらい洗っていない伸び放題の髪から、いつもの姉の匂においがした。

　その後、研究室に戻ろうとした姉を、たまらなくなって真琴は呼び止めた。

『お姉ちゃん、また、お話できるよね？』

『ええ、できるわ。でも……次に話せるのは、真琴が、私と世界と、どちらが大切か、決めなくてはいけない時かもしれない。そうしたら、きっと鍵かぎが開くから……』

　それがどういう意味だか、まだ真琴には理解できない。

　いまだって、真琴は、姉が戻ってくるなら世界をまるごとさしだしてもかまわないと思っている。結局、姉の最後の研究は、まだ見つかっていない。まだ、必要になっていないということなのかもしれないが……。
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　天井も壁も床も白い廊下を、二人の〈郵便屋〉が歩いていた。金髪に白い服の少年、フィンと、黒髪に黒い服の青年、クレイだ。

　ふたりのまわりには、まだほんのわずか、白い霧のなごりがある。

「いやー、さすが極東の技術国家、歯車の国と異名をとった国の中枢機関だねえ」

　と、金髪の少年──フィンがにこにこしながら言った。

「なんで、そんなに嬉うれしそうなんだ」

　むすっとした顔で、黒髪の青年──クレイが睨にらみつける。フィンのにこにこ顔はいつものことだが、今日はとびきり輝いている。

「知ってる？　この街じゃ、列車も蒸気バスも、みんな機械が運転してるんだ。夜になって点つく街頭のガス灯とうも、上下水道も、みんなこの塔が操ってるんだってさ。すごいねえ」

「知ってる。だから、オレが疑ってるのは、おまえが仕事の前に観光に出るんじゃないかってことだ。いいか、無理だぞ。ここは地上四百メートルだ」

　超高層建造物の、九十九階の廊下である。

　今回、白い霧が〈郵便屋〉たちを送り届けたのは、東京府の、他の地球であれば国会議事堂が建っているはずの場所にある、巨大な六角柱の形をした塔だ。

　この巨大な建造物全体が、世界最大の都市のひとつである東京府を睥へい睨げいし、そのすべてをコントロール下に置く、世界で最も優れた『思考する機械』なのだ。

　巨大な塔の中身は、そのほとんどが蒸気筒と歯車計算機である。

　人間が行き来できる通路は、塔を整備するための付属品にすぎない。

「人間の数は最低限で、たいていのことは自動機械がやってるらしいよ。やっぱりさあ、自動人形オートマトンとか人型機械アンドロイドって、男の子のロマンだよね」

「……そうか？　あれがロマンか？」

　ちょうど、二人の正面に、車輪がついた一メートル四方の箱が走りこんできた。

「ロマンっていうのは、二足歩行くらいはしてから言ってほしいとオレは思うが」

　と、クレイが言った時、車がぴたりと止まった。

「ウゴク・ナ」

「おお、すごい、しゃべるんだ。ほら、ロマンじゃない。きみのロマンは狭いんだよ」

「……ただの録音だろう」

「ケイ・ビ・キ・マス。オトナ・シイ・スル・タダシイ」

　箱が言うと、さらにあと二台、ひとまわり大きな箱が、廊下を駆けてきた。

「……ロマンはさておき、ここの連中、デザインセンスがおかしくないか」

　走りこんできたひとまわり大きな箱が、しゃべる箱の左右に、ぴたりと止まった。

　クレイが、作り手のデザインセンスを疑わざるを得ないのは、大箱の上に熊くまの人形が飾られていることだ。

　しかも、左右の熊は、目をちかちかと光らせて、腕をふりあげた。

「ちょっとかわいくない、こいつら？」

　と、フィンが言った。

「まったくかわいくないね、こいつら」

　と、クレイが返した。

「実物大かな？　あのサイズだとツキノワグマあたりだよね」

「それがどういう熊かは知らんが、爪つめの代わりに手て錠じようがついてたりするのか」

　クレイが、うんざりした表情で言った時である。

「ハンコウ・ヨクナイ・セイアツ・セイアツ」

　いきなり、自動人形オートマトンが甲高い警告をはりあげた。同時に、熊の人形が、腕を威嚇的にぐるぐると回転させはじめる。

「なんだ、おい、オレたちが何をした。落ち着け」

「説得は無駄でしょ。機械仕掛けなんだから。こうなったら、やっちゃおう。機械と生身のバトルも、男の子のロマンだよね」

　クレイの肩を、ぽんと叩たたいて、フィンは彼をぐっと前に押し出した。

「丸投げかよっ!?」

　前によろけたフィンに反応して、三つの箱の正面に小さな穴が開き、鉄のパイプがつきだした。どうも、銃口に見える。

「だぁぁぁっ、もうっ！」

　クレイは、床すれすれまで身を伏せた姿勢で、滑るように走った。

　正面の箱型機人の銃口が火を噴いた。飛んできたのは、注射針のついた麻酔弾だ。

　麻酔弾が、壁に当たって跳ね返った時には、クレイは、もう、中央の箱型自動人形ボツクスオートマトンを踏み台に、空中に舞っていた。

　左右の熊くまの模型が、回転させていた腕をぴたりと止めた。手首のあたりから外れた。手て錠じようになった先端が火を噴いて、クレイめがけて飛んでくる。

　クレイは、空中で、体をひねって、右の熊の手錠はかわし、左から飛んできた手錠は銀の右腕ではじいた。はじかれたほう、つまり、左の熊の手錠は、右の熊の頭にぶつかって、それをがしゃんと音を立てて砕いた。

「安い作りだな、おい！」

　どうやら、陶器製だったようだ。

　右の熊は、動きがにぶった。一度着地したクレイは、そのまま間髪入れずに跳ね上がり、左の熊を駆けのぼった。銀の拳こぶしで、脆もろいとわかった頭部を叩き壊こわす。

　だがその時、中央にいた、小さな箱が、上部を左右にぱっくり開けた。そこから、連発式擲てき弾だん筒とうにそっくりの武器が、顔をのぞかせた。

「使うぞ、おい！」

「ええーっ」

　フィンの不満の声は、投げられたエネルギーカプセルの後から飛んできた。

　受け取ったクレイは、銀の腕の、肘ひじのあたりをスライドさせて、それを押しこむ。

　終えると同時に、クレイは、腕を斜め下に向けた。銀色の光がほとばしった。真ん中の箱が、中心を、真円形にくりぬかれて動きを止める。

「さすがは肉体労働担当」

　フィンが、壁によりかかって、のんびり拍手をした。

「歯車の国の自動人形オートマトンって、どんだけすごいのかと思ったけど、おどかしだけだったねえ」

「最後のは、ただのおどしじゃなかったろう」

「え、だってあれ、ネット発射機じゃん」

　フィンに言われて、クレイの表情が凍りついた。

「……それを早く言えよ!?」

「気づいてなかったの!?」

　クレイが怒鳴ろうとした時、廊下の端から、警備員たちが駆けつけてくるのが見えた。

「なるほど。時間だけ稼げればよかったんだね」

　気楽そうにポンと手を叩たたいたフィンに、クレイはうんざりしたようすで言葉を返した。

「じゃあ、ここからは頭脳労働担当の出番だぞ」

「はいはい。交渉ごとだからね。目つきの悪いきみじゃダメでしょ。やあ、みなさん。まことにごくろうさまです」

　フィンが、壁から背中を離し、銃をかまえた警備員たちに、頭を深々と下げた。

「……望まれてる動作は、そっちじゃないと思うぞ」

　長いため息をついてから、クレイは素直に両手をあげた。
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「……あ、あなたがたを尋問する、学がく天てん則そく真ま琴ことです。よろしくお願いします」

　小柄で華きや奢しやな少女が、少し声をふるわせながら言った。

　クレイとフィンは、顔を見合わせた。

　狭い何もない部屋に、二人は捕らえられていた。窓もないので、時間もわからない。頭上の電灯は、廊下なんかと同じで最新式だ。

　この巨大な建造物には、牢ろう獄ごくのような施設はない。空き部屋が、尋問室兼拘置室として、準備されたのだ。

　持ちこまれたのは、頑丈な椅い子すと小さな机、そして手て錠じようだ。

　クレイとフィンは、横に並べられた頑丈な椅子に拘束されている。腕は背もたれの後ろに回され、手錠をはめられていた。

　目の前に、小さな机があって、それをはさんだ向かい側に、その少女がいる。

　ふつうなら、尋問は二人別々に行われるものだろうが、ここは色々と規格外らしい。

　まず、あらわれた尋問官が少女である。

　伸び放題の髪を大おお雑ざつ把ぱな三つ編みにまとめている。古臭いデザインの大きな眼鏡をかけて、そして軍服ではなく白衣をまとっていた。

　身長はクレイの胸まで届くかどうかしかなく、とにかくほっそりしている。

　その少女は、疑わしげなクレイとフィンの視線に反応して、ふるえを抑えつけながら、憤然として言い募った。

「じっ、尋問です！　本当ですよ！　ほ、本当にわたくしが担当官なのです！　本当ですってば！　信じてください！」

「きみ、年はいくつ？」

　ニコニコと──いつものニヤニヤではなく──笑いながら、フィンが尋ねた。

「十六ですが、年は関係ありません！　わたくしが、この東京府階差式人工頭脳塔の管理責任者なのです！　ですから、あなたがたを尋問するのです！　クーデター派ですか？　それとも外国の手先ですか？　正直に言いなさい！」

　真ま琴ことと名乗った少女は、声を裏返らせながら叫び、机を思いきり叩たたいた。

　涙目になった。叩いた手が、かなり痛かったらしい。

　彼女の背後には、屈強な警備員が二人、銃をかまえて立っている。クレイたちの見張りというより、真琴の護衛だろう。彼らは、表情を押し殺して口もとにぐっと力を入れている。力を入れすぎて、ぴくぴくとふるえていた。

「笑っている場合ではないのですよ！」

「もちろんです、学がく天てん則そく代表！」

　二人は、直立不動で返答した。

　真琴は、涙をぬぐって、こほんと咳せき払ばらいをした。まだ手がふるえているので、深呼吸した。学校体操風の動作だ。

「では、あらためてうかがいます」

「ぼくらの背後関係？　そんなもん、ないよ」

　フィンに言われて、真琴は、眼鏡の位置を直し、二人を交互に睨にらみつけた。威厳を出そうとしているのだが、子供が頑張っているな、という印象にしかならない。

「あなたたちはッ」

　声がうわずった。

　背後の警備員から、妙な声が聞こえた。真琴がふりむくと、警備員兵士たちはそろって咳払いをして、さらにいっそう胸をはった。

「まず、うかがいます」

　今度はどうにか冷静に聞こえる声だった。

「発声警告用の箱型自動人形ボツクスオートマトンを、どんな手段で破壊したのです？　触れると指先が切れるような切断面。まっすぐ円筒状の破壊。通常の銃撃なんかではありませんし。溶けたのでもない。ありえない！　面白い！」

　真琴の声が、どんどんうわずってきた。興奮で、目がきらきらしている。

　銀の腕から放射される分解エネルギーによって……なんて本当のことを言うわけにいかない。説明する気になったとしても、そもそもクレイも原理は理解していないのだ。

　クレイの銀の腕は、彼女たちの技術力では、精巧な義手にしか見えない。クレイの銀の手を初めて見た瞬間、真ま琴ことの目はギラッと輝いた。分解でもしたかったのだろうが、たとえそうしたとしても本当の機能までは理解できないはずだ。根本的な技術体系が違う。

「ねえ、本当の本当に、どうやったのですか？　教えてください」

　真琴が、ぐいっと身をのりだしてきた。眼鏡の奥で、瞳ひとみがきらきらしている。

　純粋な好奇心だけに、クレイもフィンも、返答に困った。

　どうするんだ、頭脳労働担当？　と、クレイが、フィンに目で押しつけてくる。

　まかせておけ、とフィンが目で応じる。

「携帯爆薬だよ。従来にないほどの高熱を発するんだ。金属も蒸発するくらいのね」

　フィンは、いつものにこやかな笑みで、思いついたデタラメを答えた。

「それは嘘うそです。溶けたようじゃないって、わたくし、ちゃんと言いました。化学的な意味だけでなく、熱のことも考慮した上です」

　真琴が、ぐいっと身をのりだす。小さな鼻が、フィンの鼻にぶつかりそうだ。真剣きわまりないが、フィンをにらみつけるために、すごい寄り目。

「えー、学がく天てん則そく代表、いま取り調べるべきは、その点では……」

　背後の警備員が、さすがに忠告の言葉を発した。

「そうでした……っ」

　するるっと、フィルムが巻き戻されるように、真琴が戻っていった。

「学天則さんか。ええと、天の規則に学ぶ、ってとこ？　天然自然から学習しようって感じかな。珍しい苗みよう字じだね？」

「あ、はい。これは姉が改名したのです。姉は、最初の専攻が生物学でしたので、常々、生命の営みに学ぶことこそが……」

　大きな咳せき払ばらいが響く。背後の警備員の一人が、失礼しました、と小さく謝罪した。

「……そうでした。いまは講義の時間ではありませんのでした。あなたたちを尋問するのです。この塔が、大きな危険にさらされているとの解析情報があった時に、謎なぞの人物があらわれた。関係ないわけがありません」

　真琴は、突然、ポケットに手を入れた。脅しのための拷問具でも出すのかと思ったら、白くて細長い布だった。真琴は、それを額に巻きつけた。『あたしが許す』という金かな釘くぎ流りゆうの毛筆文字が、広いおでこを横切った。座右の銘なのか、なんなのか。

　この国独自の習慣、気持ちを高揚させやる気を出す、いわゆる気合を入れるためのアクセサリー、ハチマキ、というやつだ。

「よいですか！　あなたたちは怪しいです！」

　真琴が、あらためてフィンに指をつきつける。

「そうだねえ、おかしいよねえ」

　フィンは、もっともだと言わんばかりに、目を閉じてうんうんとうなずいた。真琴の背後にいる警備員たちから、さすがに怒気が向けられる。

「まじめに答えてやれ」

　クレイが、思わず忠告していた。

「へいへーい。ごめんね、可愛かわいい子を見ると、ついからかいたくなっちゃうんだ」

　フィンから。優しげな微笑ほほえみと温かな視線を向けられ、真ま琴ことが顔を赤らめる。

　警備員たちからは、殺気が向けられた。

「この極東の帝国の要かなめである、東京府階差式人工頭脳塔に、明らかに異国の人間が出現したら、スパイを疑うだろうけど、ぼくら、ホントにそういうのじゃないから。きみが見た目で判断できる存在ではないように、ぼくらも印象とは違う存在なんだよ」

　フィンの言葉を、真琴は、真面目まじめに受け止めた。

「それはわかっているのです！　あなたたちは不思議な点がいくつもあります」

　また身をのりだし、彼女は、フィンにずずいと鼻を近づけた。

「ここの警備はとてもとても厳重です。なのに、その中枢近くに、あなたたちは突然にあらわれました！　どこからともなく、まるで霧のように湧わいて出たのです！」

「うん、じつに正解」

　フィンがつぶやき、クレイにすねを蹴けられた。

「いったい、あなたたちは何者です？」

「ぼくはフィン・クラウソラス。彼はクレイヴ・ソリッシュ。届かないはずの手紙、消えてしまうはずだった手紙、出せなかった手紙を届ける、変わり者の〈郵便屋〉だよ」

「で、オレたちが今回手紙を届けにきたのは、あんただよ」

　横からずいっと身をのりだして、クレイが口をはさむ。

「あなたたちはいったい、何を言っているのです？」

　真琴は戸惑い、背後の警備員たちからは、これ以上のざれごとは許さんぞという、厳しい気配が伝わってきている。フィンも、さすがに真顔になった。

「ぼくらはね、きみに手紙を届けるために、ここにやってきたんだ。ただ、手紙の回収はまだ終わってない。手紙っていう形かどうかはわからないけど。でも、この塔のどこかにあるはずなんだ。きみのお姉さんから、きみにあてたメッセージが」

　フィンの言葉を聞いて、真琴は、いぶかしげな表情になった。それから、顔色を真っ青に変えた。続いて、真っ赤にする。口が大きく開かれ──そこで邪魔が入った。

　ドアが、乱打されたのだ。

「代表！　すぐに指令室においでください。緊急事態です。やつらが、動きはじめます」

「……そんな！　演算結果ではまだ……！　わたしの入力が間違っていた……？　姉さんなら、そんなしくじりはしなかったのに……」

　また、真琴の顔が青くなる。

　彼女は、くるっと身をひるがえして、そのまま部屋を走り出ていった。

「……ふうん？　いまの反応はどういうことだろうね？」

　フィンは、クレイをふりかえって、問いかけた。

「オレが知るか」

　クレイが、鼻を鳴らす。

「知りたければ、こいつらにでも聞いてみたらどうだ」

　クレイが顎あごをしゃくった先には、警備員二人がいる。

「学がく天てん則そく代表の質問に真面目まじめに答える気がないなら、我々が尋問するしかないようだな」

　銃は置いて、ばきばきと指を鳴らしながら近づいてくる。

　フィンは、にこやかな笑みを浮かべて言った。

「捕虜の虐待って、禁止されてるよね、この歴史線の世界でも」

「歴史線てのが何かは知らんが、確かに捕虜虐待は許されんな。ただし……」

「スパイは例外？　ぼくら、ほんとにスパイじゃないから。民間人だから」

「確かに、おまえらみたいなスパイはいないだろうし、あの頭のくそ固い叛はん乱らん派はに与くみしてるようにはなおさら見えない」

「あら、意外と話のわかる……」

「しかし、だ」

　フィンの言葉を、警備員たちは、冷たい声でさえぎった。

「ここではな、学天則代表を泣かせたやつは、あらゆることの例外なんだ」
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　とは言ったものの、彼らが、クレイとフィンを理不尽に痛めつけることはなかった。

　一発ずつなぐられただけである。緊張した面持ちの伝令がまたやってきて、警備員たちもすぐに部屋を飛び出していったのだ。

「ふむ。まあ、この程度なら理不尽とは言えんかな。基本、おまえの責任だしな」

　クレイが、ちょっとぐらぐらする奥歯を押さえながら言った。彼らの治癒能力は、常人よりはるかに高い。折れた骨だって、しばらく休めばつながる。

「責任とかないと思うんだけどなあ。ねえ、ぼくの目のまわり、おかしくない？」

　綺き麗れいなアザになりはじめている。治癒能力が高いぶん、青アザになるのも早い。

「……まったく。まったくおかしくない。とっとと仕事をすませて、森に戻りたいもんだな。ああ、おまえのその顔をみんなに見せたいからじゃないぞ」

「どうなってんのさ、ぼくの顔。鏡ないの、鏡」

　フィンがぼやいた時、がちゃりと扉が開いた。

　先ほど、走り去っていった真ま琴ことが、息をきらせて立っていた。話しはじめようとして、いきなり、けくっと喉のどを鳴らした。あわてて、左手を口にあてる。

「おい、大丈夫か」

　そう言ったクレイに、心配いらないと右手をふりながら、彼女は大きく肩で息をした。

　なんとか吐き気をおさめて、彼女は、背をまっすぐにのばした。

「あなたたちは〈郵便屋〉だといいましたね。叛はん徒とではなく、姉さんからのメッセージを届けたい。それを信じてよろしいですか」

　その時、かすかな震動が、部屋にまで伝わってきた。

「……爆発、だな」

　震動のパターンで、クレイには判別がつく。遠いからかすかにしか感じなかったが、かなり大きな爆発だったはずだ。

　真琴は、一瞬、怯おびえの色を表情に走らせた。

　だが、すぐに、毅き然ぜんとした面持ちになり、一旦、外に消えた。

　戻ってきた。

「……あの、真琴さん、その機械は？」

　真琴がかかえている大げさなバーナーを見て、フィンが恐る恐る尋ねた。

「……豪快な拷問だな」

　ぽつんとクレイがつぶやく。真琴は、手元を見て、ぷるるると首をふった。

「違います、違います。あなたたちは無害だと判断することにしました。すみませんが、鍵かぎをなくしたもので、これで焼き切ります。後は自分で逃げてくださいね」

「いやいや、いいから、それは仕し舞まってよ」

　手て錠じようが、かちゃりと音を立てて床に落ち、フィンが立ち上がった。

「縄抜けとか手錠抜けは得意で」

「オレは壊こわさせてもらうが」

　クレイの手が自由になった。鎖を断ち切ったのだ。

　彼が持つ銀の右腕は、あらゆるものを消し去る光を放つ。ただし、使うためには膨大なエネルギーが必要だ。エネルギーカプセルは、ふだんフィンが預かっている。先刻、熊くまの人形を消し去るのに使ったが、まだまだ空にはなっていない。

「で、では、おふたりは早く逃げて。わたくしは叛徒に立ち向かいます。この塔の機能を、彼らに渡すわけにはいきません。部下たちは自分の命など、姉の思い出には替えられないと思ってくれていますから」

「ん？」

　なんだかセリフの後半が不穏当な気がしたが、それを追及している暇はなかった。

　激しい銃撃が、廊下の向こうから襲ってきたのだ。それと一緒に声が聞こえた。

「いまのは威嚇だ。ただちに……」

「降伏はしませーん！」

　真ま琴ことが、声とともにバーナーを廊下へ放ほうり出した。

「撃ち方止やめ……！」

　という命令は、若干間に合わず、バーナーの燃料タンクに命中して、爆発が起こった。あたりが炎に包まれる。真琴は部屋の中にころがりこんできた。

「逃げましょう！」

　そう言って、立ち上がろうとして、真琴はかくんとしゃがみこんだ。

　腰が抜けている。

「そうだね。でも、出口はあそこだけなんだよねー？」

　フィンは左、無言のクレイは右。真琴の腕を左右から抱えあげた。廊下に飛び出す。

「あの、わたくし……後ろ向きでっ」

　などと戸惑っているうちに、炎をつっきってあらわれる軍服姿の男たち。

「走ってください！」

「走ってますけど？」

　ぱん！　会話を断ち切る銃声。

「おお、もっと早く走ろう！」

「オレたちも、弾丸にはさすがに勝てないからな」

　ちゅいん！　弾丸が壁ではじける、鋭い音。

「射うたないでください！　わたくしが死ねば、この人工頭脳塔の構造を理解できる生きた人間はいなくなりますよ！　この左右の人々はスパイでも工作員でもない一般人で……」

「外国人がいるぞ！」

「国を売ったか、あのイカレ娘は！」

「スパイを射殺しろ！」

「逆効果だよっ！」

　ぱぱぱん！　連続した銃声。

「ふわっ」

　真琴は、空中に放り投げられ、きゅうっと手足を縮めた。

　それなりに高い天井すれすれまで届いて、くるりと体の向きが変わった。

　真琴が空中にいる間に、フィンは例によって踊るようなステップで、クレイは床すれすれを滑るような姿勢になって、銃撃をかわしていた。

　進行方向と逆の側を見ていた真琴が、正面を見る向きになったところで、クレイとフィンが左右からキャッチ。

「なんだ、あやつらは！　ありえんぞ、あのような動きは！」

　叛はん徒と指揮官の怒鳴り声が真ま琴ことの背中から聞こえて、遠ざかってゆく。

　すぐ目の前に曲がり角。

「右へ！　それから床下へ！」

　廊下のすぐ先に、床に整せい備び坑こうに入るための丸い落とし戸があった。整備坑というのは、この塔内を縦横に走っている蒸気伝導パイプに併走している、人間が修理や営繕をするための通路だ。

「狭いねえ。暗いねえ。じゃあ、まずはぼくから。真ん中に真琴ちゃんね」

「オレは後方を見ておく」

　クレイは後ろ向きのまま進んだ。

　しばらくの間、真琴に指示されるままに進んで、たどりついた別の落とし戸から、ワンフロア下の部屋におりたった。

「……このまま、ずっと下まで行けば、おふたりは逃げられると思います」

　物置部屋で、落ち着かないようすで真琴は言った。

「それがそうもいかないの。ぼくら、きみに手紙を届けないと帰れない」

「仕事への義務感、ですか？　それは理解できなくもありませんが、死にますよ」

　真琴は、さらりとそう言った。冗談で言っているわけではない。

「義務感てわけじゃなく、いろんな意味で戻れないんだ」

　と、クレイは言った。手紙を届けないと、輝く霧は迎えに来ない。世界の外には出られないのだ。

「そもそも逃げろってなら、あんたもだろう。事情は知らないが」

　目つきは険しいし、口調はぶっきらぼうだ。だが心配は伝わったようである。

「逃げるわけにはいきません、あの叛徒たちは、姉が遺のこしたこの塔を、自分たちの目的のために利用しようとしています。ようやく長い戦争が終わったのに、また戦いを……」

「この国は、東の果てにあって、こないだまでの戦争ではほぼ傍観者だったからね。いろいろ、思うところがあるんでしょうよ。いま、上にいる人たちは、まわりが弱ってるのにつけこむにしても、時間をかけて上手にやろうとしているけど、辛抱が足りなくて、弱ってる相手はぶん殴って欲しいもんもらえばいいじゃん、って拙速派の人もいる、と」

　フィンが解説をくわえると、真琴は少し、引いたようすでうなずいた。

「戦争はどうでもいいんですが、姉のものは姉のもの、わたくしのものは姉のもの。何ひとつ、あのようなやからに渡すわけにはいきません。それを理解して、命を賭かけてくれた部下たちの犠牲も無駄にできません」

「……あれ？　なんか微妙に、言ってることがおかしいような……」

「ええと……とにかく、オレたちは自分の仕事をしよう。そう、彼女が、亡くなった姉から託された、自分の仕事をしているように」

　クレイが、強引にいい話っぽくまとめる。

「このタイミングで、オレたちが配達に寄よ越こされたってことは、その姉から、あんたにあてたメッセージが、解決に役立つってことのはずなんだが……」

　確実ではないが、経験上、そういうことになる確率は高い。手紙は、受け取り人がおちいっている危難をくぐりぬけるために届けられることが多いのだ。

「姉からの伝言、ですか」

　真ま琴ことは腕を組んで、考えこんだ。

「亡くなった……んだよね？」

　フィンが、さすがに気遣いの感じられるマジメな声で尋ねる。

「姉が亡くなったのは、三ヶ月前の、ことです。脳に腫しゆ瘍ようができて、いました」

　途中で、少し舌がもつれたが、言い終わる頃にはしっかりしていた。

「姉は自分の死を予期していました。後継者としてわたくしを訓練していたのも、その一環です。この塔のすべてをわたくしに遺のこしてくれました。そう……渡すものですか……」

　真琴の周囲に、何か闇やみのようなものがたちのぼった。

「姉は天才でした。この東京府階差式人工頭脳塔は、ほとんど姉がひとりで創りあげたようなものです。その姉の……最後の研究は……まだ見つかっていません」

「じゃあ、それを見つけることだね。これを飲んで、落ち着いたら、手がかりになりそうなことがないか、考えてみようか」

　まるで手品のように、どこからともなく湯気を立てる小さなカップが、フィンの手にあらわれていた。

「蒸留リンゴ酒入りの紅茶ですか……いただきます」

　それを受け取って、真琴は、くいっと飲み干した。蒼あおざめていた頬ほおに、赤みがさす。

「あんたの姉の研究か……。研究室とかは、さんざん探したんだろうが、もういちどそこからはじめてみるってのはどうだ？」

　クレイに言われて、真琴は小さくうなずいた。

「そうですね……。姉が死んだ部屋、でもありますし……。まあ、わたくしもずっと、そこで寝起きしているので、ちょっと恥ずかしいですが」

　一瞬、クレイとフィンは、散らかり放題の女子部屋を想像した。

　もちろん、彼らの考えは、まだ甘かった。
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「これは……すごいな……」

　クレイの目が、いつもと違って、大きく開かれていた。ついでに、口も半分開いている。

　その部屋が、素晴らしい技術と芸術の融合だったからだ。

　都市が再現されている。

「この塔のコントロールが及ぶ範囲を完全に再現しているのか……」

　いくつかの目立つ建物や地形で、クレイはそう理解した。

　直径五十メートルほどの、ほぼ円形をした部屋である。壁沿いにぐるりと回廊が張り出ていて、さらに網の目のように空中通路がはりめぐらされている。通路のところどころに、作業用だろうか、クッションのよく効いた椅い子すが設置されていた。

　その下、二メートルほど沈んだ床の一面に、都市のミニチュアが広がっている。

　ミニチュア都市の中央には、巨大な円筒状の建造物があった。高さは一メートル半ほどで、直径も八十センチ近くある。

　実際の比率とは違うけれど、重要さや存在感からすれば、東京府ミニチュア地図で、このくらいの面積は占めていていい。この階差式人工頭脳塔だ。

「姉は、この椅子に座って、眠るように亡くなっていました」

　頭脳塔ミニチュアの真上に設置された椅子。そのまわりに、汚れた毛布と本と雑誌とお菓子の食べ残しとなんだかわからないものと、たぷたぷと液体の入ったつぼが積みあがっている。女性用の下着も放ほうり出してあった。

「わたくしは、姉の椅子を受け継ぎ、同じようにここで生活してきたのです」

「……そこは受け継がなくてよかったんじゃないかな」

「姉が亡くなった時、ここは綺き麗れいに整頓されていました。生前のまま再現するのは、かなりの手間がかかりました」

「……かけなくてよかった手間じゃないかな」

「姉が掃除をしたのは、たぶん生まれてはじめてです。なれないことをして疲れたので、そのまま……。いつもの、研究が完成した時の、安らかな顔でした」

「だからつまり、お姉さんが研究を完成させたのは間違いないんだね。最後の研究は誰にも見つからないところに隠しておくって言ったんだっけ？」

　ここへの移動中に、真ま琴ことからそのあたりのことは聞いている。

「正確には、わたくし以外には手出しできない場所、と言っていましたが」

「自分の頭の中っていうのは、いちばん安全そうだがな」

　なにげなくクレイが言うと、真琴は顔を蒼あおざめさせた。

「そんな……！　姉は火葬にしてしまいました！　解剖しておくべきだったでしょうか！」

「いやいやいやいや。頭の中って物理的な意味じゃないからな？」

「あ。うう、そうですよね。わたくしも姉も、肉体の機能と精神を分離して考えるくせがついているもので、つい。姉は、肉体は、心をたもつための機械でしかない、というのが口癖でした。わたくしを妹として愛するのは、肉体の血のつながりではなく、心がつながっているからだ、とも。ふたりで作ったこの塔は、わたくしたちの絆きずなです。姉の心を写し取ったものなんですから」

　話しているうちに、真ま琴ことの顔から、寂しさが消えていった。代わりに、とろけるような表情があらわれる。

「なるほど、この塔は、お姉さんそのものなんだね」

　フィンは、眼下に広がる都市のミニチュアを眺めた。

「しかし、すごいねえ。列車やバスの運行まで再現してるんだ」

　フィンが感心してつぶやくと、真琴は嬉うれしそうに薄い胸をはった。

「東京府で、実際にいる場所に配置されています。常時対応とまではいかないので、駅につくごとに動くんです……が……あら？」

　真琴は、列車の動きを追ううち、顔色を変えた。廊下を走って、壁の一角の本棚に駆け寄る。真琴がとりだしたのは、時刻表だ。

「おかしいです。列車の動きも、バスの動きも」

　この都市の公共交通機関に、運転手は一応乗っているが、それは万が一の故障に対応するためだ。ふだんはこの人工頭脳塔が、中央で集中して制御している。

「再現というより、ここを動かせば本物も動くのですが……予定とまるで違います」

「ていうことは、あれも、本当にそう動いてるってことなのか。というか、ここで動かしてるのか。まずいんじゃないか」

　言われてふりむいた真琴が見たのは、列車やバスに目もくれず、お台場あたりを見つめているクレイの姿だった。彼は、動く地図の一点を凝視している。東京港の一角に、防衛用の砲台が設置されたのは、政権が幕府から政府に交代する頃。帝都防衛要よう塞さい計画で、超長射程砲が置かれたのは、大戦中のことだった。

　もちろん、それらの砲台も、すべてこの塔の制御下にある。本当なら、すべて沖を狙ねらっているはずだ。ところが、いまは、ぐるりと回って、砲口は内陸に向けられている。

「そんな……！　操作が乗っ取られています！」

　真琴が呻うめいた時、この府内監視室のすべての扉が乱暴に押し開けられ、銃を持った制服姿の男たちが乱入してきた。

　壁沿いの回廊にいた真琴に対して五人が、そして空中通路にいたクレイとフィンには四人が殺到し、それぞれ銃口をつきつけて包囲する。

「おとなしくしたまぁえ！」

　最後に入ってきたのは、筋肉質で大柄、大きな顎あごが三つくらいに割れていそうな士官だ。

「叛はん徒とになど……姉さんの塔を奪わせません！」

「我々は、この国を憂えるものだ。愛国派と呼んでもらおう！」

　真琴の声を、びりびりとあたりをふるわせる大声がかき消した。

「現政府は、この絶大なる力を無駄にしている！」

「無駄とは失敬な！　列車やバス、ガス灯とうや上下水道の制御など片手間です！　大半は、姉が計算を終えられなかった数学理論の検証に使ってます！」

「それが何よりも無駄だぁ！　何の役に立つのだ、そんなものぉ！」

「役に立たないからこそ尊いのです！　バカにはわかりません。この愚か者！」

　五つもの銃口を突きつけられても、真ま琴ことは、まわりを囲んだ兵士たちを蔑さげすみの目で睨にらみつけた。兵士のひとりが、真琴を殴打しようと銃床をふりあげる。

「小娘がっ！」

「やめよっ！」

　巨漢の士官が、鼓膜を破りそうな大声で命じた。

「その娘の頭脳は貴重である。閣下が評価されるほどの機能を、まっとうな価値判断もできぬ肉袋に与えるとは、天も皮肉なことをされる。そも、女子ごときに思考能力がそなわることがありえないとは思う。だがこの塔の隠された性能を引き出し、我が国が世界の愚国を導くには不本意ながら、この女の知識が必要と閣下はおっしゃる」

「隠された性能？　ねえ、それって、どういうこと？」

　フィンが、気安く、自分に銃をつきつけている兵士に尋ねた。

「黙っていろ、夷い狄てきめが。死にたいか」

　兵士は、七、八十年は古い、異国人に対する侮ぶ蔑べつ表現を吐き捨てると、フィンの口へ、持っている銃身を突っこもうとした。

「いいじゃん、質問くらい」

　フィンは、ひょいと上半身をそらして、銃をかわした。

「きさまっ！」

　かっとした兵士が、さらにフィンを殴りつけようと、銃をふりかざした。真琴の時と違って、指揮官も止めようとはしない。

　にやにや笑って、他の兵士もフィンを見ている。

　クレイから目をそらしている。

　その瞬間に、クレイはすっと身を沈めた。

「あ？」

　兵士がいぶかしく思う隙すきさえ与えず、銀の拳こぶしが、真下から跳ね上がって兵士の顎あごをかすめた。かすめるパンチというのが、相手の意識を失わせるには最適なのだ。

「きさ……まぎょっ！」

　ふりおろされた銀の拳をこめかみに叩たたきつけられて、次のひとりが気絶する。

　真琴を囲んでいた兵士が、〈郵便屋〉ふたりに銃を向ける。もちろん、クレイとフィンは、自分たちを囲む兵士が邪魔になって射うてないよう、位置を取っていた。

　兵士たちが、あたふたとまわりこもうとしているうちに、クレイがバックブローで一人の後頭部を殴りつけて昏こん倒とうさせる。同時に、フィンは、どこからともなく取り出した水筒から薬品を兵士の顔にぶちまけ、眠らせてしまった。

　クレイとフィンが、兵士の銃を奪った。だが、もうカバーはない。真ま琴ことを囲んでいた兵士たちの銃口は、いまやクレイとフィンに向いている。銃声が響こうとした、その時。

「よせ！」

　指揮官が怒鳴った。

　フィンの銃口が、真琴に向かっていることに気がついたからだ。

「おい、おまえ！」

　怒ったのはクレイも同じだ。フィンが、くすくすと笑いながら返事をする。

「まあまあ。本気じゃないからさ。もちろん、ぼくに真琴ちゃんを射うてるわけなんてない。そうだろう？　信じていいですよ、ぼくは、死なばもろともで、あんたたちの世界征服の妨害をしたりしないって」

「そういう点で、おまえは信用できないんだよ！」

　クレイが怒鳴った。本当に信用していないと、ひしひし伝わる口調だ。

　もちろん、急所に当てるはずはないが、怪け我がくらいならやりかねない、とクレイは思っている。兵士たちにすれば、正体不明の相手だから、フィンが真琴に銃口を向けている理由がそもそもわからない。迷って、士官を見た。巨漢は片方の手で真琴を押さえつけ、もう片方の手で彼女のこめかみに拳けん銃じゆうをつきつけている。

「きさまら！　どこの国のスパイだ。この娘と何をたくらんでいた！」

「きみたちと同じこと」

「やはりか！　この人工頭脳塔の演算能力による未来予測で、戦争に圧勝する……！」

　ぐぬぬと唸うなる巨漢士官の横で、真琴がうんざりした顔になった。

「あの、何度も言ってますけど、それは理論上のことで、実際には全ッ然、役に立ちませんから。あなたたちがここにいることで、わかるでしょう。あ、わかった！」

　途中でいきなり、真琴の声が跳ね上がった。

「あなたが閣下って言ってるのは、あの声ばっかり大きい、ハゲ眼鏡ですね。第二維新とか世界最終戦争とか、意味のわからないお題目を唱えてた」

「きっ、きさまっ」

　巨漢士官が満面を赤く染めた。

「閣下の！　崇高な理論を！　我が国が愚かな世界を導くことこそ……」

　ぱぁん。フィンの放った銃弾が、士官の口を封じた。

　もちろん命中させてはいない。すれすれをかすめただけだ。だが、優位を確信していた時は豪快そうに思えた彼は、いまや青い顔で口をつぐんでいる。

「……ねえ、真ま琴ことちゃん」

　フィンが、静かな声で言った。

「何度も説明したって言ったよね」

「はい」

　真琴は、こっくりとうなずいた。

「確かに、姉は、この塔の計算能力を使って、人間の行動を予測させることを工夫していました。でも、この人たちが期待するような未来予測なんてまだまだ無理です。まして……もう、それを研究していた姉はいないんですよ」

　途中で、真琴は、ぐっと涙を呑のみこんだ。

「ところが、姉の書いた塔についての啓けい蒙もう書しよを、中途半端に理解した人たちが次々に同じようなことを求めてきて……」

「なるほどねえ。それはもう、誤解を解くのは無理だね」

「そうでしょうか……」

　眼鏡の奥で、真琴の大きな目が、悲しそうに垂れ下がった。

「だって、みんな、未来予知とか存在してほしいもの。でも、実在したら、自分だけのものにしたいでしょ？　理屈じゃ納得してくれないよ。自分なら自分だけが得するように隠す。だから、きみたちも隠してるんだって、そう思われるだけ」

　フィンの言葉に、真琴は、じっと考えこんでいる。

「ところで、お姉さんの最後の研究っていうのも、それに関連してたんじゃないの？」

「……だとは思うんですが……」

　真琴が、そこまで言った時、もう一人の男の声が部屋に響いた。

「本当に可能かどうかは、どうでもいいのだよ。可能だとみなが信じていることが重要なのだ。この塔が、完かん璧ぺきな未来を予測した。そう信じれば、味方は絶対の自信を持ち、敵は戦う前から敗北する」

　ゆったりした足取りで、和装にステッキの壮年男性が、姿をあらわした。

「本当にハゲ眼鏡だな」

　という、クレイの感想は、巨漢の士官の緊張しきった声にかきけされた。

「黄こう泉せん閣下！」

　そいつが、この塔を占拠しようとしている連中の親玉らしい。兵士たちが、反射的に敬礼した。もちろん、士官もだ。顔色が戻っている。

　親玉が、ゆったりした仕草で敬礼を返す。

「バカじゃないの、きみら？」

　士官が、銃口を真琴の頭からそらしたところで、容赦なく、フィンが銃を射うつ。

「ぐわッ!?」

　巨漢士官が握った拳けん銃じゆうを、正確に射うち飛ばした。

　瞬間、真ま琴ことは飛び出していた。廊下を横切って手すりをのりこえ、都市ミニチュアの上に、飛び降りた。高さは二メートルあったが、床は、ぶよんと柔らかく彼女を受け止めた。

「万一の落下対策も考えています。姉は天才ですから！」

　そう言いながら、真琴は、立体地図の中心まで走った。敬礼を解いた兵士たちが、あわてて彼女の背を狙ねらったが、閣下と呼ばれる男が、指のひとふりで制止した。巨漢の士官とは、貫かん禄ろくも風格も違う。

　彼は、鋭い目で、走る真琴を追った。走るというか、ほんの五十メートルの途中で息切れしてよろめいている。

　どうにか、階差式人工頭脳塔の模型にたどり着いた時には、真琴は、息もたえだえだった。呼吸を整えて、彼女は、ひたと親玉を睨にらみつけた。その時は既に、さらに数十人の兵士が、部屋に雪な崩だれこんでいた。壁沿いの円形回廊にずらりと並び、銃をかまえている。

「さすがに多すぎるねえ」

「そうだな」

　真琴の真上で、フィンとクレイが、のんきな口調で言った。

「いますぐ、退いてください」

　か細くは聞こえるが、芯しんのしっかり入った声で、真琴は言った。

「姉は、わたくし以外にこの塔がいじられないよう、自壊させるための仕組みを作っていました。ここに、そのための鍵かぎがあります」

　真琴は、眼鏡を外した。手探りで、この眼鏡のつるをさしこむ穴を見つけ出す。眼鏡は実用品だが、同時に、鍵でもあった。この塔が完成した時、姉に預かったものだ。

　つるを鍵かぎ穴あなにさしこみ、カチリと音がするまで、回した。

　真琴は、長い息を吐いた。こうする前に射殺されていたら、何もかも終わりだった。

「あとはこれを抜けば、塔は崩れ落ちます。わたくしを射っても間に合いませんよ」

　その仕掛けを、構造図で確認したわけではないが、姉が言っていたのだから間違いないだろう。真琴は、うっかり相手が引き金を引く前にと、あわてて後を続けた。

「そして、このままにしていても、三十分後には、塔は崩壊します。鍵の、安全な引き抜き方を知っているのは、わたくしだけです」

「きみに、できるのかね」

　閣下と呼ばれる男が、おだやかに言う。

「この東京府は未み曾ぞ有うの混乱に陥るぞ。ただでさえ、我らの決起で街は騒がしい。ここで、塔の制御がなくなれば、人命にどれほどの犠牲が出ることか」

「あなたたちに、街を砲撃させて、貴重な書籍類が灰になるよりましです！　砲門のひとつが神田の古書店街を向いてるじゃありませんか！　許しません！」

「……人命じゃないんだ、そこ……」

　フィンがつぶやいた声は、真ま琴ことには届いていなかった。

　敵である閣下のほうも、この切り返しは予想していなかったらしい。言葉に詰まっている。だが、兵士たちからの期待の視線を感じて、彼は、咳せき払ばらいをして後を続けた。

「なるほど。では、神田は標的から外そう」

「そこじゃないでしょ、交渉のしどころは！」

　フィンが口を開くと、兵士たちが銃をふって黙らせた。閣下が言葉を続ける。

「きみは、姉の跡を継ぐために頑張っているのだろう？　学がく天てん則そく顕あきら子こ氏は、まごうことなく天才だった。いや、超天才だった。その天才が残した、最大の成果がこの塔じゃないかね。後継者であるきみが、これを破壊できるのか？」

　びくり、と真琴が体を震わせた。

「聞くところによれば、学天則顕子の研究には、まだ未完のものがあるという。それを完成するのがきみの仕事だろう。もちろん、我々も全面的に後援しようじゃないか。現政府は、このまま維持するだけの予算しか組まないのだろう？　私は違うぞ。学天則顕子が目指したものを完成させたまえ。それには、この塔が必要なはずだ」

　閣下の言葉が続くと、じりじりと真琴の頭がうつむき加減になっていった。

「さて、と」

　フィンは、首をひねった。

「……あんまり、いい説得が思い浮かばないなあ。ここはひとつ、配達担当に任せよう」

「おいっ？　頭脳労働担当っ？」

「ぼく、兵士たちの牽けん制せいで忙しいからさあ」

　いきなり丸投げされて、クレイは、さっきの真琴のように、ぎりぎりと歯は軋ぎしりをした。

「あー、ええと。そうだな。なあ、あんた」

「真琴ちゃん。名前で呼んであげようよ。彼女は真琴ちゃんであって、学天則の妹、じゃないんだから」

　フィンが言う。兵士たちの一部が、話し続けさせていいのかと、閣下のようすをうかがった。だが、ここでへたにフィンたちを殺せば、真琴を刺激することになると思ったのだろう。閣下は、首を左右にふった。

「真琴。おまえの姉は、もう一度話せるって約束してくれたんだろう」

　クレイが、なんとか落ち着いた声をひねりだした。

「たしか……次に話せるのは、真琴が、姉と世界のどちらが大事か、決められた時にって。思うんだが、顕子って人は、こういうことになるのを見越してたんじゃないか？　天才だったんだろう？　その人が、自分の分身を破壊できる鍵かぎを、真琴に預けた。……わかってるんじゃないのか。その意味が」

　クレイが真下を見ると、真ま琴ことがきらきらした目で、彼を見上げていた。

「そう……そうですよね。姉さんと世界のどっちが大事か、決めなくてはいけない時が来るから、この鍵かぎを預けてくれた。この塔は姉さんが遺のこしてくれたものですけど……姉さん自身ではありません」

　真琴は、静かな声で言った。

「そうだ。だから……迷うことはない」

　クレイがうなずき、閣下がこうなれば一瞬に賭かけようと、兵に射撃の合図を送るべく、片方の手をあげた。

「はい……。〈郵便屋〉さん、ありがとうございます。姉のメッセージ、きちんとこの胸に届きました」

　真琴は、晴れ晴れとした顔でうなずいた。

「世界が戦争に陥ろうがどうしようが、知ったことじゃないですね！　わたくしにとっては、姉のほうがもちろん大事ですから！　この塔は壊こわすわけにいきません！　最後の研究も見つけてませんから、もっと調べないといけません。閣下、よろしくお願いします」

「はあああああ!?」

　クレイとフィンの叫び声が重なった。

「あ？」

　閣下と士官と兵士の顎あごがかくんと落ちた。

「いや、ちょっと待て!?　おい!?」

　クレイが期待していた結論は、姉より世界が大事だと、真琴が、死んだ姉への依存を捨てて、自立してくれることだった──のだけど。

「というわけで、国家予算の九割……せめてくらいは回していただけますね？」

　きらーんと真琴が目を輝かせる。

「あ……ああ。もちろんだ」

　閣下が、事態をはっきりのみこめていない顔つきで、かくかくとうなずく。

「やった！　本当は、前からそのくらい欲しいと思ってたんですよ」

　真琴がガッツポーズをとった。

　ただし、眼鏡を握ったままだった。

「おい、それは！　抜いてはいかんのだろう」

　閣下が、狼ろう狽ばいした声で指摘する。

　真琴が、まじまじと自分の手の中にある眼鏡を見た。

　ぎちぎちと、彼女が、自分で組み立てた自動人形オートマトンのような動きで、閣下を見た。クレイとフィンを見た。そして、塔の模型を見た。

「てへ？」

　ごごごごと、激しい揺れが塔を襲った。

「なんとかして止める手段はないのか！」

　閣下が怒鳴る。兵士たちが動揺している。クレイとフィンも、真剣な顔だ。

　揺れはますますひどくなり、塔が崩壊をはじめるのか、と思われた瞬間。

　ぴたりと揺れが止まった。

「真ま琴ことッッ！　やっと呼んでくれたのね！」

「え？　お姉ちゃん!?」

　真琴が、歓喜の声をあげた。ほかの全員が、まったく事態についてゆけていない。

「鍵かぎを使ったってことは、塔を崩壊させても、食い止めたい事態だったってことね。ほっとしたわ。真琴が、私から自立してくれたのね」

「え」

　嬉うれしさでぴょんぴょんと飛び跳ねていた真琴の動きが、ぴたりと止まった。

「そんなあなただから、手助けできる価値があるというものね。ふふふ、驚いたでしょう。私が、肉体を持っていた頃の、最後の研究は、精神を完全に人工頭脳塔に写し取ることだったの。人間の心って複雑だから、この塔にたくわえられる情報量と可能な計算量は、実際に使う量の十倍の余裕をもたせてあった。それでも、私の脳をすべて写し取るには、ぎりぎりだったわあ。だからまあ、この塔にはこれ以上の能力拡張はできないけど、この天才である学がく天てん則そく顕あきら子この精神が保持できたのだから、よしとすべきよね」

　天井から轟とどろく声は、一方的に話し続けている。閣下をはじめとする、憂国派だか叛はん徒とだかは、しつこく呼びかけ続けていたが、それまで無視されていた。

「なんか、うるさい人たちがいるわね。真琴の感動の再会を邪魔しないで」

　次の瞬間、沿岸部砲台の模型が回転し、そこから、ぽぽぽんという軽い音とともに、弾丸が発射された。すべて命中し、閣下も士官も兵士も、即座に倒れた。

「ふふ、いざというときにそなえて用意しておいた、麻酔弾よ。だいじょうぶ、本物のほうは撃ってないから」

　クレイとフィンは、ほっと胸をなでおろした。

「さあ、この塔を崩壊させなきゃいけないほど、真琴を追いつめた難題は何かしら」

「えっと……それがその……あのね……」

「妹さんは、自分の口から言いづらいようですので、ぼくらが説明します」

　フィンが口をはさんだ。〈郵便屋〉は口頭の伝言も、受け付けるのだ。

「……というわけです」

「あのののの、お姉ちゃん。真琴はね、どうしてもお姉ちゃんが……！」

　真琴が、目をぐるぐるさせながら、汗びっしょりで言った。

「……真琴。そこに正座。いつも言ってるでしょう？　研究のために犠牲にしていいのは身内だけだって」

「ここの職員のみんなは家族ですよって言ってくれたもん！　だからいいもん！」

　……姉のほうの倫理観も、いくらか問題はあるが、妹を諭そうとはしているようだ。

「なあ、フィン。今回、オレたち何の役に立ったんだ？」

　憮ぶ然ぜんとして、クレイはつぶやいた。もうお説教にくわわる気にもなれない。

「……さあねえ。たぶん、学がく天てん則そく顕あきら子こっていう天才が蘇よみがえることに意味があったんじゃない。それとも、この塔の演算能力を、顕子さんの精神の再生に無駄使い……もとい浪費……じゃなくて消費させることに意味があった、とか」

　それとも、学天則真ま琴ことという少女を自立させなくてはいけなくて、クレイとフィンは、仕事に失敗したのかもしれない。

　それは、これからの成り行きを見てみないとわからないが、少なくとも、姉妹にはりついてる必要はなさそうだ。

　どこからか湧わき出た輝く霧が、クレイとフィンを包みはじめている。

「帰ろうか」

「帰ろう」

　珍しく、達成感ではなく徒労感とともに〈郵便屋〉は、世界の外側に戻っていった。
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　朽ち果てたビルが、どこまでも並んでいる。

　窓は砕け、壁は崩れ落ち、柱は折れ、動くものの姿は何もない。

　彩りはなく、くすんだ茶色と死者の灰の色ばかり。

　そこは、既に名を喪うしなった土地であり、他の地球のどこにもない場所だった。

　霧を抜けて、そこにたどりついた直後。

　荒廃しきった街の光景を見た途端、クレイの全身から力が抜けた。彼は膝ひざをついて、背を丸め、口を押さえた。つきあげてきた嘔おう吐と感に耐えていられたのは、ほんのわずかな時間で、そのままクレイは嘔吐した。

　重なったのだ、眼前の光景と、恐ろしい記憶とが。

　フィンは、少し離れたところでそのようすを見つめている。ふだんから白い顔が、今日はよりいっそう白い。

　やがて、クレイは、胃の中にあった全すべてを地面にぶちまけて、長く長く息を吐いた。

　丸まっていた背が、ゆっくりと、まっすぐになってゆく。

　フィンが、自分の位置から近づかないままで、言った。

「……悪かったね。そろそろ大丈夫じゃないかと思ったんだけど」

　フィンの声にも、顔にも、表情はない。

　それを聞いたクレイが、何かをふりはらうように、勢いよく立ち上がった。

　ふりかえってフィンを見た時、瞳ひとみにぎらつく光が宿っていた。けれど、その意味をフィンが読み取る前に、クレイの表情はいつもと同じ程度の不機嫌さに戻っていた。

「おい、お茶」

　クレイが手をさしだしたら、のびきる前にすかさず、カップがおさまっていた。甘苦い香りが、ささくれだったクレイの神経を、和らげてゆく。

「一度、口の中をゆすいでから、出して。おかわりしたやつを飲みなよ」

　そう言ったフィンの微笑ほほえみは、ふだんとは少し違って、気遣いの色がまじっていた。

　クレイも素直に言われたとおりにする。

　彼らを取り巻いているのは、滅びた巨大都市。どこまでも続く、死に絶えた廃はい墟きよだ。

　灰色の都市に、夕暮れの、血のような色に染まった空がのしかかっている。

　空を磨くほどに高い摩天楼スカイスクレーパーと謳うたわれたビルは、なかばで折れて、大地に崩れ落ちている。空に突きこまれ、血を噴き出させた後、ねじられて折れたかのように。

　小さなビルは壁がすべて落ちて、鉄筋の骨組みをさらし、舗装された道はひび割れ、街は灰色の瓦が礫れきに埋もれていた。

　焦げ跡のある壁、折れた柱、砕けた彫像。動くものは、風に舞う塵ちりだけ。

　死のような静寂、という形容があるけれど、この廃はい墟きよでは死すら死んでいるかのようだった。生き物の死は、次の命に受け継がれる流れの一環だ。けれど、この廃墟には、もはや時すら流れていない。日は傾いたまま、いつまでも沈まないのではとさえ思えた。

「いつか、世界がつなぎあわされたなら、狭間はざまに呑のみこまれて消える光景さ」

　フィンの静かな口調。

　二杯目の茶を飲んでいたクレイは、空を見つめていた視線を、はっとしてフィンに向けた。フィンの声に、聞いたことのない、哀かなしみを感じ取ったからだ。

　けれど、クレイの目に映ったフィンの顔つきは、やはり、笑っていた。

「ねえ、後輩くん。そろそろ、おなかすいてない？　晩御飯どうする？」

「後回しだ。店も見つからんだろうしな」

　胃の中は確かにからっぽだけれど、だからって食事を摂とる気になんて、なれはしない。

　クレイは、廃墟を見回した。

　ふたたび、嘔おう吐と感がこみあげてきたけれど、もう吐くものはない。

　肉体に変調をきたすほどの、恐ろしく忌まわしい記憶を、この光景は刺激するのだ。

　フィンは、ほんの一瞬だけ、クレイに気遣わしげな視線を投げたが、気づかれないよう、すぐにそらしてしまった。

「さて、だけどしかし……ほんとにここに、手紙を届ける相手がいるの？」

　あえて軽い口調で、フィンが言う。そして、それはふだん通りでもあるので、クレイは、気にとめなかった。

　クレイもまた、なんとかふだんの口調を取り戻して、不機嫌そうに言った。

「受け手がいないはずはないだろう。ふつうの手紙じゃないんだ」

「ま、そうだね。本局からの通達なんだから、届ける相手もふつうじゃあ……」

　フィンが、急に口を閉じた。珍しいことに、緊迫した光が瞳ひとみに宿っている。

　クレイも、それをからかって時間を無駄にするようなことはしなかった。

　この相棒が緊張したようすを見せる──何か経験したことがないほど危険が迫っているか、とんでもないイタズラを考えているか、どちらかだ。

　後者だと思いこんで油断したら、どんなマズい結果を招くか、しれやしない。

　そう思うから、毎回ひっかかっているわけだが、今日ははじめて、その警戒が裏目に出ずにすんだ日になった。もちろん無駄になっていたほうが、よかったのだが。

　かすかな破砕音が耳に届いた。そして、ビルが崩壊する轟ごう音おんが。さらに、空気をつんざく高音が近づいてくる。

「後ろからっ！」

　フィンが叫び、振り返らずに跳躍した。とにかく逃げる。そういう動きだ。

　だが、音を立てて迫るものが何なのか、クレイは、つい後ろを確認してしまった。そのせいで、逃げるタイミングが遅れる。

　襲いかかってきたのは、三日月状の光の刃だ。それはおそらく、ある種のエネルギー衝撃波であったろう。下半分は地面に埋まり、灰色の舗装道路を真っ二つに割りながら、超高速でクレイとフィンに襲いかかってくる。

　いや、既にたどりついている。

　フィンが叫んだ時に、すかさずクレイがジャンプしていれば、輝く衝撃波は二人のちょうど真ん中を通りすぎていっただろう。

　けれど、クレイは正体を確認しようと、とっさにふりかえってしまった。

　ほんのわずかな遅れだったが、音に近いほどの速度で押し寄せた衝撃波をかわしきるには致命的なタイミングのずれだった。直撃はされず、かすめただけで意識が遠のく。

　しかも、衝撃波は、二発が連続で放たれていたのだ。

　縦の三日月に続いて、水平の三日月。人間に命中すれば、胴体を両断する威力をそなえた、輝く衝撃波が迫る。最初の一撃でよろめいていたクレイは、それから逃げられない。助けようにも、フィンも反対側に跳んでしまっていた。

「クレイっ！」

　フィンにできたのは、ただ叫ぶことだけだ。

　しかし、その呼びかけが、かろうじてクレイの意識をつなぎとめた。

　クレイは、ほとんど無意識のまま、大きくのけぞったのだ。その、そらした胸すれすれを、三日月状の衝撃波が通り過ぎていった。

　猫の耳に似たフードがひきちぎられ、クレイの体は、そのまま地面に倒れこんだ。

　ちょうど、道路の真ん中は、最初の垂直の衝撃波で引き裂かれている。

　さらに追い討ちをかけて飛んでいった水平の衝撃波が、どんな影響を与えたのだろう。中央の裂け目から、道路は、崩れて大地の底へ落ちこんでいった。

　このあたりには、地下街が広がっていたようだ。崩壊がはじまったら、既に劣化していた大地は、とめどなく落ちこみ続けた。

　完全に気を失ったクレイの体も、その地底へひきずりこまれてゆく。

　フィンは、仲間のもとに駆けよろうとした。自分も、もろともに奈落に食われるかもしれないが、その時はその時だ。離れ離れよりましだろう。

　けれど、そのもくろみは、かなわなかった。

　さらにもう一撃。今度は、地面に対して四十五度ばかり傾いた衝撃波が飛来したのだ。

　ちょうど、クレイとフィンの間を、断ち切るような角度で──。

　刹せつ那な──フィンは悟った。

　衝撃波を放ったのが何者なのかを。彼に、こんなことができるとは知らなかった。だが、袂たもとを分かってもはや三年以上になる。自分を〈縫い合わせ屋ソウヤーズ〉として鍛えてくれた男の、いまの呼び名を、フィンは喉のども裂けよと叫んだ。

「ジャぁぁぁぁぁック！！」

　その叫びに応じたのは、四つめ、そして五つめ以降に続く無数の衝撃波だった。最初の三つよりは、はるかに小さい。けれど、今度は間を置かずに飛んで来る。

　ビルが次々に倒壊し、摩天楼スカイスクレーパーの瓦が礫れきが、フィンにのしかかってきた。身をかわすことなら、フィンは大の得意だ。

　ふだんなら、かわした後で、目指す相手に肉薄する。けれど、この衝撃波は激しすぎて、源のほうへ進むことは、さしものフィンにも不可能だった。

　破壊された建物が、裂けた道路へ雪な崩だれこんでゆく。フィンは、なすすべもなく、ただそこから逃げることしかできなかった。

　瓦礫が、道路の下の虚空を埋め尽くした時、太陽も地平線の向こうに落ちた。
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　目を開けると、泥と埃ほこりで汚れた少女が、クレイの顔をのぞきこんでいた。

　クレイは眩まぶしさに目を細めた。

　十代のなかばくらいだろうか。美少女だが、まばゆいというほどではない。ただ、彼女の背後に、真昼の太陽が輝いていただけのことだ。

「目が醒さめたか。びっくりだ」

　少女は、無表情に言った。

　伸び放題の淡い茶色の髪を、首の後ろあたりで、一度、荒縄で乱暴に束ねてある。クレイをのぞきこんでいる瞳ひとみは濃い茶色。やや頬ほお骨ぼねが目立つが、顔立ちは整っているし、きれいに汚れをぬぐえば肌も白い。まとっているのは、穴の開いたズダ袋だ。

「きみは、だれだ」

　クレイは問いかけた。口の中が乾いて、舌がはりついている。うまく声が出なかった。

「ワタシか？　ワタシは、キボウだ」

　少女は『希望』という意味の単語を口にしたようだ。

　さまざまな場所に出向かねばならないクレイたちは、あらゆる言語が理解できる。言葉を知っているというわけではなくて、相手が話そうとしている言葉の意味そのものを理解できる。クレイたちは、無意識のうちに、相手に伝わる言葉を話せる。全すべての〈縫い合わせ屋〉の基本的な能力だ。

　だから、いま少女が、自分の名という意味で「キボウ」と言ったこと、そして自分の名が意味している内容について知識がないこと、それぞれが理解できた。

　ただ、いまのクレイは、自分にどうしてそれが理解できたか、わからない。いや、わかったことがおかしいということ自体が、わからない。

「オマエ、だれだ？」

　今度は、少女が問いかけた。

「オレは、クレイ」

　名前を答えて、そこで口を閉じた。

「オレは……何者だ？」

　クレイは、さっきから額に違和感を感じていた。手をのばして触れてみる。ようやく痛みを意識した。頭の外側も、そして内側も。

　手をかざして見ていると、ほぼ乾いて黒ずみかけた血がついていた。

「オレは何者だ、というのは、どういう意味？」

　キボウは、相変わらずクレイの顔をのぞきこんでいる。

「……オレは記憶を失っているようだ」

　クレイは横たわったまま言った。

「そこをどいてくれないと起きられないんだが」

「寝ていたほうがいいと思うが、起きたいならそうしろ」

　クレイは、上半身を起こした。こめかみのあたりが、ずきりと痛んだ。だが、痛みはすぐに引いていった。根拠は思い出せないが、多少の怪け我がであれば自分にとってはどうということもないはずだ。

　あたりを見回した。空が見えていたのだから当然だが、野外だ。おそらく、かつては公園だったのだろう。数百メートル先の東西南北に、高層ビルの廃はい墟きよが並んでいるが、そこまでは平へい坦たんな野原が続いている。

　すぐそばに、そこそこ大きな川があった。流れているのは、濁った灰色の水だ。

「あれにひっかかっていた」

　キボウが、川岸からすぐのところになかば沈んでいる、崩れた彫像を指差した。ブロンズの母子像だった。

「ここには、あちこちから、いろいろ流れてくる。だから、ときどき拾いにくるのだ」

　キボウは、上流から下流に向かって、手を動かした。上流は、ひときわ大きなビル街につながっている。もちろん、その全すべてが朽ちた廃墟でしかないのだが。

　クレイは、廃墟をじっと見つめた。

　こめかみの痛みが、頭全体に広がり、胸に吐き気がこみあげてくる。

「オマエ、あっちから流れてきたのではないか。それも忘れたか」

　キボウの言葉で、クレイは、少し気分が落ち着くのを感じた。

「崩れた建物。壊こわれた世界。……この景色は覚えている」

「そうか」

　キボウはうなずいた。

「世界をこうしたのは……オレの……」

　クレイがつぶやきかけた時、キボウが、クレイの顔をのぞきこんできた。

「どこから来たとか、どうでもいい。あんたがどこへ行くかだ」

　キボウは、さらりと言った。

「流れてきたもの。役立つものでなければ、また流す。流れていくか？　とどまるか？」

　少女は、表情のない瞳ひとみで、クレイを見つめている。

「つまりは、オマエ、役立つかということ。ワタシを、一日長く生かしておけるか」

　反射的に、クレイはうなずいた。

「そうか」

　キボウもうなずきを返した。どこか、ほっとしたような雰囲気だった。クレイを捨てずにすんだことに安心したのではないかと、彼は、直感的にそう思った。

　それまで、キボウは、横たわったクレイのかたわらに膝ひざをついていたのだが、このやりとりの後で立ち上がり、膝についた土を払った。彼女が、粗末な作りの槍やりを手にしていることに、クレイは気がついた。自分のほうは、ぼろぼろの服をまとっているだけだ。

　キボウが、くるりと背を向けて歩き出す。クレイは立ち上がってついていこうとした。少しふらついたが、それだけだ。自分が、かなり頑丈な体質であることを確認する。

「寝ていろと言ってやったのに起きると言った。もうすぐ日が暮れる。食べ物、余分にない。食べ物、自分でなんとかしろ。できないなら、ワタシの命が縮まる。なら、捨てる」

「わかった」

　クレイが短く答えてやると、少女は、どこか不安そうな目を向けてきた。

　一見したところ少女はかなり無表情だが、クレイもその点ではかなりなものだ。

　クレイは、歩き出しながら、先ほどまで見ていた廃はい墟きよのビル街に、もう一度だけ視線を投げた。その一角に、何かぼんやりした光が見えたような気もした。だが、結局、クレイは向きを変えて、キボウにつき従った。




　輝く霧は、湧わき出すのに要した時間の流れを逆回転させたかのように、見る見るうちに消失していった。

「やあ、後輩くん。元気だったかね」

　しゅたっと右手を顔の横にあげたのは、燃えるような赤毛を、ショートボブに切りそろえた女性である。かなりの長身で、スマートなプロポーションだ。腰がくびれているので、ヒップラインの豊かさは、やや強調されている。美人と言い切るには、目も口も大きすぎるかもしれない。どこをとっても、シャープな雰囲気の女性だった。

「元気かどうか、見ればわかるでしょうが」

　大きな瓦が礫れきに背を預け、足を放ほうり出して、フィンは渋い顔つきだ。

　愛用している〈郵便屋〉の白い制服は、土の色と血の色で汚れている。右腕は、だらりと垂れ下がって動かない。

　女性は、フィンのそれによく似た制服をまとっている。色は淡いブルーが基調で、タイトなミニスカートだ。大股でフィンに近づいてきながら、彼女は、にやにや笑っている。フィンの、ふだんの笑みとよく似ている。

「どうしたどうした？　いつもの笑顔が欠けてるぞ、後輩くん」

　一方、フィンは、ますます不機嫌そうな表情になった。クレイの仏頂面が感う染つったみたいな顔つきだ。

「後輩くんってなんですか。前はそんな呼び方してなかったでしょうが」

　赤毛の美人は、フィンのお株を奪うにやにや笑いを浮かべている。

「だって、きみは、私の代わりに組んだクレイくんをそう呼んでいるそうじゃないか。ならば序列をはっきりさせておいたほうがよかろうというものだ」

「あなたが何を言っているのとわつわてええええあああ」

　赤毛の美女が、だらりと垂れ下がったフィンの右腕を、いきなり掴つかんだ。

「ふむ。これは脱だつ臼きゆうしただけだな。このくらい、自分ではめられるようになりたまえ」

「ぼくは頭脳労働担当なんですよ。フラガさんほど大おお雑ざつ把ぱにできてないんです」

　フィンが涙目でくちびるをとがらせる。だが、右腕の動きは回復していた。

「あいかわらず失敬だな、きみは。この肉体のどこが大雑把なのかね」

　フラガと呼ばれた赤毛の女性は、すらりと伸びた手足を誇示してみせた。

「ヒップラインとバストサイズが……ひぐわああああああああああ！」

　フラガと呼ばれた美女は、どこからか取り出した医療器具で、フィンの傷を手当てしはじめたのだが、手つきは乱暴で容赦なく、拷問しているようにしか見えない。

　治療が一段落した時、フィンは、息も絶え絶えの状態で、ぽつんと言った。

「……すみませんでした」

「なんのことかね。私は、自分のつつましい胸も、安産型の腰つきも、高い身長も、誇りに思いこそすれ、コンプレックスなど持ったことはないよ」

　と、言いつつ、フラガはがっとフィンの顎あごを掴み、口を開かせて、どこからか取り出した錠じよう剤ざいを口に放りこんだ。

「はい、痛み止め兼化か膿のう止め。お礼は？　気をつけしてから、お辞儀。わかってんね？」

「……ありがとうございます」

　見るからにしぶしぶといったようすで、フィンが立ち上がり、頭をさげた。ただ、その動きはスムーズで、痛みは消えているようだ。フラガが本当にしたかったのは、手当てがうまくいったかどうかを確かめることだったのだろう。フィンが頭をさげて視線が外れている間、優しい微笑ほほえみを浮かべていた。

　もちろん、フィンが顔をあげた時には、からかうようなニヤニヤ笑いだったけれど。

「本局に異動しても、相変わらずですね、フラガねえさん」

「やあ、久しぶりにそう呼んでくれたね、弟分よ」

「こう呼ばないと、ずっと後輩くん呼ばわりするでしょう」

　フィンは、口をへの字に曲げている。

「後輩くんと呼ばれるのがいやなのは、そのたびに、クレイヴくんの安否が気になって、心が乱れてしまうからかな？」

「何を言ってるんですか。あいつは頑丈だけがとりえの肉体労働担当ですよ。ちょっと瓦が礫れきにつぶされたくらいで、どうにもなりゃしません」

　フィンは、不機嫌な顔つきで小さく肩をすくめた。

「そろそろ、ぼくの癖を真ま似ねるのを止やめてもらえますか、フラガ・ザ・コピーキャット」

「だって、いまは真似られるのが、きみしかいないじゃないか」

　フラガは、そっくり同じ仕草を返した。

「でも、そうお望みなら、仕方ないね」

　そして彼女は、雰囲気をがらりと変えた。少しお茶ちや目めな、だがうざったいおねえさんから、憂いと哀かなしみをたたえた大人の女性に。

「で、どれを優先するのかね、元相棒。きみの現相棒の安否確認か。本局から委託した手紙の配達か。それとも……あいつを殺すのか」

「ジャックを……殺せますかね」

　フィンはつぶやき、そして、これまでにクレイには見せたことのない、暗い顔つきになった。
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　朽ち果て、倒れた木々が折り重なった区域の端に、クレイとキボウは、たたずんでいる。

　日はかなり傾いて、風はずいぶんと冷たい。

　クレイとキボウの粗末な衣服では、風邪をひきそうだ。

「オマエ、役に立つな」

　キボウは、口もとをおかしな具合に、ぴくぴく動かしながらそう言った。

「そうか。なによりだ」

　クレイは、生き真面目まじめな顔でうなずいた。

　彼は、やせこけたネズミを三匹、右手にぶら下げている。素手で飛びついて捕まえた。低い姿勢で、滑るように高速移動するのはクレイの特技だ。自分の素性などの記憶を失っていても、体で覚えたことは忘れない。

「こいつらのおかげで、ワタシも、また一日、生き延びられる。だけど、ワタシだけだったら捕まえられたかどうか、わからない」

　そう言ってから、キボウは、視線をクレイの顔に移動させた。大きな目が、じっとクレイをのぞきこむ。そして彼女は、さらに大きく口もとをひん曲げた。

　一瞬の戸惑いの後で、クレイは、彼女の表情の意味に気がついた。

「……もしかして、笑おうとしているのか」

「してる、じゃない。笑っている。いいことをしたら、笑って褒めるもの。そうだろう」

　キボウは、早口にそう言うと、またくちびるを曲げて、妙な顔つきになった。

「……そうか。ありがとう」

　気持ちは素直に受け取っておくことにした。

　それに、笑い方を教えようにも、クレイにも、うまく思いだせない。

「もう帰ろう。獲物、とりすぎてはいけない。二人に三匹は多いけど……オマエを引きあげるのに力を使ったし、オマエも怪け我がを治すのに力がいる」

　キボウの手足に、余計な脂肪はいっさい存在していない。

「わかった。けど、オレの傷ならたいしたことはない」

　クレイは、既に怪我の痛みを感じていない。何かを思いだそうとすると、頭痛はするが。空腹も、たいして感じていなかった。

　キボウが無造作に歩き出す。その背に、クレイは問いかけた。

「家はあるのか？」

　クレイは、周囲を警戒しながらついてゆく。警戒は、本能的な動作だ。

「ないわけない。すぐそこだ」

　キボウは、公園を抜けて、廃はい墟きよのひとつに入りこんだ。

　そのころには、日は沈みかけていた。

　かつては集合住宅だった建物が、キボウの家だった。一方の壁の大半が落ちてしまっているが、それ以上崩れるようすはない。いくつかの部屋に焚たき火びの炎が見えた。

「ほかにも人間がいるのか……」

「いないわけない」

　そうキボウが答えた時、薄暗がりの中から、人影があらわれた。キボウが立ち止まる。クレイは即座に身構えた。人影も立ち止まって、ぼそぼそと声をかけてきた。

「おい、キボウ。そいついったい、なんだ？」

　男だった。髪もひげも伸び放題な上、ひどく痩やせているから、年齢もよくわからない。

　口では誰すい何かしているけれど、敵対的な行動をとるようすはない。

「川で拾った」

　キボウが答えると、ふうんと唸うなって、さっさと背を向けた。男も、何かの小動物を腰にくくりつけていた。まるで無警戒に、ぶらぶらと立ち去っていく。

　キボウも、それを見送りもせず歩き出した。彼女は、肩を丸め、足をひきずるようにして歩く。クレイは、丸まったキボウの背中ごしに尋ねた。

「オレみたいなのは珍しくないのか？」

　排除するにしろ歓迎するにしろ、もうちょっとよそ者に関心を持ってもよさそうなものだ。こんな廃はい墟きよに住んでいて、ごくわずかな人数しかいないはずなのに。

　キボウからの答えは、少し予想外だった。

「たまにいる。みんな、すぐ死んだ。オマエのことも、どうせすぐ死ぬと思ったんだろう」

「そう……なのか」

　キボウの口調は、あまりにもさっぱりしすぎており、人の生死という重い話だとは、とても感じられなかった。クレイは、だまりこむしかなかった。

　集合住宅の建物に見える焚たき火びの明かりを数えてみたら、七つあった。いや、八つだ。また一つ灯ともった。さっきの男だろうか。

　キボウが住んでいるのは、一階の角部屋だった。

　部屋といっても、そのうちの壁二面は、ほぼ崩れ落ちている。

「無用心すぎないか？」

　クレイが言っても、キボウは首をかしげただけだった。何を尋ねられたのか、理解できないようすだ。

「ワタシは火を起こす。すっかり暗くならないうちに、水を汲くんでおいてくれ」

　キボウは、取っ手が壊こわれた木のバケツをさしだしてきた。

　反対側の手で、外の一角を指差している。

　クレイの目は、多少の暗さでは不自由を感じない。そこに井戸らしきものがあるのを見てとった。ポンプではなく、釣瓶つるべでくみあげるようだ。

　名前以外の素性は忘れ、多くの知識は出てこないが、生活に必要な最低限のことは覚えている。不思議なものだ、と思いつつ、水みず汲くみをすませた。

　戻ってみると、炎が赤々と燃え上がっていた。キボウは、ネズミを解体している。

　手際よく木き串ぐしに刺して、火にかざす。しばらくしてただよいだした匂においは、香ばしいとは言いがたく、食欲をそそるものでもなかった。

　クレイが汲んできたバケツの水を、キボウは鍋に移した。ちょうど炎の上に先端がくるように、長い棒が斜めに植えてある。その先端からぶらさがっている鉤かぎに、鍋を提げた。鍋といっても代用品だ。もとは、何か大きな機械の一部だったろう、金属のボウル。ギザギザの穴を開けて、鉤にかけるための紐ひもがつけてある。

「もう食べていい」

　キボウが指示したのは、匂においが、ただ炭の焦げるだけのものになってからだった。

「これも使っていい」

　キボウは、白い塊を渡してくれた。岩塩だ。ふりかけても、苦さと塩辛さが、心をくじくようなハーモニーを奏でるだけだった。沸騰した湯が冷めるのを待って、それで流しこもうとしたが、水は水で、油臭くて飲みこむのがつらかった。

　だが、キボウは平然としている。美う味まそうではないが、なれている感じだ。

「明日は、久しぶりに缶詰を探しに行こう。まだ残ってるといいな」

　食べ終わった後で、キボウが言った。くちびるを歪ゆがめている。笑おうとしているのだ。

　気を遣ってくれている、ということはわかる。だが、なんと答えればいいのだろう。

「すまん」

　それだけ言った。

「謝られるようなことは何もしていない」

　キボウはきょとんとしている。それから、ボロボロの毛布をひっぱりだしてきた。

「もう、寝るのか？」

「寝ないで何するんだ？」

　この建物には、他にも住人がいるのに、集まって話をするでもない。獲物の情報を交換するとか、役立つ話でなくてもいい。こんな、荒涼とした場所で、同じ建物に住みながら、彼らは会話もしないのだ。ただざわめいたり、炎を囲んで歌ったり、そんな交流もなくて、同じ建物の中でばらばらに時を空むなしくすごすだけ。

「寂しくないのか」

　そう尋ねてから、クレイは、それが自分の心情なのだと気がついた。

　キボウは、クレイを見つめて、無表情なままだ。やせ我慢しているのでも、答えを探しているのでもない。ただ、本当に理解できないでいるのだろう。

「……眠るほかにすることはない、か？」

　クレイが言うと、キボウは、小さくあくびをした。

「暗くなったら眠るものだ」

　キボウは、毛布を一枚、地面に広げた。それから、もう一枚をかぶって、横になった。

　横になったままクレイを見て、まじまじと目を開いた。

　ゆっくりと起き上がり、眉まゆを寄せた。

「あんたのぶんが、ないな」

「平気だ」

　クレイは言った。強がったわけではない。寒さは感じていない。

「だめだ。夜がふけると寒くなる」

　キボウは、少し考えた。体を少しずらすと、クレイを手招きした。

「一緒にくるまれ。あたたかいから」

　クレイは、何度かまばたきをして、動かなかった。

「平気だ。……火もあるし」

「つけたままでは、薪まきがもったいない。もう木は育たないんだから、節約だ」

　キボウ自身は何気なく言っただけなのだが、その言葉はクレイの無意識を刺激した。

「どうしてだ？　どうして木は育たなくなった？」

　それからクレイは、続けてこう尋ねていた。そうすべきだと、なくした記憶が、無意識の底から忠告したのだ。

「どうして、この世界はこうなったんだ？」

　尋ねるクレイを、キボウはじっと見つめている。

「オレは……ほら、何もかも忘れているから」

　そう言ったクレイを、キボウは、また手招きした。

「いや、しかし」

「ワタシが寒い」

　とまで言われて、しぶしぶ、キボウの隣に身を横たえた。キボウは、無造作にクレイにくっつくと、毛布をかぶった。まったくなんの他意もない、暖をとるためだけ、ということがすぐにわかる、無感情な動作だった。

「世界の滅びがはじまったのは、ワタシが生まれたその日のことだと聞いてる」

　いきなり淡々と言われて、クレイはぎょっとした。

　横になると真上は無愛想なコンクリートむきだしの天井だったが、少し視線をそらすと、星空が見えた。綺き麗れいだった。

「世界を滅ぼしたのは病気だ」

　他人事のように、キボウが言葉を続けている。生まれた頃のことだ。覚えているわけはないから、本当に他人事なのかもしれない。

「誰かが世界を清潔にしようとした。ばい菌を食べるばい菌を作って、汚いものは全部なくなるようにした。そうしたら、何を間違ったのか、そのばい菌は、悪いばい菌と一緒に、猫より大きな生き物をみんな殺した」

　だから木も枯れた、というのか。けれど、ここに残っている生物がいるではないか。

「……人間は？　まだいるじゃないか」

「ほんのちょっとだけ。ばい菌を殺す薬が間に合った。あと、赤ん坊は、ちょっとくらい大きくても、新しいばい菌にも殺されなかった。生き残ったおとなじゃ、世話ができなくて、知らないところでたくさん死んだはず」

　凄せい惨さんな歴史だが、キボウにとっては、聞かされただけの、遠いどこかで知らない誰かのもとに起こった出来事にすぎないのかもしれない。

「そうか……そうだったのか」

　クレイのつぶやきに、キボウのあくびが重なった。

「思い出したか。思い出したら寝ろ」

　言葉の後半は、曖あい昧まいになっていた。寝ろが、にぇろ、と聞こえるくらい。

「思い出した。……オレの世界は、別の滅び方をしたんだ。……オレの家族のせいで」

　クレイの声は、つぶやきというには大きかったけれど、キボウの耳には届かなかった。彼女はもう寝息をたてていたからだ。

　他人とくっついて眠るのは、もしかして初めてかもしれないのに、キボウは、すっかり安心したようすだ。

　眠ったまま、抱きついてくる彼女の体は、冷えきっていた。

　なんとかして温めてやりたいとクレイは思ったけれど、どうすればそれができるかは、まるでわからなかった。
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　翌朝がやってきた。

　太陽が、地平線に姿を見せるのと同時に、クレイは目覚めた。キボウも、ほとんど同時に目を開いた。

　おはようの挨あい拶さつはしなかった。考えてみれば、おやすみもこんばんはもなかった気がする。ここでは、そういったコミュニケーションをする習慣がないのだ。

　と、そこまで考えてクレイは、じゃあ自分は、どうしておはようなどという言葉を知っているのだろうと思った。

「オマエ、火は起こせるか」

　キボウは、毛布をするりと抜け出すと、クレイにたずねた。

「……わからん。起こし方が思い出せない」

「なら、いい。しばらく待っていろ」

　キボウが、火起こしにかかるのを、クレイは、ぼうっと見つめていることしかできなかった。火種ができたところで、焚たき木ぎに火を移して、燃え上がらせるように言われる。さすがに、そのくらいは大丈夫だ。キボウは、火をクレイにまかせると、住居を出ていった。手には、短い鉄の棒を持っていた。地面を掘る道具かもしれない。

　ちろちろとした炎が、ようやく、湯を沸かせる程度の大きさになった。炎で手をあぶっていると、朝の冷気にこわばっていた体が、ほぐれてゆくようだった。

　よく晴れていて、さっきから太陽の光も浴びているのだが、いっこうに体が温まってこない。ここでは、太陽にすら力が欠けているような気がする。

「朝飯だ。大きいのがとれた」

　キボウが戻ってきた。何かの幼虫を二匹、つまんでいる。

　一瞬、クレイの喉のどが、げくっと妙な音を立てた。自分は、これを食べたことがないらしい、とクレイは思った。だが、キボウに文句を言う気にはならない。

「……すまんな。あんただけなら、たっぷり食べられるのに」

　クレイがそう言うと、キボウは、無表情にクレイを見返して言った。

「ひとりだけなら、ひとつしか採ってこないだけだ」

　虫を、火であぶりはじめる。クレイは、どう応じればいいのかわからなくて。

「そうか」

　とだけ言った。

「採りすぎてはいけない。いつかは、虫もいなくなる。必要なだけ、だ」

「ああ、そうか。けど、限られたものを、オレなんかがもらっていいのか？」

「……オマエが何を言ってるのか、よくわからないな」

　そう言いながら、あぶった虫を、キボウはクレイの口もとへつきつけてきた。

　嫌悪感はあるが、こらえて、クレイはそれをほおばった。意外に美う味まい。

　うなずくクレイを見て、キボウも、もう一匹の虫を口にした。それを飲みこんで、彼女は、またクレイを見た。

　ずっと、ほとんど表情を動かさない彼女だったが、いま、その顔に、何かが浮かんでいる。表情になる前の、気持ちの揺らぎのようなものだ。

「この虫は、美味いぞ」

「……ああ」

　キボウに言われて、クレイはうなずいた。

「昨日のネズミも美味かった。あと、汲くんできた水もだ。いつもより美味い。おまえは、どれもはじめてかもしれないから、わからないだろうけど。……だろうけど」

　キボウは、もっと他のことを言いたいのではないか、とクレイは思った。美お味いしかった、と言いたいわけではない。いつもより、というのが重要だ。彼女は、その理由がわからないのだ。知りたい、という気持ちが初めてで、自分の感情が理解できないようだ。

　そう考えたけれど、クレイもまた、その時に、キボウに対して抱いた思いを、どう言い表せばいいのか、わからなかった。

「……おまえは、いつもより美味しいのが、それが不思議なのか？」

　そう質問するのが、精一杯だった。

「不思議？」

　言葉を繰り返して、キボウは、なんだかその響きを舌で味わっているかのように、口をもごもごと動かした。

「そうか。この気持ちは、不思議、というものか」

「かもしれない。おまえの気持ちだからな、オレにはわからん。不思議というのは、理由がわからないってことだ。理由を知りたいと思うなら……おまえの気持ちは好奇心だ」

「コウキ……シン？」

　初めて聞いた言葉なのだろう。彼女の舌は、動きづらそうだった。

「知りたい。そうだな。美お味いしかった、どうしてか、知ってみたいな。わかるか？」

「わかるわけないだろう」

　クレイは、ほろ苦い笑いを浮かべた。

「おまえの気持ちや感じはおまえにしかわからない……」

　言葉の途中で、キボウの顔を、ほんのかすかだけれど、また新しい感情がかすめていったことにクレイは気がついた。それは、失望、というものだ。

「……わからない。だけど、つきとめる方法があるかもしれない」

「どうすれば、いい？」

「話す、ことだ。言葉を使うことだ。黙ってかかえていたら、本当にずっとわからんままだが、伝えようと努力すれば、もしかすると奇跡は起きるかもしれない」

「キ……セキ？」

「そう。自分でない誰かの心が理解できる、その可能性はゼロじゃないと、オレは思う」

　キボウは、クレイの顔をまじまじと見つめた。そして、言った。

「オマエの言葉、知らないことばっかりだ」

　そして、立ち上がり、近くの壁に立てかけてあった間に合わせの槍やりを手にとった。

「知らないを知る。……心がむずむずする感じがする。これが好奇心、かな？」

　クレイも立ち上がりながら、こう返した。

「それはたぶん、面白い、だ」

「面白い……？　面白い、なのか……」

　首をかしげながら、キボウが歩きだす。

　クレイは、急いで後を追った。肩を並べて、キボウに何か話しかけようとした。言葉を使うようにアドバイスした以上、自分が率先しなくては、と思ったのだ。

　だが、何を言えばいいのか、さっぱり考えつかない。頭がずきずき痛む。こういう時は、誰かに任せてしまえばよかったはずなんだが、と、なくした記憶がささやいている。

「どうか、したか？　痛む、顔だ」

　キボウに気遣われてしまった。

「いや、大丈夫だ。なんともない」

　そう返事をしてから、もっと心配させて、感情を波立たせればよかったのではないか、と、頭の中でささやかれた。自分の思いつくことではない気がする。記憶の隅に、金色の髪が浮かんで、クレイは顔をしかめた。

「やっぱり、痛そうな顔だ。休む」

　キボウは瓦が礫れきに腰を下ろした。クレイを手招きして、ぽんと自分のふとももを叩たたいた。

「横になりたいなら、使ってもいい」

「ああ、いや。だいじょうぶだ、ほんとうに。缶詰を取りにいくんだろ？　早くしよう」

「時間なら、かけてもいい」

　クレイは、首を左右にふった。そのクレイを、キボウはじっと見つめている。

「母さんが生きていた時、痛い時はこうしてくれた。そうすると治った。ちょっと痛いだけでも、用心。死ぬかもしれない。母さんみたいに」

　少女の瞳ひとみに不安の影がよぎった。ここには、医薬品はない。怪け我がや病気が死につながる可能性は、とても大きなものだ。

　キボウは、また手招きをして、ぽんぽんとふとももを叩いた。引き下がる気はないらしい。クレイは、あきらめて彼女の横に座った。

　キボウは、無言でクレイの横顔を見つめて、ぽんとふとももを叩いた。

　しぶしぶ、彼女の言うがまま、ひざまくらをされる。少したって、キボウが尋ねた。

「……痛いのは、よくなったか」

「ああ、もう大丈夫だ」

　クレイは、間髪入れずに返事をして起き上がった。

「そうか。……これは、足のほうにはきかないのか」

　キボウが、ちょっぴり顔をしかめて言った。

　はっとして、クレイは彼女の足を見た。ふとももはなんともない。足首を見る。見ただけでは、はっきりとはわからないが、かすかに腫はれている気もした。

　そっと触れると、キボウが、淡々と言った。

「痛い」

　クレイはため息をついて尋ねた。

「軽い捻ねん挫ざだな。いつからだ」

「……昨日だ。おまえをひきあげる時に」

「すまん。そういうことは早く言ってくれ」

「言ったらどうにかなったか」

「なった。ちょっとの間、動くな」

　クレイは、もともと破けていた自分の服を引き裂いて、応急の包帯を作り、それで足首を固定した。必要になると、こういった知識は思い出せるようなのだ。

「おや、どうしてだ。痛さが、ほんの少しになった。これは不思議だ。これは面白い」

　立ち上がったキボウは、どんどんと足を踏み鳴らしている。

「こら、無む茶ちやするな。おとなしくするんだ。しばらく栄養のあるものを食べて……」

　と、そこでぐっと詰まった。食料を得る方法は、いまみたいに、失われた記憶からすくいあげてくることはできない。

「クレイは、母さんみたいなことを言う」

「……まあとにかく出かけよう」

　先に立って歩こうにも、クレイは場所がわからない。キボウについてゆくしかない。

　黙っていると、なんだか間が持たないのだが、会話の内容が思いつかない。

「……いい、天気だな」

「雨がふらないと、水が足りなくなる」

　ぼそりと尋ねて、ぽつんと答えられて、やりとりは途切れてしまう。

　キボウが、足を止めた。

「どうした、痛みがひどくなったか？」

「ちがう。ここ」

　キボウが、崩れ落ちたビルを指差した。それから、ゆっくりとビルを上から下まで見て。

「壊こわれてるけど」

　と、呟つぶやいた。

「前は違ったのか」

「違った」

　大きなコンクリートの塊を指差して。

「あそこから入れた」

　と、キボウは言った。その、塞ふさがれてしまった入り口あたりに、ぼうっと座りこんでいる男がいる。キボウと同じくボロを体に巻きつけ、髪もひげも伸び放題だ。その風ふう貌ぼうのおかげで、年齢は、はっきりしないが、まだそんなに老けてはいないはずである。

　だが、座りこんでいる姿勢と、その生気のなさは、絶望した老人のものだ。

「おい、あれはだれだ？」

「ブラードだ」

　答えたが、キボウは特に動こうとはしない。こんな世界で育つと、原因をつきとめるとか、現状を打開する、といった発想が出てこないのかもしれない。ブラードという男もそうなのだろう。食料へ通じる道を塞がれたら、そのままあきらめて、新たな道を掘り開こうとはしない。その体力がないのではない。気力がないのだ。

　けれど、クレイは違う。

　自分がやろうとしていたことを邪魔されて、そのまま引っこむ気にはなれない。

「おい、あんた、ここで何があった」

　クレイは、崩れたビルに視線を走らせた。まるで、巨大な刃物で、斜めに斬きられたようだ。上半分がずれ落ちて崩れたように見える。その切り口は、まだ新しい。

　クレイは、ブラードという男の肩を掴つかみ、ゆすった。男は反応しない。からっぽの人形のように、揺れるだけだ。ようすを見ていたキボウが、ぽつりと言った。

「……それを知りたいのも、好奇心、か？　あまり、面白い、じゃない気がするけど」

「面白い、とは違う。わけをつきとめなくちゃ、また同じことが起きるかもしれん」

「……つきとめたって、どうしようもないだろ」

　応じたのは、胸倉を掴まれた男、ブラードだった。

「また起きたら、食べ物が減るだけだ。どうせ俺たちはゆるやかに死んでいく」

　ブラードという男の目には、諦てい観かんと絶望しか見えない。

　クレイは、愕がく然ぜんとして、男を掴んでいた手を放した。

　ふりむく。そこに、キボウがいる。

　そういえば、出会ってからこの娘この瞳ひとみをのぞいたことはあっただろうか。

　少女の目を、見つめる。

　そこは、空虚だった。からっぽで、何もない。だが、この少女のからっぽさは、この男とは、いまはクレイの足もとで無気力にうずくまっている男とは、違っていた。

　男は、絶望の壁で、何もかもを拒絶していた。けれど、キボウのからっぽさは、これからそこを埋める何かを待っているからっぽさだ。餓うえた瞳だ。

「……クレイの目は……不思議だな。なんだろうな。胸が、ざわざわするみたいな。見ていると、何かを……考えてしまう気がする。これも……好奇心、か？」

　キボウも、クレイの瞳を見つめ、彼から何かをひきずりだそうとする。

　クレイの脳裏で、遠い記憶が閃ひらめいた。

　荒廃した風景。それは、彼らをいま取り巻く現実に似ていたが、違っているところもあった。心の蓋ふたをこじ開けて、クレイの脳裏に這はい上あがってきた世界は、同じように荒廃していたが、滅び方は、この世界ほど、静かではなかった。

　縦横無尽に走る、怪物めいた蒸気機関車に、人々が捕らわれ、連れこまれ、そして出てこない。その蒸気機関車の燃料は、人間を加工したキューブだ。

　だが、それが走る、地獄へと向かうレールは、善意から作られていた。

　自分の異常さに苦しんでいる人を、正常に戻してやろう、という意図で開発された、人間修正装置。異常さに苦しんでいる人々を、自分が正常だと感じられるようになるまで、修正する自動自律機械。だが、定められた『正常』の範はん疇ちゆうに、完かん璧ぺきに収まる人間など、どこにもいなかった。修正装置は、やがて世界すべてを修正対象とし、互いをも飲みこみ、闇やみの色をした蒸気を撒まき散ちらして、世界を粉々に砕いた。

　ほんのわずかな断片とともに、クレイは、輝く霧に導かれ、つぎはぎの世界の一部に、自分が生まれた世界のわずかな断片が収まるのに立ち会った。

　そして、世界の中と外、どちらに立つか、決めることを求められた。世界の内側にいれば、過酷な滅びの記憶を捨てて生きてゆける。そこに待っているのは、新しい日常だ。時は流れ、それが、いくつもの断片を、ひとつの世界へまとめてゆく。新しく生まれた地球で、年老いて土に還かえり、そして子し孫そんは新たな地球で、未来をつむいでゆくだろう。

　だが、そうやって定着する前に引ひき剥はがされたなら、全すべての世界の断片が、無に還ってしまう。このつぎはぎの世界は、まだまだ脆もろい。

　それを守るのが、世界の外に居残る者の役目だ。通常の時の流れから切り離され、各自の適性に応じた役割を果たす。世界の外側で、肉体は年をとらず、世界とは任務のための一瞬しか触れ合えない。輝く霧の意思に応こたえて、世界をつなぎとめる手伝いをする。

　流れる時に従って、懸命に生きるという使命を果たすか、時の流れを抜け出して、人々を守る盾となるか。

　クレイは、迷わず世界の外側に出ることを選んだ。

　彼の父は、修正装置の開発メンバーの一人だった。真っ先に修正対象になり、結果としてどうなったのか、クレイは知らない。

　父が滅びの原因の作り手だったからといって、クレイが求めたのは、贖しよく罪ざいではない。父は、求められた仕事をしただけだ。もちろん、罪の意識が皆無というわけではない。たとえ、滅びの記憶がなく、迫害されることはないとしても、生き残りたちと暮らすのは気詰まりではあった。だが、クレイが、外にいることを選んだ理由は、もちろん罪の意識からの逃避でもない。

　その理由を今、クレイは思い出す。

　少女と、瞳ひとみを合わせたことで。

　彼女の中に、その理由を見つけたから。

『……オレがやろうと思っていたことは……』

　けれどその時、全てを断ち切る衝撃波が、昨日に続いて今日も、クレイに襲いかかった。
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「……思い出した！」

　そう口走りながら、クレイは、キボウと、そしてブラードを抱えて跳んでいた。

　クレイたちのすぐかたわらを、垂直の衝撃波が駆け抜けてゆく。地面を断ち割る衝撃波が、土煙をはねあげてゆく。

「すまんが、あんたは、勝手に逃げてくれ」

　クレイは、ブラードを放ほうり出した。いくら無気力でも、自分の五体がバラバラになるかもしれないとなれば、彼も必死で逃げている。キボウのほうは、あらためて背負いなおした。それにしても、軽い。右腕一本でふりまわして、背中に回せるくらいだ。

「……クレイ？」

「おまえは、オレにしがみついていろ」

　きょとんとしているキボウにそう言いつつ、クレイは跳んだ。衝撃波がまた襲ってくる。

「……クレイ、これ、なんだ？」

　キボウの声の調子は、これまでと変わらないように感じられた。だが、クレイの首に回した彼女の腕には、かなりの力がこめられている。怯おびえているのだ。

「襲われてるんだ。ああ、オレがだぞ。おまえは巻きこまれただけだ」

「……そう、なのか。襲われる……話に聞いたことは、あった……。これが、そうか……」

　この荒廃した無気力な世界では、もはや、残された食料の奪いあいすら起きていなかったのかもしれない。

「これが……死にたくないって……こと」

　キボウの声が揺れる。彼女は、感情を表に出す方法を覚えつつある。

「そうか。そう感じたか、希望！」

　クレイは彼女の名を呼んだ。きちんとしたイントネーションで、その名にこめられた意味を、理解できるように。

　そして、クレイはまた衝撃波をかわして跳んだ。少女が吹き飛んだ瓦が礫れきで思わぬ怪け我がなどしないよう、ぶんとふりまわして、背負った姿勢から、両腕でかかえる体勢に。

　クレイは、キボウの顔をのぞきこんだ。

　少女は、クレイと目を合わせた。

　瞳ひとみが揺れた。それ以上の感情表現はしない。感情は生まれている。どうあらわせばいいのか、彼女にはまだわからない。それを身につけるには、時間が必要だ。

「おまえは死なない。オレに任せておけ。それが、オレの仕事だ」

　いま、クレイは記憶を取り戻している。

　自分が〈郵便屋〉であることも、普通なら届かないはずの手紙を届けるために、輝く霧が世界の内側へ送りこんでくれることも。

　自分の〈権能〉も知っている。クレイは、手紙を届ける相手を見れば、それとわかる。この子だ。自分たちが〈郵便屋〉の本局から預かった手紙を渡すべき相手。

　配達先を守るのは〈郵便屋〉の仕事の範はん疇ちゆうだ。たとえ、そのための力があろうがなかろうが。敵は、何を狙ねらっているのだろうか。敵もまた、時の流れから逸脱した存在〈引き裂き屋リツパーズ〉だ。こんな衝撃波は、初めて出会う。

「いいか。へたに動くな……よ！」

　クレイは、キボウを宙そら高く放ほうり投げて、自分は深く身を伏せた。ふたりをへだてる空間を、ひときわ大きな水平衝撃波が飛びぬけてゆき、クレイたちの背後で、またひとつのビルが崩れさった。たんと地を蹴けって、クレイは、空中でキボウの体を受け止めた。

「いまのは……かなり怖かった」

　キボウが、ふるえている。

「すまん。だが、あと何度かやる。我慢してくれ……オレを信じて」

「信じる……っていう意味はわからない。やらなくてはいけないなら、やるといい。クレイに、昨日たずねて、答えたように」

　今度は、小さめの衝撃波が三連続。

「昨日……？　おっと、口を閉じてろ。舌を噛かむ！」

　今度は、小刻みに跳んでかわした。なんとか、スタミナはもってくれそうだ。時の流れを越えた〈縫い合わせ屋ソウヤーズ〉は、常人を遥はるかに凌りよう駕がする治癒力を持つ。──というか、肉体の時間がなかば固定されているので、損傷も戻るのだ。

　クレイの肉体は成長しない。しかし、腕の中にいる痩やせた少女は未来を持つ。

　一瞬、わきあがってきた感慨は、続いて飛んできた衝撃波に引き裂かれる。

　なびいたキボウの髪が、断ち切られる。

「すまん！」

「だいじょうぶだ」

　キボウの、ふるえが止まっている。

「クレイは、拾った時に言った。ワタシを、一日長く生かせる。言ったから、できる」

　あまりにも無気力、あまりにも絶望に満ちた世界で、彼女は人に騙だまされたこともないのだ。いや違う、騙すという概念を伝えられずに育ち、騙されてもそれに気がついてこなかっただけなのだろう。しかし、彼女がクレイを信じていることには違いなくて──。

「一日だけじゃない！」

　クレイは、吠ほえた。

　ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ！

　がががががががががががががががががががががががががががががががががががが！

　ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ！

　大地と水平に、あるいは垂直に、そして斜めに。あらゆるものを切り裂く衝撃波が、クレイとキボウに襲いかかる。

「……もうちょっとで追いつめてやるからな……」

　クレイは、休みなく移動しながら、衝撃波の軌跡を追って、徐々にその源にたどりつきつつあった。この衝撃波は、遠距離攻撃のためのものだ。ふところに潜りこめば、この銀の腕で殴りつけ、叩たたきのめす。

　キボウを抱えて、クレイが走る。敵のいる位置はおおよそわかっている。フィンさえいれば、右腕のパワーで一気に吹き飛ばしてしまうことだって、できるのに。

「まったく、頭脳労働担当は、肝心な時に……」

「なんだ？」

　思わずもらしてしまった愚痴に、キボウが反応する。いぶかしそうな顔、というやつだ。彼女が『表情』を覚えはじめていることに、クレイの口もとがほころんだ。

「オレの相棒さ」

「……相棒？　なんだ？」

「友だち、仲間……これから、おまえにもたくさんできるものだっ！」

　クレイは、その言葉とともに、最後の二十メートルを、一気に駆け抜けた。崩れ落ちた塀を飛び越える。その向こうにいた、衝撃波をはなっていた人影と睨にらみあった。

　クレイと、さほど年の変わらぬ青年に見えた。

　年齢は二十代前半だろうか、尖とがりがちの顎あごで、鼻は大きめ。肌はどこか青ざめていて、不健康な色だ。シルクハットの下で、黒い髪はオールバックになでつけられている。

　着ているのは古めかしいデザインのフロックコート。手にしているのは手術用のメスだ。それこそが、衝撃波を発生させるデバイスなのだろう。

　フロックコートの青年は、青ざめた顔を、クレイに向けた。彼は、泣いている。

　哀かなしみの涙？　いや、違った。クレイは、彼の瞳ひとみを見た。空虚で、乾ききっている。

「おまえの涙は、フィンの笑いと一緒だな」

　本当の感情を隠すための仮面。

「よくわかったね。こうやって泣いていないとね、何もかもが憎すぎて、切り刻みすぎてしま……うんだよね」

　フロックコートの青年は、途中で鼻をすすった。けっこうな美形なのにだいなしだ。

　青年は、涙を一度ぬぐって、じっとクレイを見つめた。

「……ああ、そりゃあわかってくれるよね。きみも、怒りの仮面をつけている。仮面で、自分を支えているのだね」

　同情に満ちた、声音。それが、クレイの不快感をかきたてた。

「オレは、同情するな、とか陳腐なことは言わないつもりだが……おまえにだけは言われたくないな、どういうわけか」

「名乗っておこうか。大先輩を、おまえ呼ばわりはよくないな」

　ぎこちない動作で、フロックコートの青年が一礼しようとする。

「きみが、ぼくの跡を継いだ新しい〈郵便屋〉だね。ぼくはジャックだ。よろしく」

　身をかがめたその動作を、クレイは、隙すきだと判断した。

　高々と、キボウを放ほうり上げる。その一瞬にすべてを賭かける。身を低く低くかがめて、滑るように近づいて、真下からのアッパーカット。これまで、外したことのない攻撃だ。

「そして、さよなら」

　ジャックが言った。

　彼のメスから、極至近距離で、衝撃波が放たれた。左右それぞれから、あわせて二つ。

　あまりにも早い。ジャックに隙すきはなかった。お辞儀してみせたのは誘いにすぎない。クレイは罠わなにかかったのだ。戦いの経験において、クレイとジャックには差がありすぎた。

　クレイの両腕が、衝撃波に刎はねられて宙に飛ぶ……。

　そんな幻影が、見えるほどの一撃。

「……ッ!!」

　だが、高々と吹き飛ばされはしたものの、クレイは無事だった。

　真横から飛んできた、もう二つの衝撃波が、ジャックの衝撃波にぶつかって、相殺したのだ。小さな爆発が生じた。それによって、クレイは空に舞い上げられた。

「ぐうッ！」

　クレイは地面に叩たたきつけられた。かろうじて受身をとって、ダメージは最小限に抑えたが、それでも本当ならそのまま気絶しておかしくないはずのものだ。クレイの意識をつなぎとめたのは責任感だった。自分が受け止めなかったら、彼女はどうなる──。

「希望っ！」

　クレイは、そう叫びながら跳ね起きた。まだ頭がくらくらしていて、視界は暗い。

「へえ、この子。そういう名前なんだ？　気をつけたげないと、ダメじゃないか」

　いつもの笑みを含んだ声が聞こえた。安心した。キボウは大丈夫だ。

「……いいから、とっととあれを寄よ越こせ」

　ふりかえりもせず、フィンに向かって、クレイは左手をつきだした。

「銀の腕は、なしだ」

　厳しい声でフィンが言った。クレイの予想外の口調と返事だった。

「ジャックは、まだ遊んでいる。あの人に本気を出させるわけにはいかない」

「なにを……言ってる……!?」

　クレイは、目をこすった。ようやく、視界が明るくなる。

「……教官!?」

　クレイが見たのは、長身で赤毛の女性だった。クレイを、滅びた世界から拾いあげた〈縫い合わせ屋ソウヤーズ〉チームのひとり。本局で〈郵便屋〉としての仕事を叩きこんでくれた女性。フラガラッハ・マクニール。またの名を、フラガ・ザ・コピーキャット。

　ジャックが衝撃波を放つと、まったく同じ動作で、彼女も衝撃波を放つ。相殺される。

「悪かったねえ、ぎりぎりまで待ってて。たっぷりコピーを溜ためるまで、うかつに出てくわけにはいかなくてさ」

　どかん！　衝撃波がぶつかりあう。

「やれやれ、フラガは、無謀に見えて慎重だよね。もうちょっとで彼は死んでたよね？　あんな大怪け我がさせちゃって、反省しなよね」

　ずばん！　地面の石が砕ける。

「信頼してたからね、致命傷は負わないって」

　がしゅん！　言葉と衝撃波が共にぶつかる。

「ふうん。期待の新星ってわけなんだね」

　ずぎゃっ！　フラガが、挑発的に微笑ほほえむ。

「この先、いつか、あんたを痛い目にあわせるのは、彼だからさ。ぎりぎりまで経験を積んでもらわないと。プロの仕事は、痛い目にあって覚えるもんだ」

　じゅががががっ！　ひときわ大きな衝撃波。フラガは、まったく同じ威力のものをくりだした。ジャックの涙が、さらにあふれた。

「つらいなあ。きみが、今日、とどめを刺してくれるわけじゃあないのね」

　ばばばばばばばば！

　無数の衝撃波がぶつかりあい、そのうちのひとつが、消えずにくぐりぬけた。

「……あたしじゃあ、ムリかな。所しよ詮せんは、コピーさ。数に限りもある」

　ぼとりと、フラガの右腕が地面に落ちた。凌りよう駕がしたのは、ジャックの衝撃波だ。

「教官ッ！」

「いまはまず、ぼくらの仕事を果たすんだ、クレイ！」

　これまでに聞いたことのないフィンの口調に、駆け寄ろうとしたクレイの足が止まった。

「きみは、配達担当だ。そうだろう。きみが、これをこのお嬢ちゃんに渡すんだ」

　クレイは、やっとふりむいた。キボウは、地面に横たえられている。気を失っているようだが、怪我などはしていない。

「けど、おまえ……っ」

「急げ！　フラガを助けるにはそれしかない」

　フィンが叫んで、ふところから取り出した手紙をクレイに突き出した。そこめがけて、ジャックが五つの衝撃波を連続して放つ。フラガは、そのうち三つを相殺した。

　彼女は、目の当たりにした相手の能力を複製できる。ただし、それは見た回数だけだ。これで、さっきまでクレイが襲われ、かわすのを見て複製した回数は尽きた。

「まったくもう、いよいよとっておきか！」

　フィンの手から、無数の布切れが飛んだ。手品師が、無限のハンカチで舞台を覆い尽くす、そんな至芸のように。布たちは渦を巻いて、壁のようにフィンとクレイ、キボウの姿を覆い隠す。けれど、それがもったのは、ほんの一瞬だった。切れ切れに裂かれて、はかない雪のように舞い散り消える。

　けれど、そのわずかな時間に、クレイは、キボウに手紙を渡していた。地面に膝ひざをついて、彼女を抱き起こし、その手に、郵便を握らせている。キボウは、閉じていたまぶたを開けていた。さっき、高々と放ほうり投げられた後、自分がどうなったか覚えていないようだ。

　そして、フィンは、微笑ほほえみを口もとに取り戻して言った。

「……相変わらず、あのルールは守ってくれてるの、ジャック？」

　いま、フィンが浮かべている笑みは、いつもの、はりついたようなものとは違う。穏やかな、本物の微笑みだ。

「きみと別れる時の、たったひとつの約束だからね、フィン」

　ジャックの目から流れる涙が、止まっている。代わりに憎悪の光がにじみ出ていた。

「そりゃあ……ありがたい」

　フィンが、がっくり膝ひざをついた。ずたずたにされたのは、彼が舞い散らせた布だけではない。彼自身もだったのだ。コピーを使い果たしたフラガも、地面に座りこんでいる。落とされた腕の傷口の血止めはしていたが、もう動けないだろう。

「おい……！」

「まだだよ！」

　フィンが、血まみれの顔で、クレイを制止した。

「あいつは約束した。ぼくらがちゃんと手紙を届けたら、彼は攻撃の手を休める。けど、その後、受け取り手にひとつの質問をする。その答えによっては、彼は引き揚げる。だけど、答えによっては……きみが、彼女を守ってあげなくちゃいけない。ぼくらのことは気にしなくていい。彼女のことを考えて」

「わかった……けど、ひとつだけ確認させろ」

　クレイは珍しく、ほんのわずかだが躊ちゆう躇ちよして、それから質問した。

「こいつは……オレの前任者なのか？」

　クレイの問いに、フィンはうなずいた。

「こいつは、絶望したきみだ。世界の未来を信じられなくなったきみだ。多様な世界が、多様なままわかりあえるかどうか、確かめることをあきらめたきみだよ」

　それが、クレイが世界の外にいる理由だった。世界の滅びは、不寛容という間違った道を歩んだからだと確かめるため、世界は『たったひとつの正しさ』に押しこめられる必要があるのかどうか、見極めるため。

　次にジャックが口にした質問も、同じ思いに由ゆ来らいするものだったろうか。

「では、尋ねるね……。ねえ、きみ。その手紙を受け取って、そこに希望は見えたかい？」

　キボウに渡されたもの。それは地図だった。

　この、荒廃しきった世界のかけらを、抜け出す道を記した地図。ただし、抜け出した先に、何があるかは知らされていない。渡された者は、この狭い閉鎖された世界と未知の外界をつなぐことを、自ら、決断しなければならない。

　そのためには、気力が、好奇心が、夢が、未来を信じて、仲間を求める気持ちが必要だ。

　だから──。

　クレイは、まったくなんの不安も抱かなかった。彼の目に、キボウが映っている。

　そして、キボウは、きょとんとした顔でこう告げた。

「なにを言っている？　そんなこと、なんで尋ねるのだ？」

　キボウは、そして、希望に満ちた笑みを浮かべた。

「ワタシが、希望なんだぞ？　希望は、常にワタシと一緒にある」

　キボウの瞳ひとみに、強い光が宿る。

　彼女の肩を掴つかみ、ゆすぶって、そしてクレイは、もう一度立ち上がった。

　ジャックは、唇を笑みの形に歪ゆがめた。ぎらぎらと、その目に憎しみが燃えている。

「よく言った。そんなきみこそ、あらためて絶望させる価値がある。今はひきさがろう」

　涙を流したままのジャックが、嘲あざけりの笑みを浮かべて、そのまま足もとから闇やみの蒸気を噴き出させて姿を消す。

　白く輝く霧が〈永遠の昼下がりの森〉から〈看護師〉を招き寄せたのは、そのしばらく後のことだった──。
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「酒でいっぱいのジャングル？」

　尋ねられた船乗りは、けげんそうな顔つきになった。

　極南大陸の中部沿岸地方、真珠海岸と呼ばれている地域にある港町の、にぎやかな酒場である。別の地球なら、アフリカ大陸中部と呼ばれるだろう地域だ。

「そうそう。この近くに、そういう伝説があるって聞いたんだけど？」

　問い返されてそう補足したのは、金髪の少年である。

　蒸し暑いこの土地では、誰もが肌もあらわな格好だけれど、この少年は、何かの制服めいた衣服をきちんと着こんでいる。そのくせ、汗ひとつかいていない。フィンである。

「湧わき水もお酒、木になる実も酒でいっぱい。そういうジャングルがあるんだって」

「このへんの連中のバカ話ばなしなんざ、俺が知ってるわけねえだろ。地元のやつに聞けよ」

　船乗りは、不機嫌そうに酒をあおった。

「ごめんごめん、おじさんが、いちばん酔っ払ってるみたいだったからさ」

「なんだとこら！」

　船員は、手にした杯を、テーブルに叩たたきつけた。

「てめえ、さては女房に頼まれて、俺の酒に文句をつけにきたな？　それで、酒のジャングルなんてバカバカしいイヤミを言いやがるのか！」

「そりゃ誤解。そんなただ働き、ぼくがするわけないじゃない。あなたの奥さんが、禁酒願いの手紙でも書いたなら、あなたに届けるかもしれないけど。いまはこれをどうぞ」

　ちょうど給仕娘がやってきたので、盆のグラスをひょいと取って飲ませた。

　船乗りはしゃっくりひとつして、そのまま、テーブルにつっぷして眠ってしまった。

「というわけで、あらためてもう一杯」

「へい、今度は静かに飲んどくれやっしゃ」

　磨いた黒こく檀たんのような肌は、地元美人のあかしだ。極南地方の、はんなりした言葉遣いである。水着とたいして変わらぬ露出度だ。給仕娘は、カウンターに戻っていった。

「聞きこみするなら、もうちょっとマジメにやれよ」

　フィンのかたわらにいた黒髪の青年──クレイが、ぼそりと言った。そこに、給仕娘が戻ってくる。

「ほい、これが、地元のもんがいちばん飲んでるお酒。ンガーニヤさまからの授かりもん」

　やしの実をくりぬいたカップをさしだしてくれる。

「でな、ンガーニヤさまの住んではる森が、お客さんの言うてはった、お酒いっぱいのジャングルやねん」

「あら、聞こえてたんだ。じゃ、きみのぶんも一杯、おごるよ」

　にこりと笑ったフィンは、ポケットから何枚かのコインを取り出し、指の間をくぐらせた。一枚が二枚、二枚が三枚、三枚が五枚になって、また一枚……。

「はい、まいど」

　……に戻る途中で、ひょいひょいと二枚、つまみあげる。

「うちの気をひくんやったら、もうちょっと珍しい手品にしてもらわんと」

　自分の酒をとりに戻る彼女を見送って、フィンは、くるりとクレイにふりむいた。

「ぼくは、ちょっと別に気になる人がいるから、彼女のほうは頼むね」

「え？　何言ってるんだ、おい？」

　聞きこみはフィンの仕事だろうと、気楽にかまえていたクレイ、大慌てである。

「話したそうに見てる人がいるんだよ。ふふ、情報提供者が二人もあぶりだせるとは、期待以上の出来だね、ぼくってば」

　フィンの発言は、さっきのは酔っ払いにわざと絡まれて注目されることで、まとめて情報を求めていることを全員にアピールする計算だった、という意味なのだが。

「ほんとか？　ほんとに計算してたか？　適当にやってみたら、うまくいっただけだろ？」

　クレイのツッコミは、地元の住人らしい老人のところへ、ふらふら歩いていってしまったフィンには届かない。

「あれ、さっきのお客さんは？」

　給仕娘が戻ってきた。

「いや、その、なんだ。ええと……それより、酒のジャングルの話を聞かせてくれないか。オレはそれに興味がある。探検家なんだ」

　給仕娘は、しばらくじっとクレイを見つめていた。

「ま、ええわ」

　いきなり、ずいっと顔を近づけてきた。胸の先端が、肘ひじに触れる。給仕娘は、ちろりと舌を出して、くちびるをなめた。

「死んだひい祖ば母ばさまが言うてたん。赤い湖の向こう、虹の落ちる谷を越えた先に、ジャングルの女主人のンガーニヤさまって女神が住んでるて。人間にお酒の作り方を教えてくれはった女神で、住んではるジャングルには、いつもお酒がいぃ～っぱいあるんやて」

「おとぎ話にしては、あんまり子供向けじゃないな」

「ううん、おとぎ話っていうと、ちょっと違うかな。うちらはともかく、ひい祖母ちゃんは、ホンマにあったことやて信じてたし。どっちかっていうと、神話ちゃうかな」

「どう違うんだ？」

　やし酒を舐なめて、クレイは顔をしかめた。

「これ入れると、口当たりがまろやかになるよ」

　給仕娘は黒糖をひとつまみ、自分のやし酒のコップに入れた。クレイも真ま似ねる。

　一口飲んでから、給仕娘はさっきの質問に答えた。

「おとぎ話をホンマのことやと思うやつはいてへん。けど、うちらの世代でも、ご先祖から伝わってきた神様のことは、心のどっかで信じてるんよね。神様がいてるから、うちらは、どんな格好して、どんなもの食べて、どんな家に住んでも、やっぱり同じ血筋のラセタや、みたいなとこがある」

　ラセタというのは、このあたりに古くから住んでいる民族が自分たちを呼ぶ名だ。

「……そういうもんか……。まあいい。で、そのンガーニヤという女神はどんな神で、さっき言ってた、赤い湖ってのは、どこにあることになってるんだ？」

　クレイは、ピンとこない顔つきのまま、先をうながした。

「女神様は……美人らしいね。おっぱいは大きいって聞いたけどね。で、赤い湖は……」

　給仕娘は、意味ありげにクレイを見つめた。

「もう一杯、注文したほうがいいのか？」

　生き真面目まじめな調子で、クレイが言った。

「あは。そういうことと違うんよ。たまにいてはるんよ。ロマンや探検や、とかいうて出かける人が。で、行った先で迷惑かけてくれんねんけんど、お客さんは、なんでかだいじょうぶな気ぃがする。目つきは悪いけど、目の奥の光が優しいもん」

　無害な変人、と判断されたらしい。

「ひい祖ば母ばちゃんの生まれた村の近くにある、大きな湖や。茶色に近い、濁った色やけどな。昔はともかく、いまは列車で何時間かで着くわ。村でまた聞いたらええわ」

「そうか……ありがとう」

　そこで給仕娘は、他のテーブルに呼ばれていった。クレイは、フィンを探した。彼は、カウンター席で、地元の老人と話している。近づくと、こんな言葉が聞こえた。

「で、その兵隊さんは、死んじゃったの？」

　フィンの右手は、この土地で流通している硬貨をもてあそんでいる。それが、指の間を通るたび、一枚が三枚になり、三枚が一枚に戻り、次は四枚になって、全部の指の隙すき間まを埋めた。老人は、目で硬貨を追いながら、ぼそぼそと話した。

「ああ、死におった。崩れてきた荷物から、子供をかばってな。白い肌の兵隊が、自分の命を捨てて、黒い肌の子供を助けるやなんて、はじめてのことや。バカなことをしたちゅう旦だん那ならもおるが、わしはそうは思わん。あの人はえらい人やった」

　言葉の途中で、老人の目は硬貨を追うのをやめて、手にしたグラスを見つめていた。

「不思議なのは、死んだ途端に、ずいぶん年をとってたことや。生きとった時は、若うて頑丈そうやったのに、死んだ途端にしなびとった」

　不思議なのはと前置きはしたが、老人の口調は、淡々としていた。

「結局、あの人の素性はようわからんかった。兵隊の服は着てたけど、戦争が終わって、あの国の軍人は、みなとっくに引き上げとったしな。名前のわかるもんは持ってなかった」

　そこで、言葉を切り、老人は酒で口を湿らせた。

「この港町では、ようあることや。故郷と縁を切って船に乗って、ここまで来る白い肌の男は山ほどおる。またひとり、名前のない男がここで眠りおった、いうだけのことや」

　よくある、と言いながら、今度は、老人の口調は哀かなしみを漂わせていた。

「北の外れの共同墓地に葬られて、そのままになっとる。あの人が注文した、こいつの引き取り手も、おらん」

　老人は、ポケットに手をつっこむと、指輪を取り出した。銀の輪に黒真珠をはめこんである。シンプルだが、上品な作りだった。老人は、細工師だったのだ。

「持ち歩いてるの？」

　フィンが尋ねると、老人は、小さくうなずいた。

「いつか、誰かがあの人を探しに来たら、渡さんといかんと思うてな。……助けてもろたんは、わしの孫じゃ。せやから、細工賃の支払いはすんどる」

　フィンの手の中から、硬貨が全部消えた。

「ねえ、おじいさん。ぼくらは〈郵便屋〉だ」

　フィンは笑っている。いつもの、ニヤニヤではなく、優しい静かな微笑ほほえみだ。

「届かないはずの手紙、なくしてしまった手紙、出せなかった手紙を届けるのが、ぼくと相棒の仕事なんだ」

　視線を投げられて、クレイは、肩からかけた郵便カバンに、手をさしいれた。そして、封筒を取り出した。しっかりした紙で作られた、最上質の封筒だ。

「ぼくらは、その指輪を本来の持ち主のもとに届けられると思う」

　そう言ったフィンの瞳ひとみを、老人は、まっすぐにのぞきこんだ。

　そして、老人は、封筒をクレイから受け取り、その中へ指輪を落としこんだ。クレイは封筒を手に戻すと、カバンから出した蝋ろうで閉じた。

　老人は、穏やかな声でフィンに言った。

「切手代はいくらだね」

「はじめてのご利用に関しては、利用料金はサービスさせていただいてます、お客さん」

　そう言った時のフィンの笑みは、いつものにやにや笑いだった。





　　　　　２．






「なんだ、おい、この酒臭さ」

　汽車をおりたとたんに、クレイが顔をしかめた。

「いや、問題は酒臭いってことじゃないと思うんだけど」

　珍しく、フィンも憂い顔。

　港町から三時間。トンネルを抜けると、そこは密林だった。

「この村は、蒸気文明諸国が入りこんでるから、ずいぶん開けてるって話だったんだけど」

「少なくとも、視界は開けてないな」

「おう、後輩くんがうまいこと言うの、はじめて聞いたかも」

　クレイは返事をしなかった。駅のまわりは、濃い、とても濃い、濃厚そのものの緑で埋め尽くされていた。駅のホームまで、緑の木々と色とりどりの花に覆われている。

　フィンは、手近の花を手折って、香りを嗅かいでみた。

　アルコールの匂においがする。

「おまえの調べじゃ、このあたりは、海岸の真珠や、内陸部の地下資源やらをめぐって、戦争にも巻きこまれたってことだったな。つまり、戦争で街が消えてジャングルになったんじゃないか？」

「まさか。いくら暑くて植物の成長が早いからって、ここまではありえないでしょ。戦いの惨禍の爪つめあとどころか、文明の痕こん跡せきも見当たらないし」

「いーっひっひっひ、ようこそ旦だん那な方！　切符をお願いしやーす」

　その声と同時に、汽笛が鳴り響いて、列車は何事もなく、発車していった。

「あれ……駅員かな？」

　あっけにとられて、フィンが言った。クレイは、一瞬、返事に詰まった。

「制服を着てるんだし、駅員だろう。……たとえ猿でも」

「いーっひっひ、よく言った。兄さんはなかなか、えらいね。たいしたもんだね。兵隊でいうと大佐か准将くらいえらい」

　駅員の制服を着た、猿が言った。言って、また笑った。体の大きさは五歳の子供ほど。体毛は金髪で、腕が長くて尻尾しつぽも長い。見たこともない種類の猿だ。

「さあ、切符だ切符。切符を寄よ越こせ」

「はいはい。これだよ」

　フィンがさしだすと、猿は切符を奪い取って口に放ほうりこみ、ガムのようにくちゃくちゃと噛かみはじめた。

「うまい。やっぱり切符は美う味まいわ」

「念のために聞くけど、駅員さん、この近くに、虹の谷に通じる赤い湖はあるかな？」

「はあ、どうだったかなあ」

　とぼけた返事をして、猿は、長い腕をのばして、改札口のボックスの床から、でかい瓶を持ち上げた。ごくごくと中身を飲む。だらだらとこぼしている。濡ぬれた口もとを手でぬぐうと、その手をクレイにさしだした。

「おい、そっちのも切符。早くしな」

「いいかげんにしろよ！」

　クレイがいきなり、駅員猿を怒鳴りつけた。怒鳴りながら、律儀に切符はさしだしているのが、彼らしいといえばらしい。

「駅員なら、まわりの地理くらい把握しとけ！　それから！　勤務中に酒を飲むな！」

「酒じゃねえ、これは水だ。少しは酔いを冷まそうと思っれな」

　ちょっと舌をもつれさせつつ、猿は言った。クレイの切符を口に放ほうりこみ、瓶の液体を顔に注ぐ。飲むというより、浴びてる感じだ。

「じゃあ、いったいこの匂においはなんだ？　このへんは、井戸を掘ると酒が湧わくのか？」

　クレイの顔がほんのり赤いのは、怒っているせいではない。怒ったときは、どちらかというと顔色は白くなる。あと『のか』は『ろか』と聞こえた。

「出るんじゃないかなあ。花だって酒臭かったくらいだし」

　猿の代わりに、フィンが言った。

「うひーっひっひ、あんたら面白いねえ、兄さん。その通りさ。ンガーニヤさまが、酒を飲んでねえのよ。おかげで、全部の水は酒になり、酒は水になって、世の中この通りよ」

　ききっと猿らしい声をあげて、駅員猿は、改札口を飛び出した。手近の木にするするっと登って、そこになっていた実を投げてくる。とっさに、クレイはそれを掴つかみとめた。

　バナナだった。

「何をひやがる、きさまっ」

　クレイが、顔を真っ赤にして怒鳴った。すでに、舌はまったく回っていない。

「そいつはプレゼントだよ。食べてみなよ、うまいぜ」

「適当なことを言うな、足もとに投げてオレをころばせようとしたんだろう」

　言葉が『ころらせようとしたんらろう』になっている。

「そうわいくか。喰くっれしまえば、もうすべることはないろ」

「いや、ちょっとまってクレイくん。きみ、ずいぶんおかし……」

　フィンが止める暇もなく、クレイは、まるで飲みこむようにバナナを食べてしまい──。

「ひっく」

　しゃっくりひとつもらして、そのまま、バタンと倒れてしまった。

「ひゃーはははは！　面白い兄さんだな。じゃあ、また会おうぜえ」

　猿は、そのまま、ジャングルの奥へ消えていった。

「……何がどうなってんだかなあ」

　フィンは、憮ぶ然ぜんとしつつ、いびきをかきはじめたクレイのかたわらにしゃがみこんだ。しばらく考えて、クレイの鼻をつまむ。

「……ふが」

　クレイの口が開いた。そこで、フィンの顔に笑みが浮かんだ。さっきの猿に、よく似ている。フィンは、クレイの口もふさいでしまった。十秒、三十秒、一分、二分……。

「ふおわっ！」

　クレイが跳ね起きて、フィンの手をふりはらった。目を白黒させている。

「い、いまっ、おまっ、なにっ」

　咳せきこんでいるクレイの顎あごを掴つかんで、フィンは、どこからともなく小ぶりの水筒を取り出した。強烈に青臭い液体を、クレイの口にそそぎこむ。

「……ん！　……んが」

「吐いちゃだめだよ。ごくんと飲んで。酔いが冷めるから」

　クレイの口をもういっぺん押さえて、フィンも、一口、くいっとやった。

「……ふはっ」

　フィンが手を放すと、クレイは、むさぼるように空気を吸いこんだ。

「……殺す気か、おまえ」

　恨みがましい目で、フィンを見つめる。

「そんなことより、これ、かなりヤバイよ」

　フィンの目は、緑のジャングルに向いている。真剣な目だ。

　あたりに見えるのは、ありとあらゆる熱帯の木々である。鮮やかな色合いの花々が咲き乱れ、奇き天て烈れつな鳴き声をあげる、極彩色の鳥が飛び交っている。

　近代的な建造物とか、活動的に行き来する人々とか、舗装された道路を走る蒸気自動車とか、予想したものは何もない。

　いや、よく見ると、木の間に錆さびついている鉄の塊がある。あれは、蒸気自動車ではないだろうか。頭に鳥を止まらせたまま、木の根を枕まくらにぐうすか眠っている人々もいる。

　そういえば、クレイとフィン以外にも、おりてきた客は、いたはずだ。見回すと、彼らは、既に眠りこんで、緑の葉っぱに包みこまれている。クレイが冷静さを取り戻した。

「……確かにまずい感じはするな。どういう意味でヤバイんだ？」

「神様は実在するんだ」

　フィンは、ジャングルを漠然とさして言った。いつものにやにや笑いは消えている。

「そりゃ、わかってる。けどどうせ寝てる……寝てないのか、ここのは？」

　クレイの顔色が変わる。

　ここのような、つぎはぎの地球は、ひとつではない。あまりに掛け離れた世界は、うまくつながらないから、通常は、馴な染じみやすいように似た世界をつなげる。大きな基準になるのは、技術や文明レベルだ。しかし、同じ世界だからといって、全部が全部、統一されてるわけではない。技術の進んだ国の都市部の人々と、太古のままに暮らす人々が、離れた地域で同じ時代を生きるのは、ふつうのことだ。

　そして、つなぎあわされる断片には、稀まれに、他と掛け離れた世界がまじることがある。

「たとえば、このジャングルは、魔法でいっぱいだ。この地球に、多少の魔法はあるけど、それはみんな錬金術とかそれなりの理論に基づいてる。ここは違うよ。神話の世界だ。つまり、魔法に理屈はない。本物の魔法さ」

「……本物の、魔法か」

　クレイは、自分の銀の腕に目を落とした。ほんのわずかだが、輝きが強い気がする。

　フィンは、小さくうなずいて、言葉を続けた。

「たいていは、世界の継ぎ目の、隙すき間まに隠れてくれるんだけど、何かの理由で自重しなくなっちゃって、神話世界が入りこんできちゃうことがある。大いに危険だね」

「どういうことだ？」

　眉まゆをひそめて、クレイは尋ねた。

「密林の奥に女神さまが眠っているだけなら、人々は気づかない。でも、こんな風になって、大勢の人間が、あそこはおかしいんじゃないかと思ったら、そこは世界から浮く。文字通り浮き上がるのさ。世界が裂ける。他にまで、ほころびが広がるかもしれない」

「……〈引き裂き屋リツパーズ〉のしわざか？」

　つい先日、そのうちの一人に、痛い目にあわされたばかりのクレイは、瞳ひとみに闘志を燃やしはじめた。感情の起伏が激しい。まだ、けっこう酔っているのかもしれない。

「さあね。とにかく、ぼくらの仕事は、手紙を届けること。それを考えればいいんだよ。まずは、女神さまのところへ向かおうじゃない」

　と言って、フィンは、ジャングルへと進み出て、そして数歩で、足を止めた。

「……女神さま、どこにいるんだろうね？」

「知るか。ここへ来てから、村の連中に、赤い湖ってのがどこか尋ねようと思ってたんだ。地道に歩きまわるしかないだろ」

　そう、クレイが口にした時だ。ジャングルが、動いた。まるで、クレイとフィンを導きいれるように、木々が道を空けたのである。

「どうなってる？」

　クレイは、銀の右腕を胸の前に持ち上げると、その手首を左手で握った。警戒しているのだ。無理もない。

「なるほどねえ、そういうことか」

　フィンは、一人合点して、どんどんジャングルへ入りこんでいく。

「ここは神話の世界だってことだね。なにか決まったセリフをいうと、まわりも決まった行動をとるんだよ。整合性とか、悩まないほうがいいんじゃない」

「そんな適当な説明で、オレを納得させようってんじゃあるまいな。何かの罠わなだって考えたほうが、よっぽど腑ふに落ちる。頭脳労働担当なんだから、おまえがちゃんと考えろ」

「考えてるよー。考えて、大丈夫だって言ってるわけ」

　もうフィンの姿は、緑の葉の間に隠れようとしている。クレイは、まるで納得できていない顔つきだったが、周囲を油断なく見回しつつ、急ぎ足でフィンを追った。

「いてっ！　気ぃつけんかい！」

　いきなり足もとから声が聞こえた。

　見下ろすと、尻尾しつぽが切れたばかりの、小さなトカゲが、クレイを睨にらみつけていた。目が妙に人間めいているが、それ以外は、鮮やかな紅色が目立つだけの、ただのトカゲだ。

「おい、なんとか言えや、人間。謝らんのなら、おまえの娘を嫁に寄よ越こせ」

　一瞬驚いたが、クレイも、伊だ達てにパッチワークアースを渡り歩いてきてはいない。

「おい、神話的とかいえばなんでもありだとか、なめてんじゃないぞ」

　ただでさえ悪い悪いと言われる目つきに、気合をこめると、トカゲは怯おびえた。

「いや、その。別になめてるわけじゃおませんねんで？　というかむしろですね、神話においては、あっしは人間に知恵を授けたことになってて」

「うるさい。どうせ、騙だまし返されて、人間の嫁には逃げられるオチなんだろうが」

　睨まれたトカゲは、妙に人間くさい仕草で、小さな前足で頭をかいた。

「まあ、いい。喋しやべるなら都合がいい」

　都合がいい、ですまされて、なんとなくトカゲはしょんぼりして見えた。

「赤い湖と虹の谷ってのはどこにある」

　クレイが問いかけると、トカゲは、きょとんとして言った。

「汽車で来はったんですよね？」

「それがどうした」

　問いかけるトカゲに、クレイは、いらだたしげに返した。

「じゃあ、湖の岸辺を通ってきたでしょうに。谷かって、渡りはりませんでした？」

　言われてみれば、茶色く濁った池の脇を通り過ぎて、花がまばらに咲いた谷を鉄橋で渡ったような気もする。

「神話の光景なんて、実際に来てみりゃ、そんなもんですってー」

　トカゲがしたり顔で言った。

　いや、トカゲの表情がわかるはずはないのだが、わかってしまった。

「もしかすると、あっしは旦だん那なの幻覚かもしれまへんで？　……えへへへへ」

　照れ笑いのような声を残して、トカゲはちょろちょろと木々の間へ逃げこんでいった。

　いくらなんでも、アルコール依存症が進んで、禁断症状で幻覚を見るのは早すぎると思うのだが、しかし……。

「ちょっとー、後輩くん。遅れないでー。道に迷っても迎えに行かないよ」

　先のほうから、フィンの声が聞こえてくる。

　クレイは、こめかみをもみほぐしながら、先へ進んだ。頭が痛いのは間違いないが、たちこめる酒の香りで酔いはじめたからなのか、自分が置かれた状況のせいなのかは、はっきりとは、わからなかった。

「おーい、後輩くーん」

　また前方から、フィンが呼んでいる。

「わかってる。すぐに追いつく！」

　クレイは、不機嫌な口調で怒鳴り返した。

「いや、そうじゃなくってね。いたんだけど、女神さま」

「もう見つかったのかよ！　どうなってるんだよ、神話の森。ふつうは、試練とか乗り越えてからだろ？　違うか？」

　頭痛は状況のせいらしい。ぶつぶつ言いながら前進する。目の前の枝を押しのけたら、そこにたまっていた雨水を浴びた。これも、酒の匂においがする。

　猛然と怒りが湧わいてきて──。

　それはしかし、すぐに消えた。ジャングルの真ん中にある、奇妙な広場に出たからだ。
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「なるほど、ジャングルの女神だから、宮廷も野外ってことか。あ、ども。外地から来た〈郵便屋〉です。よろしく」

　フィンが挨あい拶さつをすると、黄金の色に輝くライオンが、じろりと彼を睨にらんだ。他に、犀さいと象と鰐わにと──さまざまな生き物が広場を埋めていて、そいつらからも睨まれた。

　そうした生き物にかこまれて、広場の真ん中には、真っ白な牝め牛うしが寝そべっている。象と比べても、ひとまわり大きな牝牛だ。牝牛の乳房は、だらりと地面に広がっていた。

　そして、乳房の上に、しどけない姿勢で横たわっている、おとなの女性がいた。

　肌は磨き上げられた黒曜石の色、豊満もしくは豊ほう穣じようという言葉を立体にしたかのようなプロポーション。肌はあらわで、大事なところをわずかな面積の布が隠しているだけだ。

　きつくちぢれた緑の髪は、どこまでものびてジャングルと一体化している。顔立ちには、母性とあどけなさが、無理なく同居していた。

　女神ンガーニヤである。

　この手の神話にありがちな異形ではなくて、人間に近い姿をしていた。至上かどうかは趣味にもよるだろうが、誰もがとびきり美しいと認めることは間違いない。

　クレイは、ぽかんと口を開けて、彼女を見つめていた。

　ふだんならさっそく配達にかかる彼が何もしないので、フィンは、いぶかしそうな表情を一瞬、浮かべた。そして、相棒に代わって、前に進み出た。

　動物たちは、見つめるほかに威嚇も歓迎もしない。そろってけだるそうに寝ている。

「……なんかやりにくいな」

　空気を無視するスキルでは定評のあるフィンが、そう呟つぶやくくらい、彼らは、かまうなオーラを撒まき散ちらしていた。フィンは、少し離れたところから、大声で挨あい拶さつした。

「あらためて。はじめまして、女神さま」

「うるさい、黙れ、静かにせえ。頭に響く」

　黄金のライオンが、年老いた男性の声で、うなるような声で言った。象も犀さいも、どいつもこいつも、殺すぞ、という目でフィンを睨にらみつけている。

「わしらはみな……二日酔いなんや。用があるなら、静かな声で話せ、静かな声で」

「あ、はい。すいません」

　さしものフィンが、素直に謝る以外、対処を思いつけない。

「あのですね。ぼくらは〈郵便屋〉です。今日はですね」

「受け取らへんから」

　ンガーニヤが、言葉の途中でさえぎった。

「えっと、その……」

「あいつからの手紙やろ？　どうせ別れ話やん。これやから人間は……うぇっぷ」

　酒の女神ンガーニヤは、途中で口もとを手で覆った。一匹の猿が飛び出して、葉で編んだ袋をさしだす。腐っても女神というか、腐敗と発酵は現象として同一というか、彼女の喉のどからあふれ出たものは、かぐわしい香りを放っていた。

「……あのう、何がどうなってるんでしょうか」

　フィンの疑問に答えてくれたのは、ンガーニヤを座らせている、巨大な牝め牛うしだった。

　年老いた優しい女性の声で話す。

「それがねえ。この娘が好きになった人間が、もう三月も戻ってこやへんもんやから。その間、この娘いうたら、一度も酒を飲んでへんのよ」

「おばあちゃん！　おばあちゃんは、だまってて……うぇぇぇ」

　怒鳴ろうとして、ンガーニヤは、またひどい吐き気に襲われたらしい。あたりにたちこめたのは、最上級の銘酒に匹敵する香りだ。

「飲んで、ない？　でも、どう見ても」

　悪酔いしてるようにしか見えないのだが、それについては、ライオンが答えてくれた。

「ンガーニヤさまは、酒の女神であらせられるのや。みずからがそこにおられるだけで、あたりは酒になってしまう。その酒を、みずからまた、きこしめすのが常態なんじゃ。そうなされておらぬからこそ、まわりに酒があふれる。そして、ンガーニヤさまは、酒を飲まねば酔うてしまわれるというわけじゃな」

「ややっこしいんですねえ」

　ライオンの長々しい説明が終わるころには、ンガーニヤも、少し落ち着いたようだった。ちょっと涙を浮かべた目で、フィンを睨にらんでいる。女神の威厳はどこにも見当たらない。

「……かわいい」

　誰かが、フィンの背後で、ぽつんと言った。

「え……？」

　背後にいるのはひとりだけだ。けど、いまのはその人物の声だったか？

　フィンが絶句している間に、牝め牛うしは、ンガーニヤをなだめてくれている。

「ンガーニヤや、おまえ、酔った状態にはなれてないんやから、お酒を飲まないと体にさわるえ。素面しらふになって、そしてあの方たちの話を聞いたほうがええんとちがうかい？」

「おばあちゃんは黙っててちょうだい！　これは、わらわの問題なんやから」

　女神さまのわりに、一人称がわらわである以外は、俗っぽい話し方であった。

「我が女神、美しきお方よ」

　低い声での呼びかけが、フィンの背後から聞こえてきた。

　間違いない。これは相棒の声だ。ただし、ふだんの状態ではない。ありえない。

「我々がたずさえたのは、あなたが愛したものが決してあなたを裏切ったりはしなかったと、それをお知らせする手紙なのです」

「だったら！　なおさら、受け取りたくないわよ！」

「いいえ、受け取ってください。あなたの心に安寧をもたらすことができるなら、オレは命もかけましょう！」

　力強い言葉だった。女神を想おもう真情にあふれていた。それはもう、全身に痒かゆみを生じるくらいに。フィンは、ついに耐え切れなくなって、背後をふりむいた。

「……クレイくん、きみ、酔ってる？」

「バカを言うな、オレは酔ってなどいない！」

　クレイは、勢い良く首を左右にふった。目が、据わっている。明らかに酔っていた。

「これほどに気分が高揚したことも、なんでもできる気持ちになったことも、ない！　身体能力、思考能力ともに問題なし。どこも酔ってなどいない」

　クレイは、武術の型を演じ、同じ意味の単語を十ヶ国語で言い、地面に書いた高等数学の方程式の解き方を解説した。

「どうだ。オレは酔ってない」

　真顔で、クレイは言った。全身がびしょ濡ぬれだ。どこかで酒を浴びてしまったのだろう。

「オレは酔っていない。だから、女神さまに手紙を届けねばならんのだ」

「何がだからになるのか、さっぱりわかんないよ。脈絡ないじゃん。酔ってるよね？」

「酔ってはいない。いや、女神さまの可か憐れんさには酔っているかもしれん」

「いやいやいや。あのひとは綺き麗れいだけど可憐とは言わないでしょう」

　ずんずんと進み出る、ありえないクレイを、フィンは腕をかかえて止めた。

「受け取りたくないと言うたら、わらわは受け取りたくないのや！」

　ンガーニヤの言葉に、まわりの動物たちも反応している。象は牙きばを向け、鰐わには口を開いた。手紙を受け取れば、ンガーニヤが、酒の発生を自制できるようになって、この二日酔いから解放されるかもしれない……とわかっていても、女神への忠義は捨てられないのだろう。彼女の意志に従い、クレイを近づけまいと威嚇している。

「ほら？　みなさん、迷惑そうだよ、クレイくん？　まずは、女神さまの承諾を得ないと」

「そのひとのためになるのだから、オレはしんじつをつらぬくのら。はなせ！　命をかけても、オレはたくされたてがみをわたす」

　じたばた暴れるので、さっきの酔い覚ましの薬を飲ませるのも、ままならない。

「ねえ、ンガーニヤや？　あれほど言ってくださってるんやから」

「おばあちゃんは黙ってて！　やだっていったら、やだ！」

　牝め牛うしがまたなだめにかかる。もうぐだぐだであった。それにようやく助け舟を出したのは、黄金のライオンだ。執事とか家老とか、そういう役割なのだろう。

「いかがでしょう、ンガーニヤさま。こやつは、命をかけると申しております。三つの試練を与えてはどないですやろ」

「……ああ、あれか。酒の作り方を盗み出した人間にやれば許してやるって」

　ンガーニヤは、こくこくとうなずいた。縦に激しく動かしたせいで、また気分が悪くなったらしい。猿が、うやうやしく、葉で編んだ袋をさしだした。

　そこに、最高級のあらゆる酒を吐き出しながら、女神は、手で、よろしいという仕草をし、次におまえに任せるという仕草をし、最後に何かを追い払うような仕草をした。

「ほな、このシンバめが、代わって試練を司つかさどりますよって」

　黄金のライオンが、大おお店だなの番頭さんみたいな口調で言って、深々と頭をさげた。

「わかっら！　命にきゃえれも、なしとれれみれよう。ほひて、手紙を受け取っていららく」

　酒がさらに回ってきたのか、真っ赤な顔でふらふらしながら、クレイが宣言した。

「軽々しく、命がどうとか言うんじゃありません！　ええと、よろしくお願いします」

　ここは提案に乗るしかないようだと、フィンも頭をさげた。

「なんで、ぼくがお母さん役しなくちゃいけないんだよ」

　お辞儀をしたままぼやいた声は、誰にも届かなかった。





　　　　　４．






「あの人は、姉さんに似ている」

　クレイは完全に酔っ払った表情で言った。

（……醒さめたら、自分の口走ったことをふりかえって死ぬほど後悔するんだろうなあ）

　と、思いつつ、フィンは、まったく興味を持ってない口調で相あい槌づちを打った。

「ああそう。きみに姉さんがいたっていうのは初耳だけどね」

「何を言ってる！　オレに姉などいない！」

　クレイが、真っ赤な顔をさらに真っ赤にして言った。

（……あ、これは後悔どころか何も覚えてないパターンだ）

　と、フィンは思った。聞き流すべきか、それとも、ツッコむべきなのか。

「姉はいないが、三軒先にはいた。オレはあの時、若かった。三歳だ」

「よし、もう黙れ酔っ払い」

　本能的にツッコんでいた。

　もちろん、酔っ払いは聞き流して、自分語りを続けるものである。

「オレはあいつがうらやましかった。姉がほしくてだな、どんな姉がいたらいいか、いろいろ想像した。やさしい姉さん、きびしい姉さん、やさしい姉さん、きびしい姉さん……」

「きみ、あんまり創作能力ないよね？」

　相手が聞いてないとわかっていても、ついツッコんでしまうフィンだった。

「幼稚園時代、オレの隣にはいつも姉がいた」

「いないって言ったじゃない！」

「もちろん、空想の姉だ」

「ああ、なるほど。理解したよ。いわゆる、イマジナリーフレンドというやつだね」

　幼少期によくある、本当はいない空想の友達だ。冷静、というより投げやりな口調のフィンに対して、クレイの口調はますます情熱的であり。

「姉はいつもそばにいて、オレの面倒をみてくれた。なのに、オレは小学生になるころには、すっかりそのことを忘れてしまっていたんだ！　だが、いまこそ思い出した。忘却を詫わびるためにも、オレはあの人に幸せになってもらわねばならんのだ！」

　拳こぶしを握って、クレイが力説する。

「いいか、オレは……」

　大きく手を広げて、背を向けたまま岩に登って演説しようとする。

　つるんと足が滑って、そのまま背後の滝つぼに落っこちた。




「オレが？　そこまで無様に酔っていた？　まさか！」

　青ざめた顔で、ガチガチと歯を鳴らしながら、クレイが言った。自分を抱きかかえるようにして、ごしごしとこすって暖めている。クレイが青ざめているのは、冷たい水に落ちたからだけではないかもしれない。文字通り、死の淵ふちをかいまみたのだ。

「ぼくも、さすがに突き落としたりしないよ。シンバさんならともかく」

「わしかってやらんわ」

　この熱帯のまっただなかにあって、滝つぼの水は氷のように冷たく、並みの人間であれば、心臓が止まっていたかもしれない。奥底は、渦が複雑にからみあっており、水泳の達人だったとしても、浮かび上がるのに多大な努力が必要だった。

　クレイが生還できたのは、彼が、常人を上回る身体能力をそなえていたおかげであり、あと、銀の腕が、その指を岩に喰くいこませて流れに抵抗してくれたおかげだった。

「でも、きみの姉さんについての語りが止まってほっとしたよ」

「姉？　なんのことだ。オレに姉など……など……いない……ぞ」

　途中で、クレイの表情がこわばった。寒さと違う意味で、凍る。

　思い出したようだ。

「はは……まさか。オレがおまえに、想像上の姉について話したという、のか」

　クレイは、まじまじと目を見開いた。すでに酔いは、そのおかげですっかり醒さめている。

「おい、冗談だろう？　冗談だといえ。怒らんから」

　クレイは、すがるような視線をフィンに投げかけた。それに対して、フィンは、憐あわれみと慈愛の瞳ひとみでクレイを温かく見つめた。

「……そう……なのか。オレは本当に……口走ったのか、あのことを」

　クレイが、がっくりと膝ひざをつく。まるで真っ白に燃え尽きたように見えた。

「あー、おほん。そろそろ第一の試練について説明してええかのう」

「ほらほら、クレイくん。お仕事をしようじゃないか」

　気の毒そうな表情を浮かべたフィンに言われて、クレイはのろのろと立ち上がった。生気のない目で、シンバを見る。

「よいか。第一の試練は、水の試練。先日、この淵ふちの底に、女神さまは黒真珠の耳飾りを落としてしまわれたのや、この耳飾りは……」

「由ゆ来らいは別に興味ないから。拾ってくればいいんでしょ？　でも、ひどい話だなあ」

　フィンに説明の途中で口をはさまれ、あげくにひどい話よばわりだ。シンバは、むっとして、フィンを睨にらみつけた。

「何がどうひどい」

「だって、後輩くんに、もういっぺん、ここに潜れってことでしょ？」

「いや、おまえさんが潜ってもええと思うんじゃが」

　シンバの指摘は無視して、フィンは、同情に満ちた声で言った。

「どう？　大変そうだけど、もういっぺん行けそうかな、肉体労働担当？」

「……それなんだが」

　妙に戸惑った声で、クレイは言った。さっきの動揺は、もう影をひそめている。

「さっき、水中でもがいてるときに、こんなものを握りこんでな。そのう、本当に偶然なんで、それでいいのか、とは思うんだが」

　クレイが、そう言ってさしだしたのは、五センチほどの直径がある、漆黒の宝玉だった。

「……え？」

　シンバの顎あごが、がくんと落ちる。

「淵ふちに放ほうりこんで、もういっぺん取りにいったほうがいいか？」

　なんだかもうしわけなさそうにクレイは言った。フィンは、気軽に肩をすくめた。

「気にしなくていいんじゃない？　こういうの、ぼくの生まれた世界じゃあね『六ゾロふられた』って言ってね。偶然を相手にして勝てやしない。あきらめるもんだよ、うん」

　クレイからシンバに視線を移して、フィンは、その背中をポンと叩たたいた。スイッチでも押したかのように、かくん、とシンバの口が閉じる。

「ちなみに、万全の準備をしたのにダメだった時は『一ゾロふった』って言うんだけど」

「……なんやねん、その言い回し」

　シンバは、憮ぶ然ぜんとした態度でそう言った。

「そういうダイスゲームがあってね。さいころをふって、全部六の目だと、そいつの勝ちなんだ。反対に一の目だと……」

　かつて住んでいた世界では、ゲームが趣味だったフィンは、嬉き々きとして語りだす。

「説明を求めたわけやないわい」

　黄金のライオンは、くるりと二人に背を向けて歩き出した。

「次にゆくぞ、次に」

「はいはい。とっととやりましょう」

　フィンが、軽い足取りでついていく。クレイは、何度か首をかしげながら後に続いた。

　それから、ジャングルをしばらく歩いて、小さな山のふもとに出た。

　今度、シンバが案内したのは、小さな洞窟の入り口だった。

「二番目は、闇やみの試練じゃ」

　歩いているうちに気をとりなおしたのだろう。シンバの声は、朗々としている。

「この洞窟の奥に、女神さまが首飾りを落としてこられた」

「いろいろ落とす人なんだね」

　フィンがけろりとした顔で言うと、シンバは、牙きばをむきだして彼を睨にらんだ。

「……」

　フィンが、自分の口をふさぐジェスチャーをして、シンバはあらためて言葉を続けた。

「見たとおり、この洞窟は真っ暗くら闇やみや。しかも、ここには、夜の神による呪のろいがかかっておって、たいまつをかざして入ったものは、炎によって自らを焼き尽くしてしまう」

「可燃性のガスが満ちているのか？」

　クレイが、顎に手をあてて考えこむと、シンバが吠ほえた。

「呪のろいやっちゅーねん！　ここは神話の国やぞ。そういう合理的解釈はいらん」

「あ、ああ。そうか、すまん」

　怯おびえたようすはなく、老人への敬意をあらわに、クレイが謝罪する。

「……わかればよろしい」

　シンバは、がりがりと爪つめで地面を削った。

「ええと、どこまで話したかの？」

「中が暗くら闇やみで、明かりを持っては入れないってところまでだ」

　クレイが、律儀に教えてやる。

「そうやったな。すまん。さて、闇の中とはいえ、見つけるのに苦労はない。まっすぐ奥へと進み、つきあたったくぼみに手をさしこめばええのや。せやけど、気ィつけろよ。くぼみは二つある。間違ったほうには恐ろしい毒蛇がひそんどるぞ」

「……まあ、オレのこれなら大丈夫だろう」

　クレイが、右手をかざした。銀色の義手だ。

「ふははは、あいにくやが、毒蛇は、おぬしの首に飛びかかってくる習性なのや。風よりも早く、闇の中でよけることは不可能っ！」

　シンバが、どんどん調子に乗ってくる。

「つまり、これは英雄にふさわしい運をそなえているかどうかの試練……っ！」

　がおう、とシンバが格好をつけて吠ほえたところで。

「後輩くん、入るんなら、これ持っていくといいよ。火じゃないから燃えないし」

　フィンがどこからともなく、淡い緑の光をはなつ、ガラス球を取り出した。

「……え？」

　シンバの顎あごが、がくんと落ちる。

　フィンが取り出したのは、常温化学反応で光を発する、無炎ランタンだ。

「いいよね、使っても。燃えるのが承知なら、明かりを持って入ってもいいんでしょ？　クレイくんが難燃性なら、そのままたいまつでもいいんだけど」

「オレは〈鍛か冶じ屋〉のおやじじゃねえぞ」

　クレイは〈永遠の昼下がりの森〉に住む、大地妖精族の装備屋のことを思い出して苦笑いすると、フィンから無炎ランタンを受け取った。

　シンバに、もうしわけなさそうな目を向けたが、結局、それを使うのに、躊ちゆう躇ちよはしなかった。まず投げ入れて確かめる。たいまつを使うと焼かれる原因が、本当に呪いだったか、それともクレイが推測したようにガスだったかはともかく、その力が、この無炎ランタンに及ばないのは、間違いなかった。

　クレイは、日常的な足取りで洞窟に入りこみ、おとなしくとぐろを巻いている神話的毒蛇には近寄りもせず、首飾りを拾ってきた。

　シンバは、寂しそうな瞳ひとみで、その琥こ珀はくの首飾りを見つめていた。

「……ええと、すまんが、第二の試練もなしとげたことにしてもらえるかな」

　クレイが、心底もうしわけなさそうに言うと、シンバは、しぶしぶうなずいた。

「じゃ、第三の試練、いってみよっか！」

　微妙な空気のクレイとシンバに比べて、フィンは、じつにあっけらかんとしている。

「う、うむ。では、土の試練を……」

　と、シンバが言いかけた時だ。

「じいさぁん！　そいつは、おいらが代わりにやったるぜええええ！」

　耳障りな甲高い声が、ずいぶんな高みから聞こえた。

「その声は、いたずら猿のモウグルやないか。おのれ、また何ぞタチの悪いことを」

　と、反応したシンバが、声の聞こえたほうへと顔をふりあげる。そこに見えたのは、巨大な鰐わにに似た頭だった。シンバでさえひとのみにできそうなサイズだ。

「……え？」

　シンバの顎あごが、がくんと落ちる。

　もちろん、頭だけではない。十数メートルはある首が続き、一軒家ほども大きな胴体につながっている。それを支える四本の足は樹齢千年の巨木よりも太い。

　そのシルエットは、雷竜と呼ばれる恐竜に似ていた。ただし、その表皮は、ごつごつとした岩と土くれに覆われている。さらに、あちこちに石せき筍じゆんのようなトゲが突き出ていた。

　雷岩竜とでもいうべき姿だ。

　黒曜石の牙きばを持った、鰐に似た頭部が咆ほう哮こうをあげ、長い尻尾しつぽが左右にふられた。

「も、モケーレ・ムベンベ……こんなに大きなはずはない……」

　巨体を目にして、シンバが唸うなった。本来であれば、犀さいか、せいぜい象くらいの、岩でできた生き物と戦わせるのが試練だったのだ。その怪物の呼び名が、モケーレ・ムベンベ。

　だが、こいつは象の数倍以上ある。シンバの唸りに答えて、雷岩竜の頭のてっぺんにあぐらをかいている小さな影が、耳の痛くなるような声で笑った。

「うひゃひゃひゃ！　こんなこともあろうかと、ってえ言葉を知ってるかあ？　ンガーニヤが目覚めた時から、ちまちまと神力をかすめとって、ここまで育てておいたんだ！　そこのちっぽけな人間なぞ、踏み潰つぶしたるぜ」

「おや、駅員くんじゃないか」

　フィンの言うとおり、そこにいるのは列車の駅で、二人を出迎えたあの猿だ。

「なるほど、きみはトリックスターというわけなんだね」

　神話において、秩序をひっかきまわし、混こん沌とんをもたらす役割を担う存在のことだ。創造に深くかかわり、多くの場合世界に変革をもたらす。時には善で、時には悪。しかし、正直なところ、直接かかわる者にとっては、はた迷惑なだけの存在である。

「やめんか！　こないな無む茶ちやなことしたらは、正統な試練にならへんやないか！」

　シンバは、明らかに秩序の側で、これまでもこのいたずら猿には、さんざんふりまわされてきたのだろう。この際、噛かみ殺ころしてやろうかしらん、という気配が満々であった。

「試練とか言ってる場合じゃねえだろ、じいさん！」

　だが、猿は、語気荒く言い返した。どうも、ただ面白がってやってる風ではない。

「こいつらが試練をなしとげて、ンガーニヤに渡すもん渡したとするぞ、それで、またあいつが眠る気になったらどうする！　俺たちも知恵をなくして、ただの猿だ、ただの老いぼれライオンだ！　そんなの、我慢できるかよ」

　猿がそう言うと、シンバは、ぴくりと体をふるわせた。

「それは……確かにそうかもしれへんけども……そやけどしかし……」

「うるせえ。ンガーニヤには、このまま神力を垂れ流してもらうんだ！」

　猿が、その頭頂部をひっぱたくと、雷岩竜は大きな口を開いた。そこから、闇やみ色の蒸気とともに、無数の蒸気が噴き出した。

　さすがに、はじめから直撃は狙ねらってこなかったものの、人間の頭ほどもある岩塊が、高熱の蒸気とともにふりそそいで、ジャングルの一角が、惨さん憺たんたるありさまになった。

「おまえ、あの人の力を盗んだだけじゃないな。ほかの力を借りただろうっ！」

　闇色の蒸気を見て、クレイが怒鳴った。黒い蒸気は〈永えい劫ごうを終しゆう焉えんさせる谷〉の〈引き裂き屋リツパーズ〉だけが使う、暗黒のエネルギー源だ。やつらは、自分たちの目的にそって行動してくれる相手に、これを与えることがある。

「借りるもんか！　盗んだのさ！　持ちこんだヤツは、酒に浸つかってベロベロだ」

　雷岩竜が、後ろ脚だけで立ち上がり、クレイとフィンを威嚇する。

「どうだ、びびったら、とっとと帰れ」

「やっ、やめい。いくらおまえでも、ジャングルをこのようにするのは、やりすぎじゃ」

　黄金のライオンも、岩石と蒸気の破壊吐息ブレスには、さすがに腰を抜かしている。

　だが、フィンは、平然としていた。

「なるほど、さすがはトリックスター。〈引き裂き屋〉を出し抜くとはね。でも、やっぱり、やつらの持ち物を利用しちゃったなら、こっちも遠慮しないよ」

　フィンの手の中に、エネルギーカプセルがあらわれた。手首のスナップだけで、クレイに放ほうり投げる。それをクレイが、空中で受け止めた。

「意味のわからねーことを言ってんな、今度はあてるぞ！」

　あせり気味に、猿が歯をむきだして言った。

　フィンは、はるか頭上で、大きく開かれた雷岩竜の顎あごを、平然と見つめた。

「きみの敗因はね、駅員くん。機知と策略とジョークを武器にするべきトリックスターが、正面からの暴力なんかに頼っちゃったことだよ」

「この森の……いや、この世界の外には、いろいろ便利な道具があるんだ……よ！」

　二人がそれぞれに言い終えた時、クレイの右腕から、銀色の光の奔流がほとばしり出て、雷岩竜の頭部を、一撃で消し去った。

「あれ？」

　きれいさっぱし、尻の下の岩塊がなくなって、猿は空中に浮かんでいる。

「あり？　あら？　あろ？　ちょちょちょちょ！」

　気がついた瞬間、猿は空気中を泳いだ。さすが神話世界。

「あ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]れ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　猿は、落ちた。

「死んでないか、あれ？」

「大丈夫でしょ、神話世界だから」

　やや罪悪感を覚えている顔のクレイに、フィンはけろっとした口調で言った。

　ちょっと、神話の世界と、物語の中を混同してるんではないか、とクレイは思った。
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「なんというか、大変に不本意ではありますのやが。わしとしては、納得いかぬのでありますんやが」

「前置きが長い」

　ンガーニヤに、ぴしゃりと言われて、シンバはしばらく口をぱくぱくさせていた。

　そして、ようやく閉じて咳せき払ばらいすると、しぶしぶ続きの言葉を口にした。

「彼らは試練をなしとげよりました。ゆえに……」

「そんなこと知らへんもん」

　ンガーニヤが、ぷんと顔をそらした。見た目はともかく、ふるまいは子供のようだ。

「豊満な妻にして母、奔放な娘、女性のあらゆる可能性を内包するのが女神……」

　クレイがまた、まったくふだんの彼らしくないことを言った。フィンがちらりと見てみると、耳まで真っ赤である。また酔っている。ただの酒に酔っているだけではなくて、女神の神力がこめられた、酒精の気を集中的に浴びせられたのだろうと、フィンは判断していた。なるほど、ふだんとは人格からして変わってしまうはずである。

　本来なら、すべて終わっているのだから、酔っていても問題はない。……はずだった。

　しかし、実際には、女神の態度はこれである。

「試練に挑んだのはそちらの勝手。わらわは受け取るなどと言っとらんもん」

　ざわざわと、まわりを囲む動物たちがざわめいた。シンバの背中で、ぐったり横たわっていた猿も身を起こす。

「えーっ？　じゃあ、なんでおいら、あんな苦労したのよ。はやく言ってよ、はやくう」

　猿が、いやんいやんと体を揺する。

「なんじゃ、おまえ。元気なら、わしに乗っとるんやないわ！」

　シンバに一喝されて、猿は、あわてて息も絶え絶えな演技に戻った。

「けどさあ、やっぱりそりゃないよ、女神さま。おいら、こんなに死にかけてまで邪魔しようとしたんだぜ」

　さすがトリックスター。本来の自分の目的より、目の前にいる相手に、嫌がってることをやらせるほうに熱意をそそいでしまうようだ。

　けれど、女神も、かたくなだった。涙目でわめく。

「うるっさい、うるっさい、うるっさい。そんなの、あんたが勝手にやったことでしょ。わらわは受け取らない……。認めないからね！　わらわが認識したら、それが本当になっちゃうんだから」

「あなたの恋人の死が、事実になる？」

「そ……、……っ!?」

　さらっと口をはさんだフィンに、思わず返事をしてしまいそうになって、女神は、とっさに自分の頭部をやしの実に変化させた。酔っていても、女神さまである。いや、酔っていてこそ、か。

　なら、自分も、頭脳労働担当として、その全力をつくしてみせよう、とフィンは決めた。

「ほとんど認めたようなものだと思いますけど？」

　フィンに言われて、女神は、やしの実を、つまり自分の頭を左右にふった。

「かたくなだなあ」

　フィンが、ニヤニヤと、思いきり人の悪そうな笑いを浮かべて言った。まるで魔神のような笑いだ。動物たちが──女神の寝台代わりになっている、創造の牝め牛うしですら腰がひけるほどの悪党面だった。

「認識すまいと努力されるのはいいんですがね。ご忠告申し上げると、あなたの望みはかないません。たとえ、どれだけあなたが、神としての創造の力を暴走させて、あたりを酒で満たしても、このジャングルが、どんどん濃い酒に満たされるだけで、彼が本来属していた世界まで改変することはできないんです」

　それは、つぎはぎ世界の宿命だ。ゆるやかに、互いの中間へと歩み寄ってゆくことはできるが、相手を完全に自分と同質にすることはできない。やがてひとつになるために作られた世界だからだ。それがかなわなかったなら、世界の一部から、はがれて落ちるだけ。

「なによりの証拠が、ぼくらが試練をなしとげたことです。最初の偶然は別として」

　クレイが、厭いやな顔をする。

「次の洞窟で無炎ランタンが使えたり、銀の腕がモケーレ・ムベンベを吹き飛ばせたのは、本来ならおかしいんですよ」

　フィンは、くくくっと悪役じみた笑いをもらしてみせた。動物たちが体を震わせ、女神は、やしの実に変えた頭を、ぶんぶん左右にふった。

　反応おかまいなしに、フィンは言葉を続けた。

　この説得こそが、頭脳労働担当としての、彼の大仕事だ。

「いいですか。あなたが、本当にこのジャングルを神話の世界に戻してたんなら、その法則にそぐわない道具は、そもそも動かない。でもぼくらは使えた。つまりね、あなたはもう女神としての力は足りない。どれだけがんばっても……冥めい界かいに下って、死んだ恋人を連れ戻すような、そんなことが可能な神話の世界に戻すことはできないんですよ。あなたは、このちっぽけなジャングルの女神でしかないんだ。あきらめて、恋人の形見を受け取って、おとなしくジャングルの奥にひっこんで忘れられ……」

　フィンの顔に、強烈なパンチが叩たたきこまれる。金髪の少年は、吹き飛んで地面にころがった。銀色の拳こぶしの、パンチだ。クレイだった。

　その顔は白い。怒りで、酔いが冷めたのだろう。

　フィンを黙らせておいて、クレイは、つかつかと女神に近づいた。

　動物たちは、誰もそれを止めようとしない。うっかりしたことを言わないよう、自分の頭をやしの実に変えたンガーニヤは、もちろん制止する言葉を発することができない。

　クレイは、女神の直前に立った。近づいてみると、彼女は大柄だった。なみの人間より、ひとまわり以上大きい。

「やっぱり、女神さまだ。迫力がある」

　クレイは、ひとりごとのように呟つぶやき、郵便カバンから一通の封筒を取り出した。

「女神さまに読む気がないようだから、オレが代わりに読み聞かせる」

　やしの実は、激しく左右にふられた。ンガーニヤが、本来なら耳のあるあたりに、ふさぐように手をあてる。クレイは、それを無視して、封筒の中から指輪を一つ取り出した。そして、指輪の内側に彫りこまれたメッセージを読み上げた。

「……永遠にきみを愛する」

　目を細めて、クレイは、とても優しく微笑ほほえんだ。

「女神さま。あんたは、ずっとこの指輪を送った人に愛される。あんたは女神だ。永遠に、この人のことを覚えていてやれる。でも、そのためには、世界のほうに、あんたが覚えててもらわないと」

　女神の手がゆっくりと、耳を押さえる姿勢から、自らの胸を抱く姿勢に変わってゆく。

「森の外に住んでいる、あんたの民は、みんないまでも、あんたのことを信じてる。あいつらがあんたを覚えてる間は、あんたも、この指輪の人のことを覚えていられる」

　クレイは、一歩さらに進み出て、女神のすぐそばへ近づいた。牝め牛うしの乳房の上にのぼる。そこは、ほんのり暖かい。愛した人を失った女神を、優しく包む家族の温ぬくもりだ。

「森ごと、この世界を離れても、この指輪の人のところになんて行けない。……本当の望みはそっちだったんだろう？　辛つらくて消えてしまいたかった。でも……だめだ。それはだめだ。あんたのことを覚えてる人たちが寂しがる。そのうちの何人かは、この指輪の人のことも覚えてる。みんな、あんたが、この指輪を手にして笑顔になると信じてる。……オレもだ。あんたが笑顔になると信じて、届けにきたんだ」

　クレイは、女神の手をとった。彼女は、抵抗しない。

　ンガーニヤは、握り拳こぶしを作っていたけれど、その指にも力はこもっていなかった。

　彼女の手を開かせる前に、クレイは、ぐるっとあたりを見回した。

「あんたたちも、女神さんの心中につきあうより、彼女を支えてやりなよ」

　動物たちに告げて、クレイは、ンガーニヤの手を開かせた。黒真珠の指輪を落とす。

　女神の顔が、もとに戻る。

「──これは永遠、なの？　愛は永遠なの？」

　クレイに、それに対する答えはない。彼には、永遠を信じることはできないからだ。

　けれど、ンガーニヤは、どんな返事も求めていたわけではなかった。ただ、彼女は笑った。女神だからだ。自分は、与えることを約束した女神だと思い出したからだ。

　女神は笑った。

　そして、女神は同時に泣いた。膨大な量の涙があふれだす。それはすべて、酒だった。

　馥ふく郁いくたる高貴な香りの、最上級の酒。

　酒の洪水に飲みこまれ、クレイはそのまま気を失うと、どこかに運ばれていった。




　ふ、と目が醒さめると、隣に相棒がいた。

　クレイとフィンは、駅のベンチに座っていた。屋根のない、わりと質素なホームだが、まわりにはけっこう近代的な建物が並んでいる。

　あの、列車の駅だった。

「……戻ったの、か」

　クレイは、そうつぶやいた。あたりに満ちていたジャングルは、もうどこにもない。

　魔法は、消え去っている。気分もすっきりしていた。二日酔いの気配は、どこにもない。

「神話は物語に戻った」

　フィンのつぶやきが、クレイの耳に届いた。彼は、笑っていない。まっすぐに、どこか遠くを見つめている。なんだか、寂しそうな横顔だった。

「……悪かったな」

　クレイは、知らず知らずそう呟つぶやいていた。

「へ？　なんだい急に。殴ったこと？　あれ、本気だったよね。謝ったくらいじゃあなあ。樽たるひとつくらいおごってもらわ……」

「違う」

　クレイは、きっぱりと言葉をさえぎった。

「殴ったことは、謝らん。ああいうことがあれば、何度でも殴る。だって、おまえはオレにそうさせるために、あれを言ったんだろう」

　辛つらい真実をつきつけること。そして、優しい希望を届けること。

「配達はオレの役目なのに、半分、押しつけたな。悪い」

　クレイは、おだやかな微笑ほほえみを浮かべて、フィンを見つめた。

　そしてフィンは、小さく肩をすくめ、まじめな顔で、こう応じた。

「仕事の分担は、臨機応変。でも、あれは頭脳労働のうちだよ」

　その時、白く輝く霧をまといながら、列車がホームに入ってきた。
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　海上は、深い霧に覆われていた。

　クレイとフィンを導いた輝く霧ではない。自然に発生した霧だ。

　ここは、新旧の大陸をつなげる、間大洋のまっただなか。他の地球であれば、北大西洋と呼ばれるはずの地域である。

　自然の霧に包まれた大洋に、一艘そうのボートが浮かんでいる。輝いているほうの霧をくぐってあらわれた、金髪と黒髪のコンビ。フィンとクレイが乗ったボートだ。

　大陸や島の沿岸ならともかく、周辺数百キロにわたって、陸影の見えない海のど真ん中にしては、あまりにも似つかわしくない、ごく小さなボートだ。

「もうそろそろだって〈歌手〉が言ってる」

　フィンが、ボートのへりから、海面にのばしていた手をひきあげた。

　なにげない動作で、フィンは、指先を口に含んだ。

「……ふむ、やや薄味」

「海の水に味の違いなんてあるのか？」

　クレイがそう口にすると、フィンは、困ったもんだな、と言いたげな顔を向けた。

「なんだよ。その顔は」

「砂糖と塩も区別できない舌の持ち主じゃ、海の水はどれも同じに思えるんだろうねえ」

　フィンが言うと、クレイの顔に、ほんのりと朱がさした。夜目が利く二人だからこそ、月光だけでも顔色の変化がわかる。

「ささいなミスだろ！　文句あんなら、おまえが料理しろよ。よっぽど上う手まいくせに」

「だからこそだよ、後輩くん。ぼくの料理は美味だ。つまり日常で食するべきではない、特別な時のとっておきにすべきなんだよ」

「おう、そうか。けどな、何を言ったって、おまえがさぼりたがりなのは誤ご魔ま化かせないぞ。あと、そろそろ後輩扱いはやめろ」

「何を言ってるんだかなあ。知ってるかい？　古典芸能の世界なんかじゃさ、一日でも入門日が違えば、一生もので……」

「オレたちは〈郵便屋〉だ」

　クレイがフィンをじろりと見つめた。

「それはそうだけど……うん？　ちょっと待って。なんか、〈歌手〉のとは違う音楽みたいなのがどこからか……。空中……？　後輩くん、あれ！」

「だからそろそろ、後輩って言うなって」

　口で抗議しながら、クレイは素直にフィンが指差すほうを見た。

　フィンの顔つきが真剣だったからだ。それに、聴覚はフィンのほうが鋭敏なのは知っている。彼が聞いたといえば、聞いたのだ。

　クレイは、フィンの示した方向に目をこらした。ボートの船尾側だ。

　霧の向こうにきらきらとした輝きが見えている。確かに、かすかな音楽も聞こえた。

　小山のように巨大な船が、ぐんぐんと近づいてくる。甲板の上に、たくさんの明かりが灯ともされているのが見えはじめた。確かに音楽も聞こえる。ダンス曲だろう。パーティか何かが開かれている。舷げん側そくに並んだ丸窓から漏れる明かりは、数え切れないほどだ。

　豪華な客船が、洋上を旅している。

「まずいね。向こうはこっちに気がついてないんじゃない？」

　それはそうだろう。こちらは小さすぎる上に、この霧だ。ぶつかったとして、向こうには傷もつかないだろうが、こちらは一瞬でばらばらだ。

「落ち着いてる場合か！　こげ！」

　クレイが怒鳴った時、ぐんとボートが加速した。

　どうやら、海面下で〈歌手〉が、手伝ってくれているようだ。

「やあ、これはすまないねえ」

「道案内兼護衛のオレたちが手間をかけさせてどうするんだ。いいからおまえもこげ」

　ぐいっとオールをつきつけられて、しぶしぶフィンも手にとった。

　がんばった甲か斐いはあって、巨船は、すれすれでこちらに衝突することなく通り過ぎていった。凍いてつくような寒さだったが、額に汗がにじんだ。それをぬぐいながら、クレイは、船を見送る。ようやく船名を見る余裕ができた。

　クレイの表情が、驚きよう愕がくの色に染められる。

「なんてこった……あれは……あの船か。まだ沈んでない歴史があったってことか……」

「どうしたの？」

　自分たちが安全だとわかったとたん、オールを放ほうり出してつぶれていたフィンが、のそのそ起き上がってきた。あくびを噛かみ殺ころしながら、客船を見る。だが、すでに霧に隠れて、船名が見えない。興味をすぐに失うかと思われたフィンだが、何度かまばたきをして、客船が消え去った方向をじっと見つめている。

「……まいったな」

　小さくつぶやいた。

「ああ、まったくだ。おまえは、オレたちの役目じゃないというだろうが、けど……」

　クレイの声は、苦悩の響きを帯びている。

　だが、帰って来たフィンの答えは、ふだんと異ことなる真剣な声音だった。

「何言ってんの。ぼくら以外の誰の仕事なのさ、あれが」

　ボートの上に立ち上がったフィンは、霧の彼方かなたへ消えてゆく豪華客船へ、ぐいっとその身を乗り出した。

「おい、あぶないだろう。おちつけ。まさか、おまえが任務外の人助けにそんな……」

「人助け？　だれがそんな話をしてるのさ。あそこに、回収しなくちゃいけない手紙があるんだよ。しかも、大量に。どういうことだよ、もう。聞いてないよ」

　フィンが、珍しく混乱した面持ちだ。クレイは、眉まゆをひそめて言った。

「最初から、それもこみで、ここに出口が開いたってことじゃないのか？」

「ありえなくはないけど、それなら、あらかじめ告知されるでしょ。考えられるのは……」

　フィンは、首をかしげて、いっそう苦い顔になった。

「……たまたま？　ありえないほど低確率の偶然だけど」

「どれだけ確率が低くても、起きる可能性のあることはいつか起きるんだって、おまえ、前に言ってなかったか」

　クレイのほうが落ち着いた口調であることは珍しい。

「あああ、もう。そんなことはどうでもいいんだってば。肝心なのは、ぼくらは〈歌手〉のメッセージを届けるためにここに来たってこと」

「オレたちは二人いる。手分けすればいいんじゃないか？」

　クレイの、冷静な返事に、フィンは、少しの間、考えこんだ。

「ぼくがあの客船に回収に行って、きみが届ける？　……悪くないけど、きみじゃあどれが回収すべき手紙かわからない。そして、きみじゃあ〈歌手〉と会話ができない。どっちも頭脳担当のぼくの仕事だ」

　フィンが言うと、クレイは首を左右にふった。

「たしかに、こっちの仕事はオレじゃ無理だ。けど、客船のほうなら別だ。あっちなら、配達だけですむからな」

　そう言ったクレイの顔を、フィンは目をまじまじと見開いて見つめた。

「ねえ、後輩くん……」

「あの船の名前をおまえ、見なかっただろう」

　フィンの言葉を途中でさえぎって、クレイは、淡々とした声で言った。

「あれはタイタニックだ」

　さすがのフィンが、大きく目を見開いた。その船の名は、つぎはぎされたどの歴史でも、広く知られている。史上有数の犠牲者を出した、海難事故の主役として。

「その顔からすると、あれはおまえの歴史でも沈んだようだな」

　クレイが言うと、フィンは小さくうなずいた。

「……きみの歴史でも？」

「ああ」

　クレイは、苦味を顔いっぱいに広げて、大きくうなずいた。そして言葉を続ける。

「だから、タイタニックがここでも沈むって可能性は高い。というか、ほぼ確定だ。そして、沈めば、大量に届かない手紙が出る」

　だからこそ、フィンは、もうすぐ失われる手紙が、大量にあそこに存在していると〈郵便屋〉の直感を働かせたのだろう。

「きみが言いたいことが、わかった気がするよ。さっきのかみ合わない会話の理由もね」

　フィンが、けわしい表情になった。

「あの船を沈めなければいい、ってことでしょ。そうすれば、手紙は失われずに届く」

「そうだ。無む茶ちやだと思うか？」

「思うよ」

　フィンは、あっさり肯定した。

「思うけど、ほかに方法はないでしょ」

　クレイの顔に、怪け訝げんそうな色が浮かんだ。

「そんなに驚くことないでしょ。ぼくだって別に、人が死ぬのを見過ごしたいわけじゃないんだ。ただ、まあその……抱えられる量には限りがあるからね、ぼくらにだって。そこから零こぼれ落ちた誰かにひきずられるんじゃないかと思うわけ、きみは、未熟だから」

　そこまで言って、フィンは、そっぽを向いた。

「ま、無理はしないように」

「ああ」

　クレイは、そっけなくうなずいただけだった。だが、彼も、フィンが自分を案じてくれる気持ちは、充分に理解しているのだ。

　輝く霧が、どこからか近づいてきた。

　どうやら、森が、クレイの提案を承認したらしい。霧はクレイの体を包み、もうひとつ、世界の内側から内側への扉を開けた。
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　クレイは、船内の廊下に姿をあらわした。ここが、船のどのへんなのかは、正確にはわからない。通路は狭く、天井をむきだしのパイプが走っている。どこからか、かすかな機械音も聞こえてきた。エンジンではなく、空調設備か何かだ。おそらく、ここは船のかなり下層だろう。乗客に見せることを考えている内装ではなかった。

「まぎれこむだけなら、簡単なんだがな」

　どうやって事故を避けるかについて、漠然とアイディアはあった。しかし、まずは船内の地理を把握しなくては、どうにも動きようがない。この船は乗員乗客あわせて二千人以上を乗せ、豪華な設備をそなえている。ちょっとした街の規模だ。

「とりあえず、動くか……」

　クレイは、適当に選んだほうへ歩きはじめた。しばらく通路をまっすぐ進むと十字路にぶつかった。正面は扉、右に下りの階段、左は上り階段になっている。

「ふむ……」

　クレイは、どちらへ進むか考えた。けれど、彼が選ぶ前に、それは向こうから決まった。

　がたん、という音がした。左の階段をおりてきた誰かが、足を踏み外した音だ。

「きゃああっ！」

　声とともに、ボーイの制服を着た小柄な体が、階段を落ちてくる。手にしていた荷物も宙に舞った。

「おっと」

　とっさに飛び出したクレイは、その体を受け止めた。軽いので、右腕だけで充分だ。勢いを殺して、こちらの首ねっこに抱きつくような姿勢をとらせる。

　クレイは、空いた左腕で、荷物のほうをつかみとった。大おお雑ざつ把ぱには円筒形のケースだ。

「大丈夫か？」

　クレイは、相手をおろしてやり、顔をのぞきこんだ。眉まゆ毛げが太くて、いささか垂れているが、それ以外はかわいらしい顔をしている。淡い色合いの髪を短く刈って、右の目じりに大きなホクロがあった。しばらく、ぼうっとクレイを見つめ返していた。

「大丈夫か、と尋ねたんだが？」

「……？　あっ、はいっ。うわ、近いっ？」

　やっと事態を把握したらしい。クレイを突き飛ばすようにして、距離をとった。

「すみません！　ありがとうございました！」

　あわてて深々と頭をさげると、そそくさと立ち去ろうとする。

「忘れ物だぞ？」

「……えっ？　……あっ」

　自分の両手を見おろして、からっぽであることに、やっと気がついたようだ。

「返してくださいぃ。大事なものですぅ」

　半泣きで戻ってきた。

「忘れたのはそっちだろう」

　苦笑いしながら、ケースを渡してやろうとして、ふとクレイは表情を変えた。

「すまんが、ちょっと待ってくれ」

「はい？」

　ぴたりと立ち止まって、悲しそうな顔になった。

「あの、すみません。休憩時間、短いんです。練習できるの、いまだけなんです。だから、イジワルしないで返してくださいぃ」

　ぐすっと鼻を鳴らしながら、右手をさしだした。ただ、待ってくれと言われた位置からは、律儀に動かない。

「人聞きの悪いことを言わないでくれ。女の子をいじめる趣味はない」

「え？　……え？」

　またきょとんとした顔になって、一拍置いてから、怯おびえた顔になった。

「えー、えーと。どうしてわかった……。ち、違う。ど、どこに女の子がいるんです？　ぼくはジョンです。ジョアンじゃなくて男の子ですよ？」

「いちいち、ワンテンポずれるやつだな、おまえ」

　クレイがため息をついた。

「初対面の人にまで指摘された!?　まだ曲も聞かれてないのに!?」

「おい、しっかりしろ」

　いきなり座りこみそうになったのを、とっさに支えてやりながら、クレイの顔に、失敗したかな、という疑問の色が浮かんだ。

「けどまあ、こいつしかいないか」

　クレイは、自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「あのう、そのう……」

　怯えている、自称ジョンに、自分では優しいつもりの微び笑しようを浮かべる。

「ジョアンでもジョンでも、好きなほうで呼んでやるから。ちょっと頼まれてくれ」

　自称ジョンの顔がひきつった。

　彼女からすれば、クレイの表情は、鮫さめが笑ったように見えたのだろう。

「なんでも！　なんでも言うことを聞きますから、殺さないでください。あと、秘密も黙っててください。悪いこと以外なら聞いてあげますから。お金は、少ししかありませんけど、全部さしあげます」

「……いや、ホントに人聞きが悪いから、やめてくれるか……。これも返すから」

「ありがとうございます！」

　いきなり、びょんと跳ねるように飛びついて、ジョンはケースを取り返した。

「なんなんだ、それ？　練習とか言ってたが……」

　ケースを大切そうになでまわすジョンに向かって、クレイは尋ねた。

「トランペットです。親切なおじさんに買ってもらいました」

　にこにこしている。

「……そんな話、実際にあるもんなんだな……」

　少し驚いた声で、クレイは言った。

「ありがとうございました。じゃあ」

　嬉うれしそうに言って、ジョンが背を向ける。

「こら！　忘れるな。オレの頼みを聞いてくれるんだろうが」

　クレイは、手を伸ばして、ジョンの肩をつかまえた。薄い肩だ。

「ひぃぃっ！　やめてください。命と貞操だけは許して！」

　悲鳴をあげられてしまった。

「だから、人聞きの悪いことを言うなって」

　ここで、誰かに聞きつけられると、ただでさえこじれかけている事態が、さらに面倒になるような気がする。やはりこの娘むすめのことはあきらめて、他に頼める相手を探すべきだったかもしれない、とは思った。

　だが、こうして引き寄せた以上、もう他の選択肢はない……こともないかもしれない。

「すみません！　バンドのみなさん以外に、わたしが女だってばれると困るんです。バンドのみなさんに迷惑がかかります！　どうか、内緒にしてください。なんでもします。あ、でも、その……い、いやらしいことだけは……」

「するか！　オレの好みはもっと……。いや、そうじゃない。そうじゃあないんだ」

　なんだか、ひどくエネルギーを吸い取られた顔で、クレイはがっくり肩を落とした。

「頼みってのは、メッセージを届けてもらうことなんだ。オレはクレイヴ・ソリッシュ。クレイでいい。仕事は〈郵便屋〉だ」

　そう言ったクレイの顔を、ジョンことジョアンが、ぽかんと口を開けて、見上げている。

　……やっぱり、こいつを頼るべきではないかもしれない。

　とも思ったが、向こうがいきなり食いついてきた。

「郵便屋さん！　それは二つ目の夢でした！」

　そう言って、クレイの手を、両手で握りしめたのだ。

　トランペットケースは、落ちないよう、肘ひじではさみこんでいる。

「あ、そ、そうなのか」

「はい！　じつはこれを買ってくれたのは村の郵便局長のゴードンさんなんです。ゴードンさんは、とってもかっこいいひとでした。夢をあきらめるなって言ってくれたのもゴードンさんで新大陸なら女でもバンドマンになれるってだから郵便屋さんならいつだってお手伝いしますよおにいさんゴードンさんに似てますね親しん戚せきですか！」

　途中からまったく息継ぎなしで超早口で言われたので、何を言ってるのか、クレイにも、よくわからなかった。わかったのは、彼女の肺活量がたいしたものだ、ということだ。

「あんたは、いいトランペット吹きになれると思うよ」

　とだけ言った。

「……でも、そのいつもワンテンポずれてると、師匠たちは。遅かったり早すぎたり」

　それは性格的なものだろうと思う。

「師匠たち？」

「はい！　この船の楽団の人たちです！　手伝いの男の子を募集していて。すごい、働きながらすぐそばで音楽が聞けるし、新大陸にも行けてすごいっておもったんですけど男の子じゃないといけなかったんででもすぐにばれたんですけどわたしのこと知ってて、だまってくれているのでいいひとたちです」

　男装して雇われたがすぐにばれた、と彼女は言っている。それはばれるだろう。男装と言っても、男の子の服を着ているだけだ。さっき抱きとめた時の、ふんわりとした感触でわかるが、胸をまったく押さえていない。並みのサイズではないのに。

　本当に、他には気づいている者はいないのだろうか。

　そこは疑問だが、そんなことにかかずらわっている場合ではないのだった。

　もはや、後にひけなくなった。この変わり者の少女を使うしかない。

　ちょっと迷ったが、やはり女性名で呼ぶことにした。

「ジョアンには、船長にメッセージを届けてほしい」

　それから言うべきかどうか迷ったが、やはり教えておくことにした。

「届かなければ、この船が沈むことになる」
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「救難信号？」

　エドワード・Ｊ・スミス船長に見つめられて、ジョアンは首をすくめた。

　そもそも、船長にじかに渡すように言われたのは、まったくの予想外だった。

　白いひげを豊かにたくわえたベテラン船長は、鋭い視線で、ジョアンを上から見つめた。

「きみは？　無線室の所属には見えないが？」

「あっ、えーと。楽団付きボーイの、ジョン……っ……スミスです」

　ジョアンがそう名乗ると、船長は、ほうと小さく唸うなった。

「わたしのミドルネームのＪはジョンなんだよ。知っておったかね？」

「そうなんですか！　知りませんでした！」

　露骨にショックを受けた顔になってしまう。ジョンという偽名はジョアンからだが、スミスというのは船長からとったのだ。平凡だから、これでいいやと思ったのである。そのせいで同姓同名になっていたとは、ジョアン自身はまるで気づいていなかったのだ。

　船長のほうは、ジョアンがそこまで動揺する理由がわからない。

「そうか。きみが噂うわさの楽団つきボーイか。それで、わざわざわしのところによこしたわけか。一度、会ってみたいと言ってたからだな」

　船長はひげをしごいた。

　それから、ジョアンの、ボーイの制服ではまったく隠しきれていない胸もとをちらりと見て、すぐに目をそらした。ジョアンは、視線の意味がわかっていない。

「あのう……自分は噂うわさになっているんでしょうか。なにか迷惑をおかけしましたか？　もっもしかして、トランペットの練習がうるさいとお客様から苦情などが……！」

「そんなことはない。仕事熱心で、頑張り屋の子がいるという話さ」

　船長は優しい大きな手で、ジョアンの頭をポンと叩たたいた。

　ぐるりと周囲を見回す。ブリッジで当直についていたのは、一等航海士のウィリアム・マードックと六等航海士のジェイムズ・ムーディだ。マードックは渋い顔だが、ムーディはにやにや笑っている。船長に顔を向けられてあわてて引き締めたが、結局船長は、その六等航海士に、こっそりウィンクを送ったのだった。

　だが、もたらされた伝言は、そんななごやかな空気で話せることではない。

　船長も、表情を引き締めた。ジョアンの頭に乗せていた手を戻し、咳せき払ばらいをする。

「で、楽団つきのきみが、無線室から、こんな重大な伝言を届けにきた、と」

　ジョアンは、あわてて顔をあげた。

「あっ、はい。はいです。重大です。すぐに進路を変更してください」

「それは、わしが決めることだ！　きみが指図することではない！」

　優しい船長だが、職務に関かかわることで、部外者の口出しを許すような人物ではない。

「六等航海士、無線室に電話。このような重要事項に対して、どうして電話する暇もなかったのか、それを尋ねる。まして、どうしてバンドボーイに頼んだのか、もな」

　バンドのメンバーは、何かあった場合は高級船員から指図を受けることになっているが、厳密には、乗組員ではない。契約に従って乗りこんできている。立場的には、乗客に近いのだ。だが、実際のところ、これまでだって、ジョアンは色々、船員たちの雑用を引き受けてきている。船長だって、それをわかっていないわけではない。

「船長！　無線室のみなさんは忙しいみたいで。なんか、お客様から、これを打てあれを打てって言われているので！　だからだと思います。えっと、なんだっけ……。そう、ぼくはお客様に頼まれて、ちょうど無線室に行ったので」

　ジョアンの小さな手が、船長の太い腕をとらえて引っ張った。

　途中、なんだっけ、と言ったあたりで、船長の浮かべた笑みが曖あい昧まいになった。

「おまえがわしを騙だまそうとしているとは思わないがな」

　船長は、やんわりとジョアンの手をふりはらった。

「だが、きみが騙されている可能性はある。うちのお客様たちは悪戯いたずらが大好きだ。中級船員の制服を買い取ったり、無線の用紙をくすねるくらいのことは、されかねん」

　世界最大にして最高級の客船には、世界有数の富豪たちも乗っている。暇をもてあました権力者ほど、娯楽を求めて始末に終えない相手もないものだ。

「この季節にこの緯度で氷山など、さすがに信じがたい」

　そう言って、船長は、同情的な目でジョアンを見た。

「騙だまされてるとか、ないです。……っ……ないです」

　ぎりぎりのところで、クレイのことをごくりと飲みこんで、ジョアンは、捨てられた子犬のような目で、船長を見つめた。船長が、居心地の悪そうな顔になった。

「ああ……うん。おまえがマジメないい子なのは、ミスター・ハートリーからも聞いている。見込みのある子だと言っておったしな」

「バンドマスターが……？」

　ジョアンは、ぽかんと口を開けた。

「船長！　無線室が出ました」

「おお、そうか」

　ジョアンの手から力が抜けた隙すきに、船長は船内電話へ向かった。

「うむ？　うむ。うむ……」

　と、急に電話を耳から離して、顔をしかめた。

「そちらも大変なようだな。了解した。がんばりたまえ」

　電話をおろすと、船長はきりりと引き締まった顔で、一等航海士に命じた。

「針路変更。この地点への最短航路を算出してくれたまえ。機関室に最大出力の用意を」

　それから、てきぱきと命令が続いた。非番の船員たちにも命令が下る。

「共和国籍の客船から、氷山との激突で沈みかけているという救援要請だ。接近を見落とせば、我々も同じ目にあうかもしれん。全乗組員を見張りにつかせろ」

　タイタニック号は、ここから数十キロメートル先で発信された救難信号に応じて、沈みかけている旧大陸の島国、王国船籍の客船を救援しに向かうことになった。

「せっかく交代時間でしたのに。しばらく、休んではいただけませんね、船長」

「だから、舵だ輪りんはきみに任せるぞ、ビル」

　そう言って、ようやく船長はジョアンをふりむいた。

　彼女は、ずっとブリッジの片隅で、固唾かたずを飲んでいたのだ。

「無線室は、確かにきみの言うとおり、大変そうだったよ。後ろで、こちらのほうが先だ重要だとひどい言い争いで、パーソンズの声が聞こえないほどだった」

　船長は、おだやかな声で言った。

「だが、彼が受信を保証したから、悪戯いたずらでないのは確かだ。となれば、一刻も早くだ。人を助けるのは重要なことだが、我々はまずお客様の安全に責任を持たねばならない」

「だからこの船が傷ついたりすること……ないですよね？」

「もちろんだとも」

　ジョアンが重ねて尋ねると、船長は一瞬、怪け訝げんそうにしたが、すぐ力強くうなずいた。

「さあ、もう行っていいぞ。それとも、しばらくブリッジを見学していきたいのかな？」

　孫を見る祖父のような目を向けてくれた。

　それはありがたかったが、ここに残るわけにいかない。

「ほかにも仕事がありますんで」

「トランペットの練習もせんといかんしな？」

　船長は、長くて白い顎あごひげをしごきながら、ウィンクをして寄よ越こした。

　あまり上手ではなかった。




　ブリッジをおりたジョアンは、Ｂデッキの救命ボート、前から三番目のやつを目指した。

　クレイとは、そこで落ち合うことになっている。

　急ぎ足で近づいていくと、クレイが、トランペットケースを持ち上げて、合図してきた。

　右目のまわりに、黒々としたアザができている。

「……大丈夫？」

「迫真の演技が必要だって、あのねえちゃんがな」

「ああ、ラヴィンさんらしい。痛いですか？」

「どってことない」

　クレイは、肩をすくめた。

「フットレルさんも、引き受けてくれたんですね」

「もっとややこしいトリックを提案してきたんで、めんどうくさかったがな。いいタイミングで、無電係をひっぱり出してくれたよ」

　ジョアンが紹介した二人の協力者は、みごとに役目を果たしてくれた。小説家のフットレルが、長文の無電を頼み、そこへ奔放で知られたブラジル帝国のお姫さまが割って入る。

　ふたりを分けるのに精一杯でいるうちに、彼らのどちらかのつきそいのふりで待機していたクレイが、電話の呼び出しに応じる。

　そして、ジョアンに運ばせた偽の電文を、本物だと保証する手はずだった。

「少しタイミングがずれれば、何もかもダメだったし。どきどきしました」

「そうだな、オレも少し不安だった。けど、どこかで大丈夫だって信じてた……」

　船内の、いろんな人間に可愛かわいがられているジョアンのおかげで、偽電文を信用させることができた。クレイが考えたのは、とにかく進路を変えさせることだ。この先に氷山が待っている。危険だ。などとむやみに訴えたところで、誰も信じるわけがない。立場を変えれば、クレイだって信じないだろう。そこで、オレを信じてくれなどと繰り返すのは、あまりにも考えが足りなすぎる。

　なすべきことは、衝突をさけさせることで、未来に事故が起きると信じさせることではないのだ。なら、信じがたいことを訴える必要はない。信じやすいことで、相手の気持ちを変化させれば、それでいい。

　海の男なら無視できない救難信号をでっちあげることで、タイタニックの進路を、本来の事故現場から変更することに成功した。

「オレは運が良いんだ。そいつは、ジョアンに会ったことでもう証明されてたしな」

「ええと、わたしも、人の運には恵まれてます……」

　おかげで、こんな『隙すきの多い』性格に育ってしまったのかもしれないが。

「オレの後ろにいる誰かは、そのあたりまで読んだ上で、ジョアンと出会える場所に、送り出してくれたのかもな」

　クレイは、水平線の向こうをぼんやり見つめた。そこに、月光を跳ね返して、白く輝く霧が出ている。

「後ろにいる？　郵便局の局長さんとかですか？」

「それよりは、もうちょっと偉いな」

　答えて、クレイはもの思いにふける顔つきになった。

　彼ら〈縫い合わせ屋ソウヤーズ〉を集めて、霧によってあちこちに送り出しているのが、いったい何者なのか。クレイは実のところ、それを知らない。フィンも知らないと言っていた。いや、これまで知っている者に出会ったことがない。

　必要な時に、必要な場所に、必要とされる誰かを送る、霧。あれが自然現象のはずはないし、コントロールしている知性の存在を感じたことは何度かある。たぶん〈縫い合わせ屋〉すら超越した存在なのだろう。神、とかそういったものに近い何かだ。

　それが、自分の目的に沿っているうちは、クレイは無理につきとめようとは思わない。

「どうかしました？」

　ジョアンの問いかけで、クレイが、我に返った。

「いや。相棒の配達はうまくいってるかな、と思ってさ」

　ごまかしで言ったつもりのクレイではあったが、実際に、フィンを案じる気持ちもあることに、言ってから気がつく。ジョアンにも、それは表情で伝わった。ずっと不機嫌そうな顔で目つきも悪いわりに、そういうところは表面に出やすい男なのである。

「いろいろ大変なんですね……」

　ジョアンは、クレイの見つめる先を追った。白い霧のもとに、暗い海が広がっている。

「ま、すぐに合流するさ。その前に、これを返しておかなきゃな」

　クレイが、トランペットケースをさしだした。

　ジョアンは、もう一度、彼の手からそれを受け取った。

「それにしても、どうしてトランペットを、わざわざオレに預けた？」

　どこかに仕し舞まってくることもできたはずだが、ジョアンは、あとで返してくれるようにと、クレイに託していったのである。

「ええと……ぼくは、クレイさんを信じたけど、クレイさんがぼくが信じてることを信じられないと安心してみんなのために働けないんじゃないかと思って」

　そこで言葉を途切れさせ、ジョアンは、クレイを見上げた。また捨てられかけた犬みたいな顔になっている。

「いまのどういう意味だか、わかりました？」

「ああ、わかるよ」

　クレイは、ジョアンの頭を撫なでた。短く刈ってあるが、細くて柔らかいくせっ毛で、さわり心地がいい。なでられるジョアンは、くすぐったかったが、逃げはしなかった。

「ほかの誰より、おまえみたいなヤツが、夢を奪われなくてよかったよ」

　クレイは、どこか満たされた表情だ。

「夢？」

「オレにはないものだからな……」

「でも、クレイさん。〈郵便屋〉って名乗った時に、すごい誇らしそうな顔をしてましたよ。その顔を見て、わたし、そういえば郵便屋さんにもなりたかったんだなあ、って思い出したですもん。なんか、こないだ言われました。トランペットを吹いてる時のわたしは、すごいへたくそのくせに、自分が世界一みたいな顔をしてるって。そうなりたいって願ってますけど。クレイさんのさっきの顔を見て、自分もあんな顔なのかなあって……あれ？」

「オレが……誇り高い顔をしていた？」

　クレイが、なにか動揺している表情だったので、ジョアンは、あわてて話題を変えた。

「あのあの。これで、この船が氷山とぶつかることはないんですよね？」

　クレイが、はっと我に返る。

「氷山とはな。そっちは大丈夫だと思うが……」

　クレイの答えが、若干、含みを持たせたものになってしまう理由は、ジョアンにもすぐにわかることになってしまった。

「あれ……何か、あったのかな」

　船のそこかしこが、ざわつきはじめている。

　どうやら、甲板の反対側で何か起こっているようだ。

「おまえはもういい。どこか安全なところにいろ！」

　そう言って、クレイが走り出す。だが、もちろんジョアンもじっとはしていなかった。





　　　　　４．






　進行方向斜め右前方。

　夜の暗い海面が、大きく盛り上がった。白いしぶきが月光を跳ね返す。

　そこから、夜空へと躍りあがった巨大なものを見て、タイタニックのそこかしこから、悲鳴があがった。ベテランの船員たちも、腰を抜かしている。

「……大海蛇シーサーペントだッ」

　確かにそれは、かまくびをもたげた蛇に似ていた。ただし、タイタニックの煙突を、一噛かみで砕けるほどの大おお顎あごを持った蛇だ。伝説の、海の怪物だと思うのも無理はない。だが、長い胴体──に見えたものがうねった時、腹側に無数の吸盤が並んでいるのが見えた。

「違うぞっ、ありゃあ、クラーケンだ」

　別の誰かが怒鳴った。乗客かもしれない。発音からして旧大陸北方の出身だろう。

　クラーケンは、そのあたりの船乗りたちの伝説に登場する、恐ろしく巨大な海の怪物だ。小さな島ほどもあるイカともタコとも伝えられている。

　ともあれ、その超巨大な触手は、うねりながら、まっすぐ天上めがけて突き上げられたかと思うと、次の瞬間、瀑ばく布ふのように雪な崩だれ落ちてきた。

　このままでは、船体が真っ二つにへし折られる──。

　触手のなかばで、ぽっかりと消失したのは、その時だった。

　銀色の光が、タイタニックの舳へ先さき近くからほとばしった。それが触れた部分が、吹き飛ぶというより、分解されて消え去ったのである。

　もちろん、クレイの仕業だ。

　彼は、呆ぼう然ぜんとしているジョアンをふりかえった。今度こそ怯おびえられたか、と思ったが、次の瞬間、彼女はパチパチと小さな拍手を送りはじめた。

「悪いが、まだ褒めてもらうのは早い」

　一発で、すべてのエネルギーを使い果たしたカプセルを右腕から抜き取り、予備にと渡された次のカプセルを装そう填てんする。

　タイタニックを沈めた氷山を消し去るには、この銀の腕をもってしても充分ではない。それでも何か必要な事態が生じるかもしれない、ということでフィンからなかば奪い取るようにもらってきたエネルギー弾は三発。全部使ったら、支局の予算は尽きて、来年度までパンと水だけですごすことになる、と言われている。

　その二発目を、クレイはすぐさま使うことになった。

　今度は正面に、別の触手が躍りあがったのだ。このクラーケンらしきものは、イカの系統なのか。先端が少し膨れた、触腕と呼ばれるほかに比べてさらに長い腕だ。

　それが、今度は横殴りに迫る。海面とほぼ水平、高さはおだやかな波の先端から十メートル。タイタニックから見て、左側から右へのスイング。

　さっきの触手の出現で、タイタニックは回避しようと左に舵かじを切っていた。このままではカウンターになる。

　クレイは、迷わず最大出力で、銀の腕のパワーを解放した。

　熱や爆風ではなく、物質の結合力そのものに干渉するのが、この腕の力だ。触腕が途中でちぎれた。先端部分が海面に落ちる。まだ慣性はある。そのまま海面下を進んできた。

　──ぶつかった。

　船が大きくぐらりと揺れた。そこへさらに、青黒い体液を海に撒まき散ちらしながら、ちぎれた触腕が、舳へ先さきをかすめた。タイタニックほどの巨船でなければ、もうそれだけで、おしまいになっていたかもしれない。いや、一撃での沈没はまぬがれたものの、大きな打撃を受けたことは間違いないのだ。

　あちこちで騒ぎが起こりはじめる。

「クレイさん、これって!?」

「まだ来るぞ。おまえはどこか……」

　安全なところへと言いかけて、クレイは気づいた。どこにも安全な場所などないのだ。

「クレイさん、あそこ！」

　ジョアンが、海面の一角を指差した。タイタニックがまだ左に旋回しているので、さっきの触手が伸び上がった海域は、完全に右側になっている。

　そこに、タイタニックよりひとまわり小さい程度の、巻貝のようなものが浮かび上がった。貝の口から、何本もの触手、触腕が出ているのがわかる。クラーケンの正体は、超々巨大なアンモナイトだった。そして、触手のつけねにある、ばかでかい目が悪意を宿して、こちらを見ていた。確かに、あいつには知性がある。

　触手のいくつかがもちあがり、短い管のような器官が見えた。ぶおうっ、とそこから闇やみ色の蒸気がふき出された。高温の蒸気が、船腹を舐なめる。いくつか小ぼ火やが生じた。

「……あいつも〈引き裂き屋リツパーズ〉なのか！」

　クレイは呻うめいた。この船が沈むことは、彼らにとって都合のいいことなのだろう。

「……だったら、ますます迷わないですむってことだぜ」

　クレイは、自分に気合を入れた。

　この船は、これまで幾多の歴史で沈んできた。それが本来あるべき姿だとしたら、多数のために少数を犠牲にするべきか、という苦悩に苛さいなまれねばならないところだった。

　だが、世界を引き裂くやつらが、この船を沈めようとするなら、その悩みは無縁だ。

　クレイの精神が、高揚する。問題は、迷いをふりきり、たかぶったところで、たった一発ぶんのエネルギーでは、あいつに勝てない、ということだ。

「ク、クレイさん。わたしに何かできること！　ないですか！」

　一瞬、クレイを支配しかけた諦てい念ねんは、ジョアンのその問いかけがふりきらせてくれた。

　彼女は、あんな巨大な怪物に、自分が勝てるわけないことなど、百も承知だろう。

　それでもジョアンは、クレイに問いかけてきた。

　なら、彼女よりは力のある自分があきらめてどうする。

　もちろん、自分だけではどうにもならない。ならないが……。

「ある！　おまえにできることがある。トランペットを吹いてくれ」

　クレイの言葉に、ジョアンは、目を丸くした。

「応援の曲とかでしょうか。そ、それなら、バンドのみなさんを呼んできて……」

「違う！　そんな暇はない。あいつは、腕を二本失って警戒してる。けど、すぐに襲いかかってくるだろう」

　いま、クラーケンは、タイタニックと平行して進んでいる。

「だから助けを呼ぶ。この近くにオレの相棒がいるはずだ」

　クレイは、ジョアンをまっすぐに見つめた。

「また、助けてくれ」

「はい」

　ジョアンは、きっぱりうなずき、トランペットを取り出した。

「トントントン、ツーツーツー、トントントンだ。リズムだけでいい」

　ジョアンは、疑問を顔一杯に浮かべながら、問い返さず、トランペットを口に当てた。

「救難信号だ。これから使われるようになる。ＳＯＳだ。オレの相棒は、耳がいい……」

　クレイの説明が終わらないうちに、ジョアンが、思い切りトランペットを吹き鳴らした。

　一回吹いた。何も起こらない。

　二回吹いた。まだ何も起こらない。

　三回吹いた。船員たちが気がついたようだ。遠くから駆けてくる甲板員がいる。

　ジョアンは、そこでクレイを見た。

「まだだ。吹いてくれ。あいつが来るまで」

　うなずいて、ジョアンはトランペットをもう一度吹いた。

「おまえ、こんな時に何やってんだ！」

　甲板員が、憤怒の形相で近づいてくる。身を伏せていたクレイは、伸び上がるようなアッパーカットで、その船員を気絶させた。

「……悪いな」

　いま、邪魔されるわけにはいかないのだ。

　そして六回目が轟とどろいた時、動いたのは味方ではなく、敵だった。

　クラーケンは、トランペットが助けを求めるためのものだと気づいたのである。ということは、こちらの戦闘力が充分ではないと判断できる。

　それでも、クラーケンは慎重だった。水面下から、数本の触手を同時に伸ばしてくる。海の中で、タイタニックの船腹をひきはがすつもりだろう。

「くそ……遠い」

　残りは一発。伸びてくる触手を一本だけ始末しても、意味がない。敵の本体を直撃しなければ、食い止められない。

　だが、銀の腕のパワーは、さほど遠くまでは届かないのだ。

　一本だけでも止めるか──。

（いや、だめだ。あれは挑発みたいなもんだ。全体を見極めろ。確実に、あの目をぶっつぶさなきゃ、意味がない）

　クレイは、左手にぐっと力をこめて、自分の右腕を押し下げた。

　次の瞬間、数本の触手が、タイタニックに届いていた。

　すさまじい衝撃が船を襲う。何もかもが、空中に跳ね上がった。

「きゃあっ」

　悲鳴をあげて、ジョアンがころがった。そのまま、空中に放ほうり出される。立っていた場所が、船の縁に近すぎた。そのまま、海へ放り出されてしまう。

「ジョアンっ!!」

　クレイは、傾いた甲板を走った。だが、彼の手は届かない。ジョアンの姿が、舷げん側そくを越えてその向こうへ。

「なにしてる、フィン！　とっとと来いぃぃぃぃぃぃ！」

　クレイの、血を吐くような叫び。

「まったく、しょうがないなあ、うちの相棒は。ひとりじゃ何もできないんだから」

　けろりとした声が、聞こえた。

「……なんだと？」

　いよっと声をかけて、手すりを乗り越えてくる人影ひとつ。月光に映える、薄い金色の柔らかな髪。その手に握られているのは、ジョアンのトランペットだ。

「彼女のことなら心配いらないよ。〈歌手〉が助けてくれてる。女の子はびしょ濡ぬれになっても綺き麗れいだけど、楽器が濡れると大変だと思ってね」

　そういうフィンを無視して、クレイは舷側に駆け寄った。

　続けざまに来るかと思われた衝撃は、さっきの一度だけだ。

「……届いたのか、メッセージ」

　海面をのぞきこんで、クレイは、かすかな声で呟つぶやいた。

　ジョアンは、海面ではしゃいだ声をあげている。溺おぼれるかと思ったら、イルカに救われたのだ。テンションがあがっても仕方ないだろう。

　イルカこそは、クレイとフィンの仲間。〈縫い合わせ屋ソウヤーズ〉の一員である〈歌手〉だ。その名はヴィオラ。水中に住む、知性ある生き物たちを救うための〈縫い合わせ屋〉である。

「ヴィオラさん、あの娘さんの奏でる音には、魂がこもってるってさ。ずいぶんと気に入ったみたいよ？」

　今回、ヴィオラとフィンは、この海の底で鯨と鯱しやちの部族が行っている抗争を止めるためにやってきた。彼らは唄うたを重んじる。だから、心に響く唄さえ奏でるならば、種族を超えた救いの手をさしのべる。

「それに、クジラとシャチたちを争わせるために、殺しを繰り返していたのは、あのお化けアンモナイトだったみたいだから。あとは任せていいんじゃない？」

　マッコウクジラの群れと、シャチの群れが、次々、クラーケンの触手に喰くらいついている。クラーケンには、もはや、タイタニックに干渉する余裕はないようだ。

　しかし、敵は伝説の怪物である。クジラとシャチにも、被害が出ている。

「とっとと片付けなきゃいかんだろう。……今年度の残りは、パンと水になるけどな」

　渋い顔つきで、クレイが言った。

「ええと、まさか、このボートで近づいて、銀の腕でとどめを刺すとか考えてる？」

　フィンの問いに、クレイは、しばらく相棒の顔を見つめて、そして深々と頭をさげた。

「頼む。……オレだけじゃ無理だ」

　フィンは、しばらくクレイの黒い髪に覆われた後頭部を見つめていた。

「やれやれ、ようやく自分の力量をみきわめたか」

　ふう、とため息をついて、フィンはいつもの笑みを浮かべた。

「じゃ、行こうか、相棒くん。言っておくけどねえ、来年度に入っても、三ヶ月は、きみだけパンと水だから。ぼくは、そのあまりで贅ぜい沢たくさせてもらうからね」

「冗談じゃねえ！　なんで、オレだけなんだ。これはおまえ、連帯責任だろうが！」

　クレイが吠ほえる。

　もういつもの調子だ。

　フィンが、クレイのことを『後輩くん』と呼ばなくなったことに、クレイ自身が気づくのは、もう少し先のことである。

　ともあれ、タイタニックに載せられていた、大量の失われるはずの手紙たちは、無事に届くことになる。

　その手紙がつむぐ物語を、クレイとフィンが知ることはない。

　彼らはまた、別の手紙を届けてゆかねばならないからだ。





　　　　　　　第五話　深しん淵えんから響く唄うた　おわり
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　タイタニックは、港に入った。

　大勢の迎えが、そこに待っている。

　そんなものはいないはずだと信じていた少女は、意外な出会いに驚いた。

「ジョアン・アームストロングさんですね」

　赤毛の、背の高い女性に呼び止められたのだ。ジョン・スミスという偽名ではなくて、本名のほうで。

「友人が、あなたにこれを、と」

　渡された手紙を開いているうちに、その赤毛の女性は、どこかへ消えてしまった。

　差出人の名はなかったが、無骨な文字に、それが誰の手によるものかは、想像がついた。

「……ありがとう、クレイさん」

　それは仕事と、そして住む家を紹介してくれる手紙だった。タイタニックは、また間大洋を渡って、元の国へ戻る。だが、ジョアンは、この新大陸で、トランペッターとして成功するまで、もう故郷の土を踏むつもりはなかった。

　世話してもらった仕事は、極南から、酒を輸入する商会の下働きだった。とりざたされていた禁酒法は結局、どこからか届いた陳情の手紙で廃案になって、一安心で事業を一気に拡大するのだという。

　家のほうは、小さなアパートだった。

　大家さんによると、北の国から亡命してくる家族を迎えるはずだったが、あの国の革命騒ぎも話し合いでおさまりそうだということで、結局、渡ってはこないらしい。

　ただ、小さな部屋とはいえ、ジョアンがひとりで家賃を払うのは、少々厳しい額だ。

　ちょうどいいことに、やはり部屋を探している、同じくらいの年代の娘がいるという。ジョアンは、ルームシェアの申し出に飛びついた。

「ええと、ジョアン・アームストロングです。よろしく」

　長い髪のルームメイトは、ジョアンを迎えて、ぎこちなく笑った。

「わたしの名は、希望、だ」

　二人の少女は、しっかりと手を握りあった。

　彼女たちには、無限の未来がある──。





あとがき







　うわはははははははははははははははははは！　はじめまして、もしくは、また手にとってくださって、ありがとうございます。友とも野の詳しようです。

　相変わらず、アナログゲームを作ったり遊んだりしながら、小説を書く日々です。

　この本は、主役（お話によっては狂言回し役）であるクレイくんとフィンくんが、世界中のあちこちに出没するお話が、五つ、おさめられています。いわゆる、連作短編という形式ですね。独立したお話なので、どれから読んでいただいてもよいのですが、時間の流れは、お話の並んでいる順です。

　たくさんのお話を、一冊の本に詰めこめるのは楽しくて大好きです。

　特にこのクレイとフィンは、五つそれぞれのエピソードが、異ことなる舞台で展開されるので、それぞれ別の設定を考えられるので、楽しくてしょうがなかったです。

　四話の、ンガーニヤさまの出てくる神話体系とか。一話の、アナスタシスちゃんの学校時代のエピソードとか。三話だと、なんで大型生物がいなくなっただけであそこまで廃はい墟きよ化かが進んでいるかの理屈とか。お話には登場させなかったり、そもそも必要なかったりするところまで、ついつい考えちゃうんですよね。

　舞台だけでなく、キャラクターを考えるのも大好きで、脳内で思いついたキャラと会話しながら（インタビューしている気持ちで）彼ら彼女らの設定を固めていったりします。この本では、五人（もしくはそれ以上）のヒロインを考えていいので、それも楽しくて。

　なにより、考えればそのヒロインたちがスオウさんのイラストになるのが！

　今回も、素晴らしいヒロインたちをありがとうございます。

　クレイとフィンが登場するお話は、ほかにも『クレイとフィンと夢見た手紙』という作品があるのですが、そちらでも、舞台を考えるのが楽しかったです。この本と同じく、独立した五つの短編でできてますので、順番的にはどちらから読んでいただいても大丈夫です。こっちでもたまに言及されている「戦争」の時代を舞台にしています。そーいえば、その戦争の経緯もいろいろ考えたりしました。使ってませんけど。

　これからもいろんな舞台とヒロインを考えてゆきます。また機会がありましたら、みなさんと本を通じてお会いできますように。





　二〇一四年一月下旬




　　　　友野〝第五話を書いていたらタイタニックを扱った協力型ボードゲームが出てましたよ〟詳











　著者

　友野詳（ともの・しょう）

　　小説を書きつつ、人と人とが、直接、顔をあわせて遊ぶ、アナログゲームというのを作る仕事もしています。

　　人が集まって遊ぶゲームなので、ただ作るだけではなくてイベントを開催、運営したりもするのです。

　　小説執筆、ゲームデザインに加えて、司会業も仕事にくわえていい気がしはじめた今日この頃です。




　イラスト

　スオウ

　　イラストを担当しましたスオウです。最近レトロ時代をすごく恋しく思っています。だから今回は大変楽しく描かせていただきました。

　　フィンとクレイの二人での冒険の旅がとても羨ましいです。フラガ姉さん大好きです！
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